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l 内水面漁業センターの概要

所在地

住 所： 〒782-0016 高知県香美市土佐山田町高川原687-4

TEL : 0887-52-4231 FAX : 0887-52-4224

ホームページ: http://www.pref.kochi. 19. jp/soshiki/040408/

1

革
年
年

2 沿

昭和l9

昭和42

高知県山田養鯉場を設置 （土佐山田町八王子）

高知県内水面漁業指導所を設置 （土佐山田町八王子）

（高知県山田養鯉場を廃止）

高知県内水面漁業センターに改組、 移転 （現所在地

（高知県内水面魚病指導総合センターを併設）

商工労働部産業技術委員会事務局へ移管

機構改革により、産業技術部へ移管

機構改革により、水産振興部へ移管

）昭和55年

平成

平成

平成

年
年
年

10

19

21

3 機構組織

研究職員 （3名）

技能職員 （1名）

非常勤職員（1名）

所長（研究職）’

’

4 職員名簿

－1－

高知県水産振興部

漁業振興課

内水面漁業センター

職名 氏 名 担当業務

所 長 小松章博 統括

チーフ 岡部正也 研究業務総括、育種・増殖技術研究

主任研究員 黒岩隆 魚類資源管理、環境調査等全般

主任研究員 土居聡 魚病診断、魚病発生動向調査等

主任技師 佐伯昭 河川調査、施設整備等

非常勤職員 田中ひとみ 試験研究補助



5 予算（当初）

(単位：千円）

6 施設の概要

（1）敷地面積

（2）建物

①庁舎（問診室、微生物・環境・組織検査室、研修室、事務室等）

9, 343㎡

365㎡

②水槽実験棟・作業棟(0.9t×5面、調餌室、工作室他） 256㎡

③恒温水槽棟(IOt×5面、 1t×5面） 256㎡

④恒温水槽棟(FRP 2t×lO面） 10111f

⑤野外試験池(50t×5面） 362㎡

⑥屋内試験池(30t×2面） 184rrf

⑦管理棟 40㎡

⑧その他（ボイラー室、機械室、高架タンク、排水消毒槽等） 147nf

－2－

事 業 費 名 予算額 財 源 内 訳

内水面漁業センター管理運営費 5， 074 県費5，074

内水面漁業試験研究費 10,553 県費6，232 国費10, 553 諸収入747

内水面漁業振興費 1,530 県費1,530

養殖振興対策事業費 2,854 県費1,427 国費1,427

合 計 20,011 県費14, 263 国費11,980 諸収入747



Ⅱ事業(研究報告）



養殖衛生管理体制整備事業

土居聡

近年、食の安全性について消費者の関心が高まり、水産物の安全性が重要視されている。

内水面養殖業においても、生産物の安全性を確保するため、魚病被害の軽減を図り水産用医薬品の適

正使用を推進することが重要となっている。また、特定疾病であるコイヘルペスウイルス(KHV)病の

まん延防止、県内河川におけるアユ冷水病の発生動向把握や新たな魚病の発生等に対応するため、より

迅速な魚病診断体制の確立が必要となっている。このため､当事業では､効率的な魚病診断体制の整備、

医薬品適正使用の指導、養殖場の巡回調査、医薬品残留検査等を行う。

1．総合推進対策

・全国養殖衛生管理推進会議

･高知県内水面魚類防疫推進会議

月
月

３
３

年
年

２
２

２
２

成
成

平
平

東京都

高知市

2．養殖衛生管理指導

1）医薬品の適正使用指導

養殖場の巡回時に、医薬品の適正使用について指導を行った。また魚病診断において投薬治療が必要

と判断された場合は、分離細菌に対する薬剤感受性試験を行った。

養殖ウナギから分離されたパラコロ病原因菌(Wwezmje"jazm)6株および観賞用キンギョから

分離された運動性エロモナス病原因菌(Aez℃monasAMw]h")2株について行った試験結果を表-1

に示した。E"Z歯では複数の薬剤に耐性を示す菌がみられ、特にFF以外の承認薬に耐性を示す菌に

よる発病時は、被害が拡大・長期化した。

表－1薬剤感受性試験結果

分離菌株月日 魚種 OA OTC30 FF SO

キンギョ

ウナギ

ウナギ

ウナギ

キンギョ

ウナギ

ウナギ

ウナギ

A.加鋤”た

E"m

E御命

E2副吃

Ae""77．"aSM

E歯ﾉ"

E""

E歯ｿ歯

5．28

6．11

6．22

7．21

11．6

12．15

1．26

2．17

＋
＋
一
一
十
十
十
一

＊
帯
一
一
＊
帯
寺
一

帯
帯
什
什
＊
鍔
袷
什

器
帯
一
一
帯
帯
一
一

OA:オキソリン酸

OTC30:塩酸オキシテトラサイクリン

FF:フロルフェニコール

SO:スルファモノメトキシン,オルメトプリム

－3－



2）養殖衛生管理技術の普及・啓発

①養殖衛生管理技術対策

以下の会議に出席し、技術の修得や関係者への情報提供に努めた。

・平成21年度養殖衛生管理問題への調査・研究成果報告会

・平成2'年度アユ資源研究部会総会及び報告会

・全国湖沼河川養殖研究会西日本ブロック研究会

．第23回近畿中国四国ブロック内水面魚類防疫検討会

・アユ疾病対策協議会

・内水面漁業振興に関する研修会

・平成22年度日本水産学会春季大会

②養殖等技術支援・指導

アマゴ:IPN、 IHNのウイルス保有検査

鮮魚出荷時の衛生管理指導

ア ユ：非事業者のイベント用短期蓄養における飼育管理指導

放流用種苗の保菌検査

養殖用種苗の保菌検査

ウナギ：昇温処理を基本とした各種魚病の予防・治療方法指導

魚体測定によるウナギ属の簡易種検索指導

． イ：個人鑑賞家からの問い合わせに対する飼育管理指導

キンギョ：高知県土佐錦魚保存会を対象とした講習会の実施

昇温処理と卵消毒によるウイルス病の予防．治療方法指導

3．養殖場の調査・監視

1）魚病被害・水産用医薬品使用状況調査

県内のアユ・ウナギ・アマゴ養殖業者を対象に、県内のアユ・ウナギ・アマゴ養殖業者を対象に、平成20年度の魚病被害の発生状況・水産用医薬品

の使用状況について、調査票に基づく調査を行った。

2）医薬品残留検査

養殖ウナギ2検体について、 トリクロルホン、オキソリン酸、フロルフェニコールの3種類の医薬品

の残留検査を実施した。検査は、 （財） 日本冷凍食品検査協会に依頼し、公定法で実施した。検体から

対象医薬品は検出されなかった。

4．疾病の発生予防・まん延防止

1）魚病診断

①天然水域等での診断件数

平成21年度の天然水域等（個人池・ため池を含む）における魚病診断件数を表－2に示した。診断

件数は合計45件、魚種別にはアユ14件、コイ17件、その他の魚種で14件であった。

アユでは冷水病が6件発生し（前年度6件)、6月と11月後半に複数の河川で集中して発生がみら

れた。6月上～中旬には四万十川上流部（梼原川及び北川川)、6月中～下旬には仁淀川水系土居川で

へい死がみられた。これらは冷水病と運動性エロモナス病の混合感染によるものであった。11月には

四万十川、新荘川、仁淀川の下流域でほぼ同時期にへい死がみられたが、保菌状況や生殖腺指数等の

－4－



検査結果から、主なへい死原因は産卵後の衰弱によるものと判断された。

コイでは、コイヘルペスウイルス(KHV)病の発生は3件と前年度(4件）に引き続き少なく、内

訳は、河川で1件、個人池で2件であった。

他の魚種では、高知市の城西公園で運動性エロモナス病によるフナの急性へい死事例、個人所有の

土佐錦魚からキンギョヘルペスウイルス性造血器壊死症の発生事例、四万十川水系目黒川において、

ウグイとオイカワに複数種の吸虫が寄生した事例などがあった。

②養殖場での診断件数

平成21年度における養殖場での魚病診断件数を表－3に示した｡診断件数は合計21件で､昨年度に比

較して11件減少した。魚種別にはアマゴ7件、アユ1件、ウナギ13件であった。

アマゴでは、昨年度の伝染性膵臓壊死症(IPN)の発生施設について、飼育魚の処分と施設の塩素消

毒を実施したことで、今年度はIPNの発生はみられなかった。ただし、別の事業者から導入した発眼卵

由来の稚魚をPCR検査したところ陽性であった。また、散発的に細菌性鯉病が発生したが、塩水浴で

へい死は終息した。

アユでは､山間部のアマゴ養殖池を利用して短期蓄養を開始した業者で連鎖球菌症が発生した。また、

巡回による聞き取りで冷水病やボケ病と思われる被害を確認したが、各業者が塩水浴や投薬を実施して

対応した。アユ養殖の経営は需要の落ち込みによる単価下落で非常に厳しく、池入れを断念した業者も

あった。

ウナギでは、 4月に鯉中心静脈洞のうっ血や胸鰭基部の出血等の症状がみられるが、細菌や寄生虫の

感染が認められなかったことからウイルス性血管内皮壊死症と診断したものが1件あった。また、パラ

コロ病やシュードダクチロギルス症が散発的に発生した。

－5－



表－2平成21年度における天然水域等での魚病診断件数

魚種

アユ

コイ

フナ

キンギョ

ウナギ

オイカワ

ウグイ

、

:計宍
今
回

、 ケ

ヤ ●

J も

江

軋寅

価

7

J

. pa
p 4 P

■ ● 凸 1 ▲

－6－

病名
月

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
計

冷水病

運動性エロモナス病

冷水病十運動性エロモナス症

エドワジエラ･イクタルリ感染

不明

小計 0

1

1

2

1

3

6

1

1

1

1

1

1

2 0

3

3
6

0 0 0 0

6

2

4

1

1

14

コイヘルペスウイルス(KHV)病

カラムナリス病

カラムナリス病十チョウ症

滑走細菌類によるエラの疾病

運動性エロモナス病

鯉ミクソボルス症

その他(水質等）

不明

小計

1

2

3

1

1

2

1

1

1

1

4

1

1

1

1 0

1

1

1

3

1

1

2

1

1 0 0 0

3

1

1

1

2

1

3

5

17

運動性エロモナス病

その他(水質等）

小計 。

1

1 0

1

1 0 0 0 0 0 0 0 ､ 0 0

1

1

2

ｷﾝギｮﾍﾙぺｽｳｲﾙｽ性造血器壊死症

運動性エロモナス病

シュードモナスSpp.による感染症

白点病

小計 0

1

1

2

2 0 0

1

1 0

1

1 0 0

1

1 0

2

1

1

2

6

運動性エロモナス病

小計 0

1

1 0 0 0 0 0 0 0 0 ､0 0

1

1

運動性エロモナス病

ﾃﾞｨﾌpﾛｽﾄﾏﾑ科及びﾒﾀｺﾞﾆﾏｽ属寄生虫症

その他

小計 0

1

1

1

1 0 0

1

1

1

1 0 0 0 0 0

1

1

2

4

イソパロルキス属吸虫寄生症

小計 0 0 0 0 0

1

1 0 0 0 0 0 0

1

1

寺

℃
4． や6 4■ 14
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表－3平成21年度における養殖場での魚病診断件数

計

2

1

1

1

1

1

7

1

1

1

3

3

1

2

2

1
－

:J」

131

2）コイヘルペスウイルス(KHV)病のまん延防止

平成21年度におけるKHV病の発生状況を表-4に示した。内訳は、河川での発生が下田川水系本江

田川（高知市介良）の1件、個人池での発生は高岡郡梼原町内と土佐郡内の2件であった。

今回発生がみられた本江田川は、平成17年にKHV病の発生が確認されている。 10月23日にへい

死したコイ2尾がKHV陽性と診断された後、相次いでへい死が発生し、 10月28日までに計14尾の

へい死がみられた。既発水系で再びKHV病によると思われるまとまつたへい死が確認された事例は全

国的にも珍しい。

個人池の発生事例については、感染経路の特定には至らなかった。これらに対して飼育池からのコイ

取り上げ、池および飼育器具の消毒等のまん延防止措置を講じた。

－7－

魚種 病名
月

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

アマゴ

細菌性鯉病

運動性エロモナス病

連鎖球菌症

滑走細菌類による疾病

白点病

その他(水質､過密等）

小計

1

1 0

1

1

2

1

1 0

1

1 0 0 0

1

1

1

1 0

アユ
連鎖球菌症

小計 0

1

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ウナギ

ウイルス性血管内皮壊死症

パラコロ病

パラコロ病十シュードダクチロギルス症

ビブリオA型

カラムナリス病

シュードダクチロギルス症

その他(水質等）

小計

1

1

1

1

4 0

2

1

1

4

1

1 0 0

1

1 0

1

1

1

1

1

1 0
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表－4平成21年度におけるコイヘルペスウイルス(KHV)病の発生状況

5．河川におけるアユの保菌検査

1）目的

県内のほとんどの河川では、冷水病被害を低減させるためにPCR法で保菌検査を行い、陰性である

ことを確認したアユ種苗を放流する取り組みが続けられている。

近年、県内河川における冷水病の発生件数は減少傾向にあり、大きな魚病被害も生じていないが、依

然として散発的な冷水病の発生は続いている。また、平成19年に国内で初めてアユへの感染が確認さ

れたエドワジエラ・イクタルリ (afwazmieZ腹血""jizzDが、平成20年には県内の複数河川でも確認

されたことから、県内河川におけるアユの冷水病菌("avobacfemJmp野祗hzWhimm)やイクタルリ

症原因菌の保菌状況を調査し、動向を把握した。

2）方法と結果

平成21年5月から12月にかけて､当センターの調査もしくは漁協等によって県内9河川で採捕され

たアユを検査に用いた｡検査方法は､冷水病菌はアユ冷水病防疫に関する指針(アユ冷水病対策協議会、

平成20年3月改訂版）に従い、エラ洗浄濃縮液からDNAを抽出し、PCR法（ロタマーゼ法）により

冷水病菌由来のDNA増幅断片の検出を行った。イクタルリは（独）水産総合研究センター養殖研究所

から提示された魚病診断マニュアルに従い、アユの体腎組織をSSB培地に接種して24時間以上培養増

菌させ、上清を熱抽出して試料を作成し、PCR法で検出を行った。

試料は、検体数が少ない場合は1尾1検体とし、多い場合は概ね10尾ごとあるいは採捕された漁場

ごとに1ロットにまとめた。採捕日ごとの検査結果を表－5に示した。

冷水病については、物部川で漁期を通じて調査を行い、保菌アユのみられる時期や頻度を把握する予

定であったが、解禁前から産卵期に至るまで菌が検出されず、検証できなかった。6月にへい死がみら

れた四万十川上流域と仁淀川では、MCYT培地への塗抹分離及びPCR検査によって冷水病菌が確認さ

れた。また、産卵期にみられたへい死個体で冷水病菌の保有が確認されたが、生殖腺指数から、主な死

因は産卵後の体力低下と環境要因であると判断した。

イクタルリについては、昨年度に確認された四万十川、物部川、仁淀川、および新荘川以外に、県東

部では初めて安芸川で10月に保菌アユが確認された。9月以降の調査では、いずれの河川でも保菌が

確認されたが、同菌によるへい死や疾病の発生はなかった。
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発生月日 発生場所 種別 全長(cm) 体重(9) 備考

6月1日
個人池

(梼原町）

ニシキゴイ

ニシキゴイ

46.0

44.0

1,580

1,270

稚魚を購入､池横のタライで飼育開始後、

池のコイが発症(稚魚はPCR陰性）

10月23B 本江田川
マゴイ

マゴイ

38.3

45.0

500

1,700
28日までに計14尾がへい死

11月13日
個人池

(土佐郡）

ニシキゴイ

ニシキゴイ

62.0

70.0

2,780

4,560

春～夏までに約60尾へい死。

診断依頼時には沈静化。



表5県内河川におけるアユ保菌検査の結果

－9－

月日 場所 尾数
検体数

(ﾛｯﾄ）

陽性数

冷水病 イクタルリ
備考

5月8日 中部A川 44 5 0 0 放流魚混獲率調査

5月15日 中部A川 9 1 0 0 〃

5月28日 中部A川 24 3 0 0 〃

5月29日 中部A川 66 8 0 0 〃

6月1日 東部A川 1 1 0 0 解禁日ビク調査で穴あき症状

6月2日 西部A川 8 8 3 0 へい死状況調査

6月17日 西部B川 2 1 1 0 〃

6月17日 中部B川 16 3 3 1 〃

6月22日 中部A川 13 1 0 0 放流魚混獲率調査

6月24日 中部A川 92 8 0 0 〃

6月25日 中部A川 49 6 0 0 〃

6月26日 東部A川 65 6 0 0 〃

7月15日 中部A川 41 5 0 0 〃

7月16日 中部A川 64 6 0 0 〃

9月14日 中部B川 3 1 4■■■ 1 へい死調査(漁協依頼）

9月16日 中部B川 8 3 一 1 〃

9月30日 中部A川 53 7 O
U

3 成熟調査

10月2日 東部B川 7 7 0 1 へい死調査(市町村依頼）

10月20日 中部c川 48 8 0 3 成熟調査

10月22日 中部A川 59 5 0 2 〃

10月27日 中部c川 50 8 0 2 〃

10月29日 中部A川 66 8 0 6 〃

11月4日 中部C川 39 4 0 1 〃

11月5日 中部A川 68 8 0 6 〃

11月9日 中部c川 61 6 0 4 〃

11月19日 西部c川 63 6 0 4 へい死調査(漁協依頼)※1

11月24日 中部c川 63 6 0 4 〃※1

11月30日 中部B川 11 11 8 6 〃



アユ資源の動態評価技術の確立と定着

天然遡上の減少により低水準にあるアユ資源の再生のため、漁協等と共同して調査を行い、

資源水準、動態を把握・評価して、漁協等が資源現況に応じた積極的な資源管理に取り組める

よう支援するとともに、資源管理意識の普及と資源調査の定着をはかる。

I河川別遡上状況調査

黒岩隆･岡部正也･佐伯昭

1． 目的

河川へ定着するアユ資源量は春の遡上量に大きく左右されており、遡上量が資源管理のため

の最初の指標となる。漁協等で取り組める簡便な遡上調査手法の確立をはかる。

2．方法

これまで当センターで実施してきた調査手法を基にして遡上水準の年変動をつかむ。

調査対象河川は図1の11河川とし、平成21年3月から5月に概ね10日間隔で調査した。

根川

松田

各河川の調査点を､遡上群が一時的に滞留しやすい河口から第一番目の堰や瀬の落ち込み等に

設け、 目視（直接目視、箱メガネ）観察により、アユ稚魚の蛸集状況を調査し、目視された

1群の規模を基に、群の分布状態を加味してスコアーを与え、その推移から遡上時期や遡上

状況を判断した。スコア－値の基準と各河川の調査点は次のとおりである。

3．結果および考察

目視調査結果は資料の表1‐1から表1‐12に示した。スコアーの推移を図－2～9 （野

根川、安芸川、伊与木川を除く。横軸は月／日）に示した。

－10－



①結果の概要

奈半利川、安田川、伊尾木川、仁淀川、新荘川、松田川で、昨年より20～40日程早い2月

下旬～3月上旬に遡上を確認した。遡上状況は、西部の四万十川、松田川を除き、奈半利川か

ら新荘川までの各河川で昨年を上回ったものと思われる。

野根川：3月19日に下流の国道橋で遡上アユを確認したが、鴨田堰では確認できなかった。

その後4月中旬から堰下で瀬切れが続いたため以降の調査は行っていない。

奈半利川：昨年より20日程早い3月11日に遡上を確認、出水と水温低下で一時少なくなった

が、 3月下旬から5月中旬まで概ね昨年を上回る良好な遡上状況で経過した。

安田川：昨年より30日程早い3月3日に遡上を確認、 3月中旬以降5月中旬まで昨年を上回

る良好な遡上状況で経過した。遡上量の少なかった昨年を大きく上回ったものと思われる。

伊尾木川：昨年より40日程早い3月3日に遡上を確認、出水と水温低下で一時少なくなった

が、 3月下旬から5月中旬まで昨年を上回る良好な遡上状況で経過した。

物部川：昨年より10日以上早い3月中旬頃には遡上があったものと思われる。 3月下旬から

4月上旬は良好な遡上がみられたが、 4月中旬以降はやや少なくなった。遡上量は昨年を上回

ったものと思われる。

仁淀川：昨年より20日程早い3月6日に遡上を確認、以降は5月中旬まで昨年並の良好な遡

上状況で経過した。遡上量は良好であった昨年をさらに上回ったものと思われる。

新荘川：昨年より20日程早い3月12日に遡上を確認、 3月下旬以降昨年を上回る良好な遡上

状況で経過した。遡上量は昨年を大きく上回ったものと思われる。

四万十川：遡上の確認は昨年と同時期の3月26日で、以降の遡上状況も昨年並で経過してお

り、遡上量は昨年並で、近年の低い水準と思われる。

松田川：昨年より30日以上早い2月26日に遡上を確認､以降5月上旬まで低めの遡上状況で

経過しており、遡上量は昨年を下回る低い水準と思われる。
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箔諺鑿
一､f 蕊溌職癖の規蟻蕊I
0 アユ見えず､ハミアトなし

1 アユ見えず､ハミアトあり

2 1群の規模数尾～百尾まで

3 1群の規模百尾～千尾まで

4 1群の規模千尾以上

箆測抑鍾さ
Ｆ

ｊ

グ

ー 葱溌調査点蕊滋
野根川 鴨田堰(第一堰）

奈半利川 田野堰(第一堰）

安田川 焼山堰(第一堰）

伊尾木川 有井堰(第一堰）

安芸川 中の橋(瀬の落込）

物部川 平松(瀬の落込）

仁淀川 八田堰(第一堰）

新荘川 旧岡本堰(瀬の落込）

伊与木川 寺井堰(第一堰）

四万十川 赤鉄橋(瀬の落込）

松田川 河戸堰(第一堰）
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Ⅱ定着期資源量調査

黒岩隆

1． 目的

生息密度を指標として遡上後の資源量水準をつかみ、遡上状況調査結果を検証する。

2．方法

6月～9月に伊尾木川、仁淀川、四万十川の3河川において5～8調査点を設け、潜水目視

調査により生息密度を調べた。調査は高知県内水面漁業協同組合連合会へ委託した。

3．結果および考察

①伊尾木川

上流から黒瀬、荒谷、奈比賀、花、漁協前を調査点として、 6月8日と9月8日に調査し

た｡図－ 1に調査点の位置を､調査結果は資料（表

2‐1、表2‐2）に示した。

平成17～19年(遡上水準は低かったと思われ

る)における有井堰(遡上状況調査点）下流漁協前

トロの5月～6月の生息密度高低は、遡上状況の

良否によく一致していた。

平成17年（調査日05/23） 3.01尾/㎡

平成18年（調査日06/07） 0.90尾/㎡

平成19年（調査日06/12） 3．17尾/㎡

河床がトロから平瀬に変わった後の平成20,21

年の生息密度を比較しても、 21年の遡上水準が

20年に比べて格段に大きかった(遡上状況調査結

果参照)状況がよく反映されている。

平成20年（調査日06/08） 0.86尾/㎡

平成21年（調査日06/08） 2.79園㎡
図－ 1 伊尾木川の調査地

一方、有井堰上流の「瀬平均密度」は20年ま

で大きな変動はみられていない(平成17年0.36尾/㎡､平成18年0.38尾/㎡､平成19年0．52

尾/nf、平成20年0．39園㎡)。堰上流への遡上量は、 20年までは生息密度の差として表れる

ような大きな差がなかったものと思われる。21年は、 「瀬平均密度」がこれまでの1.5～2倍の

0.8尾/㎡で、有井堰上流への遡上も多かったものと思われる。有井堰での遡上状況スコア一値

が4で一定期間続くような水準の場合に、堰上流への遡上も多くなるものと考えられる。
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②仁淀川

上流から鎌井田、片岡、柳瀬、勝賀瀬、神谷又白を調査点として、

査した。図－2に調査点の位置を、調査結果は資料（表2‐3，表2

度調査5点はいずれも遡上状況調査点（八田堰）の上流に設けた。

6月9日と9月7日に調

一4）に示した。生息密

図－2 仁淀川の調査

平成21年までの3カ年の遡上水準は、遡上状況調査結果から以下のように比較できる。

平成19年 遡上水準は低い

平成20年 遡上水準は19年を大きく上回る水準

平成21年 遡上水準は20年をさらに上回る水準

3ヵ年の「瀬平均生息密度」は、

平成19年1回目(05/30） 0．19尾/㎡ 3回目(10/09） 0.08尾/㎡

平成20年1回目(07/02） 0.28尾/nf 2回目(09/09) 0.27尾/㎡

平成21年1回目(06/09） 0.81尾/㎡ 2回目(09/07） 0.73尾/ITf

この3カ年の生息密度の高低は、遡上状況調査の遡上水準の大小傾向と一致している。

ただし、前報(20年度事業報告)で示したように20年の1回目調査の｢瀬平均生息密度」

濁り等で過少評価した可能性があると思われる。

｢瀬平均生息密度」は、

③四万十川

上流から弘瀬、上岡、茅吹手、昭和、十川、江川崎、口屋内、具同を調査点として、 8月21

～22日（7月以前は降雨・出水が頻繁で、調査ができなかった)と9月14～15日に調査した。

図－3に調査点の位置を、調査結果は資料（表2‐5，表2‐6）に示した。
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図－3 四万十川の調査

第1回目調査で0．10尾／㎡、 2回瀬平均生息密度は、第1回目調査で0.10尾／㎡、 2回目調査で0.18尾／㎡であった。

調査時期が遅くなり、 1回目調査時期が平成20年までの2回目調査時期に当たるので、

これにより比較すると、 18年の0．17尾／㎡、 19年の0．13尾／㎡より低かったものの、

20年の0.02尾／㎡より高めであった。平成21年の四万十川橋（通称：赤鉄橋）での遡上

状況調査結果は、平成20年と同様「数百尾の群」 （遡上指数3）で見られた日が多く、数

万尾あるいは帯状遡上の群（遡上指数4）が見られた18， 19年より遡上水準は低かった

と思われ、四万十川でも遡上水準の変動に概ね一致した生息密度の経年変化がみられるも

のの、今後のデータを含めて検証していく必要があると思われる｡
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Ⅲ親魚成熟状況調査

黒岩隆・佐伯昭

1． 目的

親魚の成熟状況を調べて産卵期推定の資料とする。

2．方法

物部川の横瀬(産卵場周辺)において平成21年10月15日から11月5日にかけて4回、新荘

川の長竹橋(産卵場周辺)において10月20日から11月24日にかけて5回、親魚の成熟状況を

調べた。

3．結果および考察

①物部川

採捕の経過と採捕位置を表－1，図－1に示した。測定結果は資料の表3－2－5から表3－2‐

8に示した。

物鄙｜稲
表1採捕の経過

3

新物部jl尾数 漁法．

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

漁場年月日

H21.10.15

H21.10.22

H21.10.29

H21.11.05

採捕尾数計

岡西､横瀬

岡西(上)、横瀬

岡西(上)、岡西､横瀬

岡西(上)、岡西､横瀬

19

24

36

31

12

35

30

37

31

59

66

68

2

瀬替え

224 110 114

採捕魚の大きさは4採捕日とも標準体長で11～14cmの

中・小型魚が主体であった。肥満度は過去の物部川の成熟

期と較べて全般に低くなっており、採捕魚の大きさが影

（一般に小型魚程ほど肥満度は低い傾向にある）している 図1親魚採捕漁場

ものと思われる。

図－3に示した「肥満度一生殖腺指数」の関係や生殖腺の観察から、各採捕時の親魚の成熟

状況は以下のように推察され、 11月上旬半ばからの産卵開始と思われる。

10月15日3、 早とも生殖腺指数が低い。 「成熟途中」

10月22日ケは十分に成熟しているが、早の生殖腺指数はまだ低い。 「成熟途中（早の成

熟待ち)」

10月29日 早で生殖腺指数20前後の個体が出てきた。 「一部産卵」

11月5日 生殖腺指数で5～7．5と低くなった⑦が見られる。 「本格的な産卵開始」

－16－



夕の生殖腺指数早の生殖腺指数
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図－2採捕魚の「肥満度一生殖腺指数」の関係
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②新荘川

採捕の経過を表－2に示した。測定結果は資料の表3－3－1から表3－3－5に示した。

表2採捕の経過

採捕尾数採捕年月日 採捕場所

計
一
犯
一
馴
一
旧
剛
一
枢
旧
一
嗣
一
狸

H21 1020

H21 1027

H21 1103

H21 1109
q■■ 一

長竹橋 16 47

90 172

H21_11_24

合計

採捕魚は標準体長で10cm前後の小型魚、 12～13cnl前後の中型魚が主体で、 15cIn以上

の大型魚は5回目採捕の11月24日を除いて少なかった。 11月11日と14日の降雨・出水で

瀬切れが解消し、上流から中型魚、大型魚が降下したことを確認しており、 11月9日までは産

卵場周辺に生息分布していた群の採捕、 11月24日はこれに降下群を含んだ群を採捕したもの

と思われる。肥満度は調査期間中平均13台で、新荘川の平成18, 19年の成熟期と比較して低

めであった。

図－4に示した「肥満度一生殖腺指数」の関係や生殖腺の観察から、各採捕時の親魚の成熟

状況は以下のように推察され、 10月下旬後半からの産卵開始と思われる。

早の指数で2O近い個体が少ないながら見られ､3の2割が7.5付近に分布

している。 「一部産卵開始」

早の半数が指数20前後となっている。 「本格的な産卵開始」

早は小型魚の方が肥満度、生殖腺とも高い傾向にある。産卵場周辺に分布

している小型群の産卵が続いていたものと思われる。

旱は小型魚の方が生殖腺指数は高い傾向にある。3は中型・大型個体に指

数の高いものが多く、新たに産卵に加わった群と思われる。

肥満度一生殖腺指数の関係図からみて、 「産卵期後半」と思われる。

10月20日

10月27日

11月3日

11月9日

11月24日
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Ⅳ流下仔魚調査

1． 目的

仔魚の流下状況から産卵時期や産卵場の機能を評価して、漁協による産卵場造成や流下仔魚

調査の定着をはかる。

2．方法

伊尾木川、仁淀川、四万十川の流下仔魚の採集は、それぞれ芸陽漁協、仁淀川漁協、四万十

川漁業協同組合連合会が実施し､仔魚計数と結果解析は当センター力垳った･また物部川は物部

川漁協が採集調査から仔魚計数まで行い､当センターが結果解析等を担当した｡仔魚の採集は、

口径50cIn，側長150cm(ネット地:52GG335")のネットを用い、ネットロに澗水計を

付けて行った。採集した仔魚・卵はエチルアルコールで固定した後、全数を計数した。卵黄指

数は塚本（1991）に依った。観察数は1採集サンプルにつき概ね100尾とした。

3．結果および考察

各河川での調査結果は資料の流下仔魚調査の項に示した。

①伊尾木川

図－1に伊尾木川の仔魚密度の推移を示した。

流下量指棲(尾/㎡3）

1000

800

600

400

200

0 000I I IOUOI IOOOU101IIIIUUUI I IUUOI I IOUOI I IOUIOOO叩ﾛﾛﾛⅡ0叩ⅡⅡUUUUDIUUUI I IOUUUUDDI I IUUUI IOI I IOUUI I IUO叩叩01

●●ぶ.！.●●紗ぷぷ識●
図1伊尾木| | |の流下仔魚密度(尾/m'､3)推移

平成21年は、流下期初期に当たる11月10日の降雨により、伊尾木川を含む東部河川では

大きな出水があった。12月上旬の流下の山は、 11月10日の降雨出水直後の産卵に依るものと

思われる。 12月24日に970尾/mA3の、 17年以降の調査では一番高い密度の流下が観測され

た。水温の推移から見て、この流下の山は11月下旬の産卵に由来するものと思われる。伊尾

木川の17年以降の流下量指標値（園mA3)の推移を図2に示した。 21年の指標値は20年の

約1.5倍となった（産卵場調査でも20年の2倍程の産卵域が確認されている)。
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流下重指標(×1,0”尾/m'B)
15

149m

10

9月”9月”

霧
輪
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nnR
0

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

図2伊尾木川の流下仔魚量指標値の推移
（指標値:凶1の密度折れ線下の面積）

②物部川

図－3に物部川の仔魚流下尾数(E/sec)の推移を示した。

萱下童描管〔万尾ﾉsec）

0－8

肥型埋|’ I
T

W，A

0．6

0－4

ﾊI 月
0．2

r§ず ■
負
い

一
白

H19
H21 、ヂ

0
I■■■■■■■■~一一ーー1 一

gIIXIM"MM!"MIw.Mi#,職〃紗
図3物部川の流下仔魚量の推移

11月5日に仔魚の流下を確認したが、 11月10日に降雨出水があり、 濁りと水位の高い状態が

続いたため､その後の調査は水位が安定した12

月1日から実施した｡12月1日の調査で7,600
3

尾/secのピークがみられた。このピークは水温 新物部ll

の推移からみて、出水（11月10日）後のまだ
2

水位の高かった11月15日頃の産卵に由来する

ものと思われる。横瀬産卵場は，，月4日に造 瀬替え
成完了したが、 11月10日の出水で河床砂利が

流失したので､12月1日調査以降の採捕仔魚は、

右岸の瀬替え工区間にできた自然産卵場からの

流下が主と考えられる。調査期間中（12/01～

01/11)の総流下仔魚数は約4億1千万尾と推定

される。

場

図4平成21年の産卵場の位置
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③仁淘II

11月11日と14日に

水位にして2.4In、 3.1

m(中島における水位）

の出水があり、最初の

調査は12月2日に実

施した。図5，6に行当

下と森山における仔魚

流下尾数(尾/Sec)の推

移を示した。行当下で

は、 1回目の調査（12は、 1回目の調査（12

表1流下量指標値(図6,7の折れ線下面積)の推移 単位:尾/sec

H18 H19鯛査地点、年

仁淀川計

八田

行当下

中島

森山

雨戸

H21

327,830

2800305

47.525

364666 203423 104494 277137

10．196

17,980

175.248

ー ー ー

115,788

239,402

■■■

84，124

20,370

■■■

251,907

2,044

23，186

9,475 ー ■■■

調査期間 11/10-01/26

（76日）

11/02-01/25

（85日）

11／14毛1／11

（59日）

11/05-01/14

（71日）

12/02勺1／13

（43日）

*流下量の概数＝指標値×10,000

月2日）で平成17年以降の仁淀川の調査で最高値となる49,000尾/sec

の流下がみられた。出水後の11月中旬後半辺りに、この大量流下に繋がる集中産卵があった

ものと思われる。下流の森山では、行当下より遅れて12月16日に流下ピークが見られた。

平成17年以降の流下量指標値を表一1示した。

遼下量麺巴(万屋〃夢Qc〕

49.皿
2

1.5

1

0.5

0 CUUpUBUUロロロロロUUDU■ロ■ロロロロロロロロロCDロロロロロ ロUBU■UUUﾛロ ■■■UOUppUU UUDUUUUOUqUOOU9UUUUOBUUOODBUUUUUU00q000UODUUpDBB

●●ぷ●●●妙●".･ifJF
図5仁淀川行当下の流下仔魚尾数(尾Aed掛多

滝下且鐙唇(万尼′毎ec〕

0.5

0.4

0．3

0．2

0.1

0
ﾛﾛﾛﾛUUg■■■■｡■■■■■■■■■■■■ ■■■■■■q■■■■■■■■U■■■g■■■■■■q pUUpUUqgUUUUUUpUUU55DUUUBU■50■ロロロロロロ ロQqqq■Upp0UDDUq00

●ぐf､ぷ●●●砂金".J紗
図6仁淀川中島･森山の流下仔魚尾数(尾/Sed掴多

調査点は､卜n9中島､腿011月下旬まで中島以降は森山、
卜21森山
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平成21年の流下量は平成17年の水準まで回復したものと思われる。なお主産卵場は平成

17, 18年の中島から平成19年以降は行当へと移ってきている。

④四万十川

佐田（平元)、小畑（上）における流下仔魚の密度（尾/mA3)推移を図7, 8に示した。

佐田（平元）では12月7日に26．9尾/mA3の比較的密度の高い流下がみられ、調査期を通し

澄下堂轡巴(尾'、~3）
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即四万十川佐田(平うりの流下仔魚密度(尾/ivfB)の推移

達下量粕固〔尾′画－3〕
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即四万十川4畑(上)の流下仔魚密度(尾心。の推移

剛創まオオヅエ､卜四21は小畑(上）

て平成20年より高めの密度で推移した。

小畑（上）では、 11月23日に29．3尾/mA3， 12月14日に21.6尾/mA3の比較的密度の高

い流下がみられており、 20年を上回った流下があったものと思われる。ただし、 19年（調査

点は小畑上より500m上流のオオヅエ）の11月下旬から12月下旬のような高い密度の流下は

見られなかった。平成17年以降の調査では、佐田（平元)、小畑（上） （19年まで調査点はオ

オヅエ）とも平成20年の流下状況が一番低く、 21年はこれを上回ったものの、流下量の水準

は低めであったものと思われる。
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アユ資源の動態評価技術の確立と定着促進資料

njll別遡上状況調査

表1-1野根川アユ遡上状況鯛査結果

胴
考備

調査日 天候 目視方法鯛査点 目視観察の概況河川

H21.03.19小雨 野根川 囲田堰 11:50 12.5 箱ﾒガネ アユ破盟できず

H21.03.19 雨 野根川 国道橘下 一 一 箱ﾒガネ アユ(2-3g)200尾の群

O やや多 なし

＊

晴
晴

３
３

２
２

３
３

０
０

◆
●

１
１

２
２

Ｈ
Ｈ

野根川 隅田堰 11:40 13.8 箱ﾒガネ アユ砿鯉できず

野根川 国道櫓上 一 一 箱ﾒガネ アユ(2g)50尾の群

O やや多 なし

本

H21.03.31小雨 野根川 閥田堰 11:30 11．0 箱ﾒガネ アユ硫麗できず O やや少なし

晴
晴
晴

野根川

野根川

野根川

11:30 － 堰下､堰上とも水なく､広く瀬切れ

11:40 - 目視 アユ(6-89)百尾前後の群

11:40 17．5

関田堰

押野楓

カワセミ前

鋤
少
少

H21.04.13

H21.04.13

H21.04.13

《
Ｕ
本
本

ー

なし

なし

表1-2奈半利川アユ遡上状況鯛査結果

胴
考備

飼査日 天候 目視方法 目視観察の概況鯛査点河川

曇
曇
量

奈半利川

奈半利川

奈半利川

9．6 箱メガネ

目視

目視

アユ確翌できず

アユ確麗できず

アユ確麗できず

O 多 薄濁

＊

＊

田野堰

田野漁港

奈半利港

H21.03.03

H21.03.03

H21.03.03

10:40

11:10

11:30

H21.03.11 愚 奈半利川 田野堰 一 一 一 アユ確翌 2 － 一

H21.03.16 晴 奈半利川 田野堰 11:00 11．4 箱ﾒガネ アユ(3g)堰下に数十尾の群 2 多 薄濁

H21.03.19 雨 奈半利川 田野堰 13:30 11.1 箱ﾒガネ アユ(2-3g)左岸側で数十尾の群 2 多 潤み

H21.03.23晴 奈半利川 田野堰 14:00 13.7 箱ﾒガネ アユ(2-3g)数百尾の群､点在 3 多 潤み

H21.03.31小雨奈半利川 田野堰 13:30 10．5 箱ﾒガネ アユ(2-3g)数十尾群､数群 2 多 薄濁

アユ(3-5g)各魚道を切れ間なく遡上中、

蕊総譜驍撫群曙協Z 4 やや多薄濁
の群

H21.04.13晴 奈半利川 田野堰 13:30 15.2 箱ﾒガネ

H21.04.22購 窯半利川 田野埋 11:40 15.9 箱メカネざ鰡鵡斗鶏蝋零百尾の群点 3 多 なし

アユ(3-5g)コンクリートタタキ上の至る所
数十～数百尾の群､アユ(3-10g)落込
に数百～千尾までの群点在､全体では4／
22より多い。

H21.05.11 晴 奈半利川 田野堰 10:45 17．1 箱ﾒガネ 3 少 なし
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表1-3安田川アユ遡上状況調査結果

耐
考備

目視方法飼査日 天候 調査点 目視観察の概況河川

安田川 焼山堰 12:15 10．5 箱ﾒガネアユ(1-39)数十尾の群､10群 2

安田川 旧国道橋 13:00 11.2 目視 アユ(19)数十尾～百尾までの群､5～6群 2

H21.03.03曇

H21.03.03畳

一
一

多
多

H21.03.16晴 安田川 焼山堰 12:45 12.3 箱メガネアユ(5g)堰下に数百尾の群 3 多 薄濁

H21.03.19雨 安田川 焼山堰 14:20 13.0 箱メガネアュ(2-7g)数百､数千尾の群､点在 4 多 なし

H21.03.23晴 安田川 焼山堰 14:30 14.3 箱ﾒガネアユ(2-5g)数百､数千尾の群､各所 4 多 薄濁

H21,03.31小雨 安田川 焼山堰 13:50 10.2 箱ﾒガネアユ(2-3g)数十～数百尾の群 3 やや多薄濁

H21.04.13蹟 安田川 嬢山堰 14:10 19.2 霜ﾒガﾈ霞壷鮮蛎認蕊溌躍百尾薊 4 やや少なし

アユ(2-3g)堰下ブロツクタタキに数十～数
百尾の群各所､アユ(10-15g)数十尾の群
各所

H21.04.22 晴 安田川 焼山堰 13:05 18.4 箱ﾒガネ 3 多 濁り

アユ(5-15g)数百～千尾以上の群ﾀﾀｷ
上至る所。 アユ(5-15g)数十～数百尾
群ブロックタタキ間至る所

H21.05.11 晴 安田川 焼山堰 11:30 20.4 箱ﾒガネ 4 少 なし

表1-4伊尾木川アユ遡上状況調査結果

耐
考備

目視方法鯛査日 天候 鯛査点 目視観察の概況河川

H21.03.03畳 伊尾木川 有井堰 14:00 9.7 箱ﾒガネ アユ(1-2g)数尾の群､1群のみ 2 多 一

H21.03.16晴 伊尾木川 有井堰 13:00 10.8 箱ﾒガネ アユ(3g)数十尾の群､堰下落ちこみ 2 多 薄濁

H21.03.19雨 伊尾木川 有井堰 15DO 11．8 箱ﾒガネ アユ(3-4g)数百～数千尾の群､各所 4 多 なし

H21.03.23晴 伊尾木川 有井堰 15:00 13.8 箱ﾒガネ アユ(4g)岸寄りで確認するが､少ない 2 多 濁り

H21.03.31 畳 伊尾木川 有井堰 15:00 9.7 箱ﾒガネ アユ(2-5g)数尾の群､1群のみ 2 多 なし

アユ(3-5gが主～10g)タタキと落ちこみブ
H21.04.13 晴 伊尾木川 有井堰 14:45 15.2 箱メガネロツクの至る所数十以上､堰直下ﾀﾀｷに千 4 やや少なし

尾以上の群､落ちこみ渕に千尾以上の群

コンクリートﾀﾀｷに､アユ(3-49)数十～

蟹禦蕊淫王謬鵬蟹澤罷
上の群､アユ(10-159)千尾以上の群。

H21.04.22 晴 伊尾木川 有井堰 14:00 16.0 箱ﾒガネ 4 やや多なし

アユ(5-159)数十～数千尾の群タタキ上
至る所｡アユ(5-159)数十～千尾以上の
群落ち込み至る所。

4 少 なしH21.05.11 晴 伊尾木川 有井堰 13:10 19.3 箱ﾒガネ

表1-5安芸川アユ遡上状況調査結果

胴
考備

鯛査点 目視方法 目視観察の概況鯛査日 天候 河川

H21.03.03 畳 安芸川 中の橋 14:30 11.3 箱ﾒガネ アユ(1-29)十尾前後の群､点在 2 多 薄濁

H21.03.16 晴 安芸川 中の橋 13:10 12.3 箱ﾒガネ 水量多く､アユ確記できず ＊ 多 薄濁

H21.03.19 雨 安芸川 中の橋 15:30 12.8 箱ﾒガネ アユ(2-39)数十～数百尾の群 3 多 なし

H21.03.23 晴 安芸川 中の橋 15:30 14.3 箱ﾒガネ アユ(2-39)数十～数百尾の群 3 多 濁り

H21.03.31 畳 安芸川 中の橋 15:20 11．4 箱ﾒガネ アユ(3-49)数十尾群､数群 2 やや多濁り

H21.04.13 晴 安芸川 中の績 15:15 19．箱メカネ ，愚(潔雲論g蝉ど顎優齢鴛4 少 なし
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瀬直下にアユ(3-4g)百尾以上の群､瀬の
下はアユ(20g)が広く分布､瀬上にもアユ(4
-5g)が広く分布

3 多 なしH21.04.22 晴 安芸川 中の橋 14:45 17.3 箱ﾒガネ

瀬の下にアユ(7･8-20g)高密度で分布。
H21.05.11 晴 安芸川 中の橋 14:10 22.2 箱ﾒガネ瀬の上に広く､アユ(10-30g)高密度で分

布。
4 少 なし

表1-6物部川アユ遡上状況調査結果

胴
考備

目視方法 目視観察の擬況鯛査日 天候 鯛査点河川

H21.03.03曇 物部川 平松 15:20 10.0 目視 アユ硫浬できず O 多 薄濁

H21.03.23晴 物部川 平松 16:00 12．7 箱ﾒガネ アユ(3-5g)数百～数千尾の群 4 やや多薄濁

H21.03.31 晴 物部川 平松 16:00 12.5 箱ﾒガネ アユ(3-8g)数百～数千尾の群 4 平水 なし

H21.04.13晴 物部川 平松 16:10 19.0 箱ﾒガネ アユ(3g)数十～百尾前後の群 3 少 なし

H21.04.22 曇 物部川 平松 16:45 18.8 箱ﾒガネ アユ(3-4g～10g)数百尾の群点在 3 やや少なし

アユ(3-5g)数十～百尾前後の群4．5群
アユ(5-20g)数尾～敵十尾の群数群

3 少 薄濁H21.05.11 晴 物部川 平松 15:00 22.2 箱ﾒガネ

表1－7仁淀川アユ遡上状況調査結果

胴
考備

目視方法 目視観察の概況鯛査日 天候 鯛査点河川

H21.02.26雨 仁淀川 八田堰 14:30 9.5箱メガネアユ確塑できず O 多い薄濁

H21.03.06曇 仁淀川 八田堰 11:00 9.8 箱メガネアユ(2g)堰下右岸に数百尾～数千尾の群 4 やや多 なし

H21.03.17晴 仁淀川 八田堰 11:10 10.O箱ﾒガネアユ(3g前後)堰下右岸に数百尾の群 3 やや多 なし

H21.03.2ア 晴 仁淀川 八田堰 11:00 11.1 繍メカネ異撫g前後)堰下の各所に数百~千尾 3 平水 なし

アユ(3g前後)粗石斜路各所数十尾群､斜
路下の至る所数百～千尾以上の群

やや少なしH21.04.10晴 仁淀川 八田堰 11:00 13.4 箱ﾒガネ 4

アユ（
H21.04.17晴 仁淀川 八田堰 11:00 14,8 箱ﾒガネ路下の

王停】和石鯛路各前致十尾咽
弓所勧貢千厘皿卜の舞岳 4 やや少なし

岸側で､1分間に千尾以上が遡上中

H21.04.28晴 仁淀川 八田鯉 ↑ 1:00 14.5 籍ﾒガﾈ下懸撫澤轄謹溌鷺白鷺路 ‘ やや少なし
側は漁体1-2g。

アユ(3-153g)粗石斜路各所数十尾群、
斜路下の各所に数十～千尾以上の群｡最
右岸側は魚体1-2gで数十～百尾程の群各
所。

H21.05.13晴 仁淀川 八田堰 11:00 21．1 箱ﾒガネ 4 少 薄濁

表1-8新荘川アユ遡上状況調査結果

耐
考備

鯛査日 天候 目視方法 目視観察の概況河川 鯛査点

H21.02.20晴 新荘川 旧岡本堰 14:20 12.6箱ﾒガネ アユ確鯉できず O 平水 なし

H21.02.26晴 新荘川 旧岡本堰 - 12.4箱ﾒガネ アユ硫鯉できず 0 多 薄濁

H21.03.05 畳 新荘川 旧岡本堰 10:45 11.8 箱ﾒガネ アユ破淫できず O やや多 なし

H21.03.12晴 新荘川 旧岡本堰15:30 13.0 箱ﾒガネ アユ(1-4g)数十尾の群､堰下各所に点在 2 平水 なし
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H21.03.26購 新荘川 旧岡本堰10:30 12.4 箱メカネ承考夢煎後)敷百~千尾以上の群、 4 平水 なし

アユ(3Sg主体～1雌)堰下本演･ワンドの
至る所に数十～数百､千尾近い群､堰上の
トロにも数千尾以上

H21.04.09 晴 新荘川 旧岡本堰11:30 14．7 箱ﾒガネ 4 やや少なし

アユ(3ag)堰下本流､ワンドの至る所に
数十～数百尾の群､堰上のトロにも千尾以
上のハミ群

H21.04.16 晴 新荘川 旧岡本堰10:30 15．0 箱ﾒガネ 4 少 薄濁

H2'"2ア 購 覇荘川 旧岡本堰'0:45 147 霜メカネ無j鰡職蕊;ﾜﾝドの至る所に 4 平水薄濁

H21.05.12 購 新荘川 旧岡本堰11:50 17.4 箱メカネ鍾謹3鶏翌黙り蝶縫騨 4 少 なし

表1-9伊与木川アユ遡上状況鯛査結果

凧
考備

鯛査日 天候 鯛査点 目視方法 目視観察の概況河川

H21.02.26雨 伊与木川 寺井堰 11:00 11．7 箱ﾒガネ アユ(1g)数十尾の群 2 多 ＊

H21.03.05 畳 伊与木川 寺井堰 12:00 10．8 箱ﾒガネ アユ(2g)釦尾前後の群､1カ所 2 やや多 なし

H21.03.12 晴 伊与木川 寺井堰 10:45 11．3 箱ﾒガネ アユ(2g)釦尾前後の群､右岸側のみ 2 平水 なし

H21.03.26 晴 伊与木川 寺井堰 12:00 13．4 箱ﾒガネ アユ(3g)百尾までの群､堰下に点在 2 平水薄濁

H21.04.09晴 伊与木川 寺井堰 ’1:OO l59 箱ﾒガﾈ下毒淫鶏溌誌馬擢以上､ﾀﾀｷ ‘ 少 なし

H21.04.16晴 伊与木川 寺井堰 12:00 18, 箱メカネ首;識§蝿穂灘鰯購睡淫 4 少 なし

H2'“2ア 晴 伊与木川 寺井堰 12;10 1‘O 箱メカネ朧(3g)n+尾の群､ﾀﾀｷと魚道脇に 2 やや多薄濁
H21.05.12 晴 伊与木川 寺井堰 13:15 22.0 箱ﾒガネ アユ(3g)数十尾の群タタキに散在 2 少 なし

表1-10四万十川アユ遡上状況鯛査結果

胴
考備

目視方法鯛査日 天候 鯛査点 目視観察の概況河川

H21.02.26 雨 四万十川赤鉄橋下 10:00 11.3箱ﾒガネアユ確浬できず O 多い薄濁り

H21.03.05畳 四万十川赤鉄橘下 13:45 10.5 箱メガネアユ確浬できず O やや多 なし

H21.03.12 晴 四万十川赤鉄檎下 11:40 11．6 箱メガネアユ確麗できず o 平水 なし

し
し

な
な

多
多

や
や

や
や

＊
の
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群
千

の
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苑
一

一
鞄

鞄
多

く
く

ユ
ユ

ア
ア

ネ
ネ

ガ
ガ

メ
メ

範
箱

４
２

６
６

１
１

０
０

３
０

４
４

１
１

口
下

グ
楓

シ
鉄
力
赤
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川

十
十

万
万

四
四

晴
晴

９
９

０
０

４
４

０
０

１
１

砲
地

少 なし

少 なし

＊
九
Ｊ

H21.04.16 晴 四万十川 佐田 14:30 19．4 箱メガネアユ確鰹できず

H2'“'6 購 四万十川 カシグロ ’4:” 1，4 霜ﾒガﾈを駐篭鯉乳静に敬千尾以上､瀬鰯

H21.04.16 晴 四万十川 赤鉄櫓下 13:30 19．0 箱メガネアユ(2~3g)数百の群､群数は4/9より多い

＊ やや少薄濁

本 やや少薄濁

3 やや少なし

H21.04.27 晴 四万十川 カシグロ 15:40 17.3 箱ﾒガネ瀬下にアユ(1")数十尾の群散在

H21.0427 晴 四万十川 赤鉄檎下 15:10 17.5 箱ﾒガネ アユ(1-鞄)数百の群､各所

＊ 平水 なし

3 やや少なし

H2'“'2 晴 四万十川 カシグロ 16:25 2羽霜メカネ調韮雀)敷十~百尾までの群瀬下渦 ＊ 少 薄濁

卿21“'2鏑 四万十川謙蝿下 15:”24」 箱メカネ弱驍醗日通綴h濫には ヨ 少 なし
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表1－11松田川アユ遡上状況鯛査結果

耐
考備

調査日 天候 目視方法 目視観察の擬況鯛査点河川

H21.02.26 雨 松田川 河戸埋 09:00 11.6箱ﾒガネ アユ(1g)数十尾の群 2 多め ＊

H21.03.05 畳 松田川 河戸堰 14:40 10.5 箱ﾒガネ アユ(19)数十尾の群､魚道内 2 やや多 なし

H21.03.12 晴 松田川 河戸堰 13:00 11．1 箱ﾒガネ アユ(19)数十尾の群､魚道内 2 平水 薄濁

H21.03.26 晴 松田川 河戸堰 15:40 12.6 箱ﾒガネ アユ(29)数十尾を確浬､魚道の各段 2 平水 なし

H21.04.09 晴 松田川 河戸堰 15:40 15.4 籍メカネ ,驫寧)魚道各段に百尾までの群･堰下 2 少 なし

H21.04.16 晴 松田川 河戸堰 15:30 1鼠フ 籍メカネ !ま;諾厚)魚道各段に百尾讃での群､他蔚 2 平水薄濁

H21.04.2フ 晴 松田川 河戸堰 14:15 1鼠フ 箱ﾒガﾈ長ﾕ(3g)魚道に数十尾の群､他所はみえ 2 平水 なし

H21.05.12晴 松田川 河戸埋 14:50 2｡‘箱ﾒガﾈ豪ﾕ(3g)粗石斜路水路に数十尾の群の 2 少 なし
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定着期資源調査

表2-1平成21年度伊尾木川第1回アユ資源鯛査

登長(即》

In_,sl,5_,｢

瀬
渕
瀬
渕

上
上
下
下

５８０２瀬黒H21.06.08 10:15～ ３
５
３
５

120

50

30

220

360

250

90

1，100

201

250

51

320

0.56

1.00

0.57

0.29

帽
弱
弱
５

崎
猫
泌
５

70

30

50

90

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
一
一

荒谷 21．9 5上瀬

渕

中瀬

右岸瀬

H21.06.08 11:20～ ２
３
１
１

一 一

40

15

100

85

80

45

100

85

0.79

0.44

1,22

1.27

3063

20

122

108

35

50

30

70

35

50

70

30

一
一
一
一

一
一
一

一
一
一

H21.06.08 12:45～ 奈比賀 229 5" ! 430 430 ''! 072 - '0 '0 @｡
4 渕

4下瀬

5小川川瀬

花 23．5 0.07

1.18

0.23

H21.06.08 13:10～ 600

200

150

44

236

35

60

70

30

40

1■■

ー

一
一
一

－
５
０
１
７

一
一
一

－

15

ー

２
５

100

30

H21.06.08 14:30～ 通惚前 25．6 4早瀬

4平瀬

１
１

107

100

107

100

247 231

279 2．79

20

60

50

40

30

－

一
一

一
一

一
一

瀬における目視面積･尾数計と平均生息密度

淵における目視面積･尾数計と平均生息密度

1.702 1,653 0.97

1,995 634 0．32

表2-2平成21年度伊尾木川第2回アユ資源調査

室長(即）

,n_,51,5_,[

瀬
渕
瀬
瀬

上
上
下
下

４２３２瀬鼎 銅
一
ｍ
一

釦
一
ｍ
㈹

H21.09.08 10:30～ １
４
１
５

198

69

85

90

198

276

85

450

269

365

139

130

1.36

1.32

1.64

0.29

扣
帥
一
ｍ

一
一
一
一

一
一
一
一

20

瀬
渕
瀬
渕

上
上
下
下

４５５２谷荒 ㈹
一
”
叩１

１
４
１
４

０
５
８
０

２
７
４
１

１

20

300

148

40

45

150

174

45

2.25

0.50

1.18

1.13

釦
”
加
一

H21.09.08 11:30～ 一
一
一
一

40
一
一
一
一

一
一
一
一

H21.09.08 12:45~ 奈比賀 2a6 4" 1.288 664 0．52 － 5 30 60 5

H21．09．08 13:45~ 花 22．1 4 渕

瀬

瀬＊

叩
加
一

１140

285

30

65

184

180

0.46

0.65

6.00

一
一
一

－
０
０
１
６

一
一
一

一

ー

30

70

101 30

H21.09.08 14:40～ 漁協前 25．2 4早瀬 255

平瀬 1 120 120

75

20

15

ー

５
ｍ

119 0．47

145 1．21

一
一

一
一

－

20

瀬における目視面積･尾数計と平均生息密度
淵における目視面積･尾数計と平均生息密度

2.879 2.049 0.71

756 625 0．83

瀬*:鯛査区域は支流小川川の合流点から上30m辺りまで
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鯛査時刻 漁場(珊所）
幅
個

視浬

距離

(m)

河床

形魑

目視

幅

(m)

目視
檎断距餓

(m)

目視

面積

(㎡）

目視

尾数

生息

密度

(尾/㎡）

調査時刻 漁増(場所）

水温

(℃）

視浬

距離

(m)

河床

形態

目視

幅

(m)

目視
横断距離

(m)

目視

面積

(㎡）

目視

尾数

生息

密度

(尾/㎡）



表2-3平成21年度第1回仁淀川アユ資源調査

鑓井田 19．1 3 トロ

瀬

ワンド

１
１

2

227

2

227

450

5

173

1．000

2．50

0．76

2．22

犯
一
叩１

加
叩
一

１

H21.06.09 10:50～ 一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

片岡 18．7 3 瀬 1 137 137 109 0．80 － 80 20H21.06.09 11:50～

柳瀬 19．0 3 瀬 1 390 390 192 0．49 － 70 30H21.06.09 13:00～

陽賀瀬 19．6 3 瀬 1 130 130 59 0．45 － － 80 20H21.06.09 13:50～

H21.06.09 14:50～ 神谷又白 17．6 4 瀬
トロ

220 220 349 1．59

220 220 160 0．73

15 5

60 30

80

10

１
１

一
一

一
一

一
一

瀬における目視面積･尾数計と平均生息密度 1，104 882 0．80

表2-4平成21年度第2回仁淀川アユ資源調査

置長(C､）

In_,51,5_,｢

鎌井田 24．42．5－3 トロ

瀬

15 ワンド

H21.09.07 10:40～ 440

130

５
－
西

０
－
西

１ 80

80

50

５
加
一

１
１

440

130

300

284

82

500

0.65

0.63

1.67

一
一
一

一
一
一

片岡 24．7 2 瀬 1 350 350 224 0．64 － 5 90 5H21.09.07 11:45～

柳瀬 24．5 2 瀬 1 280 280 208 0．74 － 45 45 10H21.09.07 13:30～

勝賀瀬 24.32-2.5 瀬 1 290 290 61 0．21 － － 20 70 10H21.09.07 14:40～

H21.09.07 15:15～ 神谷又白 24.5 2.5瀬 1 590 590 615 1．04 20 40 40

瀬における目視面積･尾敷計と平均生息密度 1.640 1.190 0.73

-30-

鯛査時刻 漁増(増所〉

水温

(℃）

視浬

距離

(m)

河床

形魍

目視

幅

(m)

目視
横薩距睡

(m)

翠
率
姉

目視

尾数

生息

密度

(尾ﾉ､f）

鯛査時刻 漁増(場所）

水温

(℃）

視浬

距醗

(m)

河床

形態

目視

幅

(m)

目視
横断距離

(m)

目視

面積

〈㎡）

目視

尾数

生息

密度

(尾/ITf）



表2-5平成21年度第1回四万十川アユ資源調査

H21.0821 10:40～ 弘瀬 23.4 3 瀬 1 300 300 172 0．57 － 15 70 15

H21.08.21 11:50～ 上岡 24.1 3 瀬 1 286 286 34 0.12 一 一 70 30

H21.08.21 13:00～ 茅吹手 24.5 3 瀬 1 659 659 69 0．10 － 60 40

H21.08.21 14:00～ 昭和 24.5 1.5 瀬 1 157 157 11 0.07 一 一 100 －

H21.08.21 14:45～ 十川 25．8 1．5 瀬 1 238 138 16 0．12 一 一 100 －

H21.08.22 10:30～ 江川崎 25.7 2 瀬 2 400 800 114 0．14 － － 70 － 30

本流瀬

本流トロ

黒尊瀬*1

鳳尊瀬*2

H21.08.21 15:40～ ロ屋内 25．8 2 ３
３
６
０

０
０
１
６

。
●
●
■

０
０
０
０

叩
叩
加
一

１
１

１
２
４
４

235

100

146

28

235

200

584

112

８
６
６
７

９
６

一
一
一
一

一
一
一
一

一
一
卯
叩１

一
一
一
一

一
一
一
一

５
５

H21.08.2208:45～ 具同 25.8 2 瀬 2 950 1，900 6 0．00 － 30 70

瀬における目視面積･尾数計と平均生息密度 4．475 430 0．10

表2-6平成21年度第1回四万十川アユ資源調査

H21.09.14 11:10～ 弘瀬 25.1 1.5 瀬 225 83 0．37 － 10 80 10

H21.09.14 12:00～ 上岡 25.8 2 瀬 310 119 0．38 － 20 80

M1.09.14 13:20～ 茅吹手 24.5 3 瀬 720 138 0．19 一 一 20 80

H21.09.14 14:00～ 昭和 24．6 2 瀬 250 43 0．17 － 10 90

H21.09.14 14:50～ 十川 24．3 2 瀬 400 59 0．15 － 20 80

H21.09.14 15:40～ 江川閏 25.3 2 瀬 940 232 0．25 － 10 80 10

H21.09.15 10:30～ ロ屋内 25.0 2.5本遼瀬 795 32 0．04 一 一 100

H21.09.1508:50～ 具同 24.5 2 瀬 1‘840 292 0．16 － 70 30

瀬における目視面積･尾数計と平均生息密度 5.480 ”8 0．18
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鋼査時刻 温場 水温

(℃）

視麗

距醗

(m)

河床

形魑

目視

福

(m)

目視
檀匿亜堕

(m)

目視

面積

(nf)

目視

尾数

生息

密度
(尾/㎡）

飼査時刻 漁場 水温

(℃）

視鯉

距殖

(m)

河床

形魑

目視

幅

(m)

目視
横匿亜哩

(m)

目視

面積

(㎡）

目視

尾数

生息

密度
蝿/”



アユ生物測定

表3-1伊尾木川(ダム上流域人工種苗放流魚の解禁前鯛査）

採捕

No． 年月日

備考

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

鋼騨

須蔵

須藤

須蔵

須藤

須蔵

須藤

須顧

須脇

須藤

須藤

須藤

須蔵

須麗

須藤

須蔵

須麗

須藤

須麓

須藤

須麗

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

18．4

18．5

17．4

17．6

17．1

17．5

18．0

17．0

17．4

18．2

16．7

16．6

15．8

16．2

14．9

15．1

15．7

14．1

14．2

13．1

12．6

16．3

15．4

15．4

14．8

15．0

14．6

14．6

15．0

14．6

15．0

15．2

13．9

14．2

13．5

13．5

12．5

12．9

13．2

11．8

122

11．1

10．4

13．8

57.92

51.99

50.16

49.52

41.08

48.49

50.20

47.76

48.42

53．77

37.52

38.09

36．21

33.12

28.89

30.59

30.72

22.14

25．71

18．84

13．83

38．81

15．9

14．2

15．5

14．7

13．2

15．6

14．9

15．3

14．3

15．3

14．0

13．3

14．7

13．5

14．8

14．2

13．4

13．5

14．2

13．8

12．3

14．3

１
２
３
４
５
６
７
８
９
叩
Ⅷ
嘔
咽
叫
喝
旧
叩
旧
的
加
訓
均平

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木jIl

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島
島

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

18．8

17．4

17．8

17．8

17．2

18．4

17．7

17．6

18．4

18．2

17．7

17．8

17．1

17．1

18．8

15．5

16．7

15．7

17．3

15．9

16．5

15．8

17．3

15．4

15．2

16．1

14．8

16．0

15．9

15．9

14．7

14．5

12．8

16．7

16．2

14．9

15．2

15．0

14．8

15．5

15．2

15．2

15．6

15．4

14．8

15．1

14．3

14．5

16．0

13．0

14．4

13．4

14．4

13．4

13．7

13．4

14．4

12．7

12．9

13．4

12．6

13．5

13．6

13．3

12．5

120

10．5

14．1

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３

75.73

56.36

5864

55.19

57.12

66.66

58.49

58.17

60.34

54.56

49.96

62.36

47.72

49.53

58.04

34.23

43.12

32.72

44．67

38.88

39．01

39.69

46.85

29.96

34.58

35.05

34．51

39.10

39.66

34.65

26.90

22.98

17．10

45．53

17．8

17．0

16．7

16．4

17．6

17．9

16．7

16．6

15．9

14．9

15．4

18．1

16．3

16．2

14．2

15．6

14．4

13．6

15．0

16．2

15．2

16．5

15．7

14．6

16．1

14．6

17．3

15．9

15．8

14．7

13．8

13．3

14．8

15．8

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

平均

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

伊尾木川

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

H21.06.26

古井本村

古井本村

古井本村

古井本村

古井本村

古井本村

古井本村

古井本村

古井本村

古井本村

古井本村

17．5

18．9

19．2

17．3

18．1

17．9

17．2

16．4

16．7

13．3

12．6

16．8

14．9

16．4

16．2

14．7

15．5

15．3

14．3

13．8

13．9

11．1

10．4

14．2

52．57

66.75

70.52

51.19

60．41

55.73

46.96

36．06

42.64

18．05

14．87

46．89

15．9

15．1

16．6

16．1

16．2

15．6

16．1

13．7

15．9

13．2

13．2

15．2

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅷ
均平

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

－32－



表3-2-1物部川アユ測定結果(漁協による釣獲試験）
－

備考
No．

■■■■■■■■■■■

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

横瀬 友釣1 H21.05.08 14．9 12．8 31.99 一 (－）

(+）

(+）

(+）

(-）

(一）

(一）

(-）

1 15．3 一ー

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

平均

岡西

岡西

岡西

岡西

岡西

岡西

岡西

岡西

16．9

15．3

15．6

16．1

14．1

14．4

14．9

15．3

15．3

２
３
４
５
６
７
８
９

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

H21．05．08

H21.05.08

H21.05.08

１
２
３
４
５
６
７
８

45.82

36.43

33.99

39.79

28.72

27.92

34.39

34.50

35．20

14．4

13．2

13．2

13蕾8

12．3

12．4

12．9

13．0

13．2

15．3

15．8

14．8

15．1

15．4

14．6

16．0

15．7

15．4

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

平均

十善寺

十善寺

十善寺

十普寺

十善寺

十善寺

十善寺

15．3

14．3

13．7

12．7

12．0

12．5

11．7

13．2

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ

－
一
一
一
一
一
一

く
く
く
く
く
く
く

０
１
２
３
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

H21．05．08

H21.05.08

H21.05.08

１
２
３
４
５
６
７

13．4

12．4

11．9

10．7

10．3

10．7

10．0

11．3

35.36

27.57

24.12

17．95

16．24

18．71

12．71

21．81

14．7

14．5

14．3

14．7

14．9

15．3

12．7

14．4

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

県庁堀

県庁堀

県庁堀

県庁堀

県庁堀

県庁堀

県庁堀

県庁堀

県庁堀

県庁堀

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

平均

(-）

(-）

(－）

(-）

(-）

(一）

(－）

(+）

(一）

(一）

(-）

(＝）

(+）

(+）

(－）

(－）

(一）

(－）

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

H21．05．08

H21．05．08

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

17．9

18．0

16．9

16蕾6

15．1

15．4

15．9

16．3

15．4

15．7

16．3

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

15．2

15．5

14．4

14．1

13．0

13．1

13．5

13．8

13．2

13．3

13．9

56.42

55.58

45．02

43.84

30．71

36.72

39．91

39.22

35.75

39.69

42．29

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

16．1

14．9

15．1

15．6

14．0

16．3

16．2

14．9

15．5

16．9

15．6

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

戸板島

戸板島

戸板島

戸板島

戸板島

戸板島

戸板島

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

平均

27

28

29

30

31

32

33

H21.05.08

H21.05.08

H21．05．08

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

17．2

17．0

17．1

16．7

16．1

15．3

15．7

16．4

１
２
３
４
５
６
７

14．6

14．4

14．6

14．2

13．9

13．0

13．5

14．0

50．3

45.42

46．11

43.72

40.19

33.76

33.54

41．86

16．2

15．2

14．8

15．3

15．0

15．4

13．6

15．1

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一

物部川 友釣三十代 (－）

(+）

(-）

(-）

(-）

(－）

(一）

(-）

(-）

(－）

(一）

15．634 H21．05．08 1 13．4 33.27 一 13．8 一一

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

毛針釣

毛針釣

毛針釣

毛針釣

毛針釣

毛針釣

毛針釣

毛針釣

毛針釣

毛針釣

平均

県庁堀

県庁堀

県庁堀

県庁堀

県庁堀

県庁堀

県庁堀

県庁堀

県庁堀

県庁堀

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

H21.05.08

15．3

14．8

13．8

13．5

12．5

8．5

7．4

6．8

6．9

6．8

10．6

27,24

26.96

22.54

21.15

15.68

4．11

2．74

2．09

2．19

1．77

12．6

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

12．7

12．7

11．7

11．3

104

7．1

6．1

5．6

6．0

5．6

8．9

13．3

13．2

14．1

14．7

13．9

11．5

12．1

1 1．9

10．1

10．1

17．8

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

表3-2-2物部川アユ測定結果
■■■■■■■■■■■

備考
No．
－

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

仁尾島･平松

仁尾島･平松

仁尾島･平松

仁尾島･平松

仁尾島･平松

仁尾島･平松

仁尾島･平松

仁尾島･平松

17．3

16．0

15．4

15．9

14．8

14．2

13.8

13．3

ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

一
一
一
一
一
一
一
一
一

く
く
く
く
Ｉ
く
く
く
く

H21.05.15

H21.05.15

H21.05.15

H21.05.15

H21.05.15

H21.05.15

H21.05.15

H21.05.15

１
２
３
４
５
６
７
８

15．2

14．1

13．4

13．2

13．0

12．8

11.8

11．3

53．7

39．7

35．1

41．7

33．4

27.9

22.8

22.1

15．3

14．2

14‘6

18．1

15．2

13．3

13’9

15，3

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一

平松 友釣1 H21.05.20 15．7 13．6 41.43 － 16．5 一

－33－

採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

油墹

採捕

漁法 No．

全長

(cm)

樋皐体長

(c、）

体、

(9)

雌塗 生堕瞳

(9)

肥潤度 生輔瞳

指数

採捕

年月日

採捕

河川名

採補

漁増

採捕

漁法 No.

全長

(c、）

樋単体長

(cm)

体重

(9)

雌雄 生殖腺

(9)

肥潤度 牛殖瞳

指数



表3-2-3物部川アユ測定結果(漁協による釣渡試験）
－

No．
■■■■■■■■■■■

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

友釣

平均

H21.06.22

H21.06.22

H21.06.22

H21.06.22

H21.06.22

H21.06.22

H21.06.22

H21.06.22

H21.06.22

H21.06.22

H21.06.22

H21.06.22

H21.06.22

17．2

16．4

15．7

15．8

16．6

17．9

16．5

14．1

18．9

17，8

18．1

17．4

15．6

16．8

14．7

14．1

13．4

13．4

14．3

15．5

14．0

11．9

15．7

15．3

15．4

14．9

13．2

14．3

14．5

13．2

12．7

13．0

14．9

13．5

14．2

11．7

14．4

14．2

16．6

14．2

14．4

14．0

46．05

37．06

30.63

31.38

43.47

50.35

38.89

19．76

55.63

50.94

60.60

47．07

33.19

41．92

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１

日の御子川

日の御子川

日の御子川

日の御子川

日の御子川

日の御子川

日の御子川

日の御子川

日の御子川

日の御子川

日の御子川

日の御子川

日の御子川

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

表3-2-4物部川アユ測定結果(漁協による釣獲試験）
－

備考
No．
－

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

H21.06.24

H21.06.24

H21.06.24

H21.06.24

H21.06.24

H21.06.24

H21.06.24

H21.0624

H21.0624

H21.06.24

H21.06.24

H21.06.24

H21.06.24

楮佐古川

楮佐古川

楮佐古川

楮佐古川

楮佐古川

楮佐古川

楮佐古川

楮佐古川

楮佐古川

楮佐古川

楮佐古川

楮佐古川

楮佐古川

16．5

16．1

16．2

15．7

15．4

14．8

14．9

14．9

13．5

14．8

13．2

12．4

11．6

14．6

13．9

13．8

13．9

13．6

13．2

12．3

12．8

12．4

11．5

12．3

11．3

10．2

9．8

12．4

39.07

38.78

36.77

37．25

32.86

28.76

29.62

28.29

24．71

27.28

19．88

14．00

11．63

28．38

14．5

14．8

13．7

14．8

14．3

15．5

14．1

14．8

16．2

14．7

13．8

13．2

12．4

14．4

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１

玉シャクリ

玉シヤクリ

玉シャクリ

玉シャクリ

玉シャクリ

玉シャクリ

玉シャクリ

玉シャクリ

玉シャクリ

玉シャクリ

玉シャクリ

玉シャクリ

玉シャクリ

平均

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

－34－

採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

漁増

採捕

漁法 No．

全長

(c、）

揮準体長

(c、）

体重

(9)

雌雄 牛堕瞳

(9)

肥潤度 生殖腺

指数

採捕
年月日

採捕

河川名

採捕

漁増

採捕

漁法 No．

全長

(c、）

楓準体長

(c、）

体重

(8)

雌雄 生整理

(⑳

肥潤度 牛堕騨

指数



表3-2-5物部川アユ測定結果
－

備考

サピ 駈酋

■

加卜N◎．
－

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

早
早
早
早
早
早
？
早
早

１
１
１
１
１
１
１
１
１

－
一
一
一
一
一
一
一
一

く
く
く
く
く
く
Ｉ
く
く

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬トロ

横瀬トロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬ﾄロ

投げ網

投げ網

投げ綱

投げ綱

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

18．4

15．6

14．3

14．5

13．7

13．7

14．3

13．6

13．5

14．6

15．7

13．0

12．1

12．0

11．5

11．4

11．8

11．6

11．5

12．3

53.73

32．47

24.43

27.74

21.42

22.18

21.27

23.79

19．65

27．41

2．60

0．82

0．64

0．60

0．50

0．39

0

1．19

1．31

0．894

13．9

14．8

13．8

16．1

14．1

15．0

129

15．2

12．9

14．3

８
５
６
２
３
８
０
０
７
１

●
●
○
●
■
。

■
。

４
２
２
２
２
１
５
６
ａ

士
士
士
士
士
士
士
士
士

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

１
２
３
４
５
６
７
８
９
均平

１
２
３
４
５
６
７
８
９

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬トロ

横瀬トロ

横瀬ﾄロ

ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｌ
ｊ

－
一
一
一
一
一

く
く
く
く
く
く

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

13．6

15．8

14．7

14．5

13．2

14．1

14．3

が
伊
伊
伊
ぷ
ぷ

0．23

1．59

1．66

0．76

1．13

1．17

1．09

０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

11．5

13．4

12．8

12．5

11．3

11．8

12．2

21.72

34.76

28.85

26.44

20.02

23．18

25．83

14．3

14．4

13．8

13．5

13．9

14．1

14．0

1．1

4．6

5．8

2．9

5．6

5．0

4．2

１
２
３
４
５
６
均平

士
士
士
士
士
士

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

早
早
早
早
早
早
阜
？
早
早

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｌ
ｊ
ｌ
ｊ

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一

く
く
く
く
く
Ｉ
Ｉ
く
く
く

投げ網

投げ網

投げ綱

投げ網

投げ網

投げ網

投げ綱

投げ網

投げ網

投げ網

15．3

15．1

14．1

13．7

14．0

14．8

13．5

14．5

12．8

14．0

14．2

1．48

0．46

0．41

0．42

0．82

1．11

0．32

0

0．13

0．34

0．55

13．6

13．3

128

12．4

13．5

13．2

13．4

12．3

12．6

12．3

12．9

5．1

1．6

1．9

2．1

3．7

4．4

1．7

0

0．8

1．6

2．3

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

１
２
３
４
５
６
７
８
９
旧
均平

12．9

12．9

11．9

11．7

11．8

12．4

11．2

12．1

10．8

11．9

12．0

29．21

28.50

21.54

19．81

2228

25.24

18．87

21.79

15．88

20．67

22．38

士
士
士
士
士
士
士
士
士
士

岡西岩増下トロ

岡西岩唱下トロ

因西岩増下トロ

岡西岩場下トロ

閏西岩堪下トロ

岡西岩場下トロ

岡西岩増下トロ

岡西岩堀下トロ

岡西岩場下トロ

岡西岩唱下ﾄロ

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ

－
一
一
一
一
一

く
く
く
Ｉ
Ｉ
Ｉ

伊
伊
伊
伊
伊
伊

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

14．2

15．1

14．5

13．8

14．2

11．5

13．9

25.48

27.28

26.65

22.23

20.15

13．50

22．55

0．88

1．03

0．89

0．52

0．51

0．64

0．75

14．7

12．7

13．6

13．2

120

14．3

13．4

3．5

3．8

3‘3

2．3

25

4．7

3．4

12．0

12．9

12．5

11．9

11．9

9．8

11．8

26

27

28

29

30

31

H21.10.15

H21.10･15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

H21.10.15

岡西岩場下トロ

岡西泡増下トロ

岡西増培下トロ

岡西岩増下トロ

岡西岩増下トロ

岡西遇場下ﾄロ

１
２
３
４
５
６
均平

士
士
士
士
士
士

表3-2-6物部川アユ測定結果
－

働

サピ

考
■

堕鐘ｶｯﾄ脆・
■■■■■■■■■■■

早
早
早
早
早
早
早
早
早
早

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

(-）

(+）

(-）

(-）

(一）

(-）

(－）

(－）

(-）

(-）

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ綱

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

17．8

17．6

172

17．0

16．7

16．7

16．8

16．5

15．1

14．8

16．6

3．64

2．73

3．27

2．99

2．39

1．75

2．98

1．01

0．61

0．49

2．186

14．4

13．7

14．1

14．1

14．3

14．7

14．0

13．6

13．1

14．3

14．0

6．9

6．3

7．6

7．0

5．9

4．3

7．1

2．8

2．2

1．8

5．2

H21.10.22

H21.10.22

H21.10.22

H21.10.22

H21.10.22

H21.10.22

H21.10.22

H21.10.22

H21.10.22

H21.10.22

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
均平

15．4

14．7

14．5

14．5

14．1

14．0

14．4

13．9

12．9

12．4

14．1

52.43

43.42

43．07

42.98

40.19

40.44

41.70

36.47

28．11

27.18

39.“

蝕逓櫓下トロ

錘迩穐下トロ

鉄遡櫓下トロ

鉄道掴下卜口

銭遡栂下トロ

鉄迦橋下卜口

銭道埋下トロ

鉄近檎下トロ

鮫週橘下トロ

鉄道櫓下ﾄロ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

(-）

(-）

(+）

(-）

(-）

(-）

(-）

(-）

(-）

(一）

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

伊
伊
伊
伊
ぴ
ぴ
伊
伊
伊
伊

22．6

19．9

18．3

17．0

17．0

16．9

16．2

17．6

15．8

15．0

17．6

H21.10.22

H21.10.22

H21.10.22

H21.10.22

H21.10.22

H21.10.22

H21.10.22

H21.10.22

H21.10.22

H21.10.22

１
２
３
４
５
６
７
８
９
旧
均平

19．5

16．8

15．7

14．3

13．9

14．3

13．9

14．9

13．2

12．5

14．9

112．75

74.64

48.00

39.59

44.30

49．31

38.70

35.43

31．77

25．43

49．99

10.39

7．3

3．56

2．74

2．94

4．53

2．25

1．27

2．14

0．95

3．81

15．2

15．7

12．4

13．5

16．5

16．9

14．4

10．7

13．8

13．0

14．2

２
８
４
９
６
２
８
６
７
７
９

９
９
７
６
６
９
５
３
６
３
６

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

鉄遵梱下トロ

鉄近梱下卜口

銭迩櫓下トロ

鉄道楓下卜口

銭邇蝿下卜口

銭遊揖下トロ

鉄道欄下卜口
銭遭掴下卜口

銭道樹下トロ

鹸適櫓下ﾄロ

物部川

物部川

ロ
ロ

ト
ト

瀬
瀬

横
横

早
早

ｊ
’

一
一

く
Ｉ

投げ網

投げ網

16．8

16．7

21 H21.10.22

22 H21.10.22

14．3

14．2

37.05

36.87

0.69

0.90

12．7

12．9

1．9

2．4

1

2

－35－

採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

過場

採捕

迩法 地．

全長

(c、）

楓皐体長

(c、）

体重

(9)

雌鐙 学堕哩

(d

肥潤度 牛堕厘

椙数

採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

湿増

採捕

適法 胸．

全長

(c、）

極準体長

(c、）

体重

(9)

腫鐘 生殖腿

(d

肥潤度 生輔瞳

指数



表3-2-6つづき
－

考償

サピ

a

唾埋ｶｯﾄNo．
一

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早

ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬ﾄロ

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ綱

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

15．2

16．4

15．1

14．1

14．3

14．6

14．5

15．2

13．2

13．1

12．0

10．1

14．4

23 H21.10.22

24 H21.10.22

25 H21.10.22

26 H21.10.22

27 H21.10.22

28 H21.10.22

29 H21.1022

30 H21.10.22

31 H21.10.22

32 H21,10.22

33 H21.10.22

34 H21.1022

３
４
５
６
７
８
９
旧
川
胞
咽
脚
均平

12．8

13．6

12．9

11．8

12．0

12．5

12．3

12．6

11．2

11．1

10．1

8．2

12．1

26.16

33．51

29.34

22.44

23．31

24.76

24.86

25.43

18．09

18．74

11．01

5．79

24．10

1．17

0．00

1．87

0．00

0．86

0．96

1．54

0．00

0．41

1．51

0．00

0．00

0．71

12．5

13．3

13．7

13．7

13．5

12．7

13．4

12．7

12．9

13．7

10．7

10．5

12．8

５
０
４
０
〃
９
２
０
３
１
０
０
８

４
０
６
０
３
３
６
０
２
８
０
０
２

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横潮卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬トロ

横瀬トロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬ﾄロ

ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
Ｉ
Ｉ
く
く
く
く
く
く
ｌ
く
Ｉ
Ｉ
く

ぷ
ぶ
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
畝
伊
ぷ
ぷ
ぷ
ぴ
伊
伊
伊
伊
が
ぷ
ぴ
訊
伊

35 H21.10.22

36 H21.10.22

37 H21.10.22

38 H21.10.22

39 H21.10.22

40 H21.10.22

41 H21.10.22

42 H21.10.22

43 H21.10.22

44 H21.10.22

45 H21.10.22

46 H21.10.22

47 H21．10．22

48 H21.10.22

49 H21．10．22

50 H21.10.22

51 H21.10.22

52 H21.10.22

53 H21.10.22

54 H21.10.22

55 H21.10.22

56 H21.10.22

57 H21.10.22

58 H21.10.22

59 H21.10.22

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ鋼

投げ綱

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ綱

16．4

15．9

15．5

15．7

15．1

15．4

16．0

14．8

15．7

15．0

14．4

14．1

14．7

14．7

14．2

14．5

14．9

14．0

14．4

14．1

14．3

13．9

13．7

13．5

11．7

14．7

13．8

13．5

12．8

13．3

12．7

13．1

13．4

12．7

13．1

12．6

12．2

11．8

12．5

12．3

12．1

11．8

12．5

11．4

12．1

11．6

12．2

11．6

11．7

11．4

9．8

12．3

39.22

33.32

30．04

30.68

25．61

31.29

26.57

27.49

29.45

27．71

23．04

22.73

26.48

25.75

24.94

22．01

25.99

19．25

23.20

19．18

21.86

20.95

19．46

18．86

10．81

25．04

3．89

2．54

2．05

2．50

0．36

1．83

0．00

1．93

2．18

2．09

1．33

1．99

2．33

1．79

2．02

1．37

2．19

0．32

1．07

0．56

0．54

0．54

1．41

1．43

0．03

1．53

14．9

13．5

14．3

13．0

12．5

13．9

11．0

13．4

13．1

13．9

12．7

13．8

13．6

13．8

14．1

13．4

13．3

13．0

13．1

12．3

12．0

13．4

12．2

12．7

11．5

13．1

９
６
８
Ｊ
４
８
０
０
４
５
８
８
８
０
１
２
４
７
β
９
５
β
２
６
３
８

９
７
６
８
１
５
０
７
７
７
５
８
８
７
８
６
８
１
４
２
２
２
７
７
０
＆

１
２
３
４
５
６
７
８
９
叩
Ⅷ
吃
咽
川
幅
旧
叩
旧
旧
加
郡
浬
羽
餌
溺
均平

表3-2-7物部川アユ測定結果
－

考傭

サピNo．
－

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

銭迩擢下トロ

鉄道極下トロ

鉄道橿下トロ

鉄道橿下トロ

鉄遊橘下卜口

銭遊掘下トロ

銭遭橿下トロ

鍍遺揖下トロ

鉄道橘下トロ

鉄道極下トロ

鉄道橘下トロ

鹸遭極下トロ

鉄道橘下トロ

鉄道橘下トロ

鉄道概下トロ

鉄道樫下トロ

鉄道榴下ﾄロ

早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早

(－）

(-）

(-）

(-）

(-）

(－）

(-）

(-）

(-）

(-）

(+）

(-）

(-）

(-）

(一）

(一）

(一）

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

17．8

18．6

16．8

15．8

16．3

15．8

16．2

15．5

15．3

15．4

14．8

15．6

15．3

15．5

15．1

14．5

13．0

15．7

15．2

15．7

14．3

13．1

13．4

13．2

13．6

13．3

13．1

13．2

12．8

13．0

12．7

13，0

12．6

12．3

11．1

13．3

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

57.91

61.75

42.11

31.66

33.71

33.19

37.83

34.72

30.53

31.44

28.65

31.65

28.16

28.77

26.81

21.41

18.99

34．1

16．5

16．0

14．4

14．1

14．0

14．4

15．0

14．8

13．6

13．7

13．7

14．4

13．7

13．1

13．4

11．5

13．9

14．1

19．6

15．5

8．6

5．5

2．5

8．9

16．0

12．6

10．7

6．0

8．9

10．8

4．7

6．6

12．2

18．2

5．8

10．2

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
旧
川
吃
旧
脚
幅
崎
叩
均平

11.36

9．55

3．63

1．73

0．84

2．96

6．07

4．38

3．27

1．89

2．55

3．43

1．32

1．89

3．27

3．90

1．10

3．7

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

－
一
一
一
一

く
く
く
く
く

鉄道椙下トロ

鉄遡栂下トロ

鉄遊梱下トロ

鉄道椙下トロ

鉄逓掴下ﾄロ

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

18．9

18．5

17．0

15．9

15．8

15．9

15．6

14．3

13．5

13．2

60.69

57.80

41.97

35.06

29.30

伊
伊
伊
伊
伊

18

19

20

21

22

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

５
４
２
６
３

◆
、
Ｆ
●
●

７
８
８
９
５

１
２
３
４
５

4.57

4．84

3.44

3.36

1．54

15．1

15．2

14．4

14．2

12．7

－36－

採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

温坦

採捕

漁法 池.

全長

(cm)

樋皐体長

(c、）

体重

(d

瞳雄 生麺瞳

(j

肥潤度 牛麺囲

指数

採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

漁増

採捕

漁法 N◎．

全長

(c、）

揮準体長

(c、）

体蝕

(9)

雌雄 生塾哩

(d

肥潤度 牛鐘瞳

指数



表3-2-8つづき
■■■■■■■■■■

考

No．
－

朋酋カット

早
早
傘
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

(－）

(－）

(-）

(-）

(+）

(-）

(-）

(-）

(-）

(-）

(－）

(-）

(－）

(一〉

(-）

網
網
網
網
網
網
網
網
網
綱
網
網
網
網
網

ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投

口
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト
ト

下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下

場
場
堪
場
場
珊
珊
塙
場
増
増
場
堰
増
増

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西
西

岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
岡
間
間
岡
岡
岡

16．7

17．1

17．5

14．8

16．2

15．7

14．9

14．4

15．3

14．6

15．0

15．6

14．0

13．9

14．5

15．3

41.52

39.34

38．47

32.00

39.34

32-22

26‘69

26.24

26.80

22.64

28.6

20.30

22.65

21.83

20.82

29．3

4.32

1.65

0.45

5.24

7.12

5.95

2.96

1.99

2.00

2.36

4.08

0

4.07

2.84

1.37

3．1

14．8

13．2

12．4

16．4

15．3

14．3

13．7

14．5

13．1

12．8

13．6

9．5

14．1

14．4

11．5

13．6

10．4

4．2

1．2

16．4

18．1

18．5

11．1

7．6

7．5

10．4

14．3

0

18．0

13．0

6．6

10．5

8 H21．11．05

9 H21．11．05

10 H21．11．05

11 H21.11.05

12 H21．11．05

13 H21．11．05

14 H21.11.05

15 H21.11.05

16 H21.11.05

17 H21.11.05

18 H21.11.05

19 H21.11.05

20 H21.11.05

21 H21．11．05

22 H21．11．05

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１

14．1

14．4

14．6

12．5

13．7

13．1

12．5

12．2

12．7

12．1

12．8

12．9

11．7

11．5

12･2

12．9

＋

＋
＋

＋
＋

帽
均
１
２
３
４
５
６
７

平

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ

－
一
一
一
一
一
一

く
く
く
く
く
く
く

岡西岩場下ﾄロ 投げ網

岡西岩珊下ﾄロ 投げ網

岡西岩場下ﾄロ 投げ網

岡西岩増下ﾄロ 投げ網

岡西岩場下ﾄロ 投げ網

間西岩場下ﾄロ 投げ網

岡西岩珊下ﾄロ 投げ網

15．4

15．3

15．9

16．5

14．2

13．7

13．0

14．9

伊
伊
伊
伊
伊
３
Ｊ

263

2．61

2．58

1．8

2．11

2．06

2．10

2．3

14．0

16．9

14．2

12．9

13．8

13．8

15．4

14．4

8．8

8．7

7．9

5．3

8．7

9．1

10．3

8．4

12．9

12．1

13．2

13．7

12．1

11．8

11．0

12．4

29.95

29.97

32.55

33.2

24.39

22.72

20.46

27．6

23 H21．11．05

24 H21.11.05

25 H21．11．05

26 H21.11.05

27 H21．11．05

28 H21.11.05

29 H21．11．05

＋
＋
＋
＋
＋
十
＋

平均

早
早
早
早
早
早
早
字
早
早
早

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

く
く
く
く
く
く
く
Ｉ
く
く
く

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬ﾄロ

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

17．8

16．2

16．0

16．6

15．4

14．6

14．4

14．6

14．9

15．1

14．2

15．4

15．0

13．9

13．4

14．0

13．1

12．6

12．4

12．2

12．7

12．8

12．0

13．1

41.08

38.96

34.50

38.45

29.53

28.96

25.75

24.73

26.51

26.56

23.16

30．7

1．69

6．65

5．80

6．53

3．90

525

2．43

3D4

2．99

4．71

285

4．2

12．2

14，5

14．3

14．0

13．1

14．5

13．5

13．6

12．9

12．7

13．4

13．5

4．1

17．1

16．8

17．0

13．2

18．1

9．4

12．3

11．3

17．7

12．3

13．6

30 H21.11.05

31 H21.11.05

32 H21.11.05

33 H21.11.05

34 H21.11.05

35 H21.11.05

36 H21．11．05

37 H21.11.05

38 H21．11．05

39 H21．11．05

40 H21.11.05

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

＋
＋
＋
十
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋11

平均

(一）

(一）

(-）

(-）

(-）

(一）

(一）

(一）

(-）

(-）

(－）

(－）

(－）

(-）

(-）

(－）

(一）

(-）

(一）

(一）

(+）

(-）

(-）

(-）

(-）

(-）

(－）

(－）

41 H21.11.05 物部川

42 H21.11.05 物部川

43 H21.11.05 物部川

44 H21.11.05 物部川

45 H21.11.05 物部川

46 H21.11.05 物部川

47 H21.11.05 物部川

48 H21.11.05 物部川

49 H21.1105 物部川

50 H21$11.05 物部川

51 H21.11.05 物部川

52 H21.11.05 物部川

53 H21.11.05 物部川

54 H21.11.05 物部川

55 H21.11.05 物部川

56 H21.11.05 物部川

57 H21.11.05 物部川

58 H21.11.05 物部川

59 H21.11.05 物部川

60 H21.11.05 物部川

61 H21.11.05 物部川

62 H21.11.05物部川

63 H21.11.05 ．鞠部川

64 H21.11.05 物部川

65 H21.11.05 物部川
66 H21.11.05 物部川

67 H21.11.05 物部川

68 H21.11.05 物部川

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ
横瀬トロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬トロ

撞識卜ロ
横瀬ﾄロ

包
叡
ぴ
び
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
叡
伊
ぴ
び
び
ぷ
ぴ
ぴ
ぴ
び
ぴ
び
訊
伊
び
び
鄙
び
３
印

３
３
０
３
８
４
１
７
Ｊ
２
７
７
１
３
０
８
３
９
７
９
０
９
β
４
３
５
６
８
８

９
８
０
８
４
８
９
９
９
９
８
６
７
８
８
６
６
９
５
７
５
７
７
６
６
４
ｍ
９
孔

１

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ綱

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

17．4

15．7

15．0

14．5

15．5

15．3

15．2

15．3

14．8

14．9

17．8

17．2

16．0

15．8

16．4

15．2

16．1

15．5

15．6

15．5

16．2

15．0

15．0

15．3

14．8

14．4

12．7

14．2

15．4

44.92

33.86

31.42

26.64

28.83

27.51

27.51

30.15

25.31

27.26

49.07

36.0

32.48

33.26

38.17

26.49

30.61

31.45

26.85

30.89

29.51

25.19

27.88

26.51

23.64

24.98

18.14

25.61

30．0

14．1

14．1

14．6

13．6

12．5

12．8

12．5

13．4

13．0

13．0

14．3

11．8

11．8

13．2

14．2

12．1

12．2

13．4

11．9

14．1

12．0

12．9

13．9

12．6

12．4

13．1

14．4

13．4

13．1

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２

14．7

13．4

12．9

12．5

13．2

12．9

13．0

13．1

12．5

12．8

15．1

14．5

14．0

13．6

13．9

13．0

13．6

13．3

13．1

13．0

13．5

12．5

12．6

12．8

12．4

12．4

10．8

12．4

13．1

＋
＋
＋
＋
十
十
十
十
十
十
特
粋
粁
特
特
特
特
粋
雑
件
粋
絆
妹
粋
粋
絆
特
鉾

4．16

281

3．13

221

1．39

2．31

2．49

2．93

230

252

425

2．43

231

2．77

3○6

180

1－92

3．12

1．54

2．43

1．49

1．99

2．11

1．70

148

1．13

1－92

2．51

2．4…

－37－

採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

漁堰

採捕

漁法 恥．

全長

(cm)

楓準体長

(cm)

体重

(砂

雌雄 生堕瞳

(g)

肥満度 牛鐘騨

指数



表3-2-7つづき
－

No．
－

カット

物部川

物部川

物部川

ｊ
ｊ
ｊ

－
一
一

く
く
く

投げ網

投げ網

投げ網

14．8

14．8

14．7

16．3

ゲ
タ
夕

鉄道橿下トロ

鉄道梱下トロ

鉄道禍下ﾄロ

６
７
８
均平

12．6

12．8

12．5

13．8

26.74

28.03

27.11

38．3

2．04

2．02

1．06

2．9

13．4

13．4

13．9

14．0

7．6

7．2

3．9

7．2

23

24

25

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早

ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

く
く
く
Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
く

投げ綱

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

17．1

15．9

16．2

15．2

15．0

14．2

15．3

13．9

14．0

15．1

14．0

10．0

14．7

14．1

13．3

13．6

12．7

12．8

12．0

13．0

12．0

11．8

125

11．6

8．4

12．3

36.44

32.13

33.02

30.79

31.45

25.83

30.95

26.13

23.81

26.41

17．37

7．21

26．8

1．05

1．22

1．89

3．52

3．73

2．91

1．73

1．75

1．78

3．03

0

0．18

1．9

13．0

13．7

13．1

15．0

15．0

14，9

14．1

15．1

14．5

13．5

11．1

12．2

13．8

2．9

3．8

5．7

11．4

11．9

11．3

5．6

6．7

7．5

11．5

0．0

2．5

6．7

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

岡西岩珊下トロ

岡西岩増下トロ

岡西岩増下トロ

岡西岩埆下トロ

岡西岩埆下トロ

岡西岩埆下トロ

岡西岩場下トロ

岡西岩増下トロ

岡西岩増下トロ

岡西岩塩下トロ

岡西岩増下トロ

岡西岩唱下ﾄロ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
旧
川
吃
均平

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

－
一
一
一
一

く
く
く
く
く

夕
訊
伊
伊
伊

投げ網

投げ網

投げ銅

投げ網

投げ網

38

39

40

41

42

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

16．2

15．2

15．2

14．8

12．4

14．8

14．0

12．6

13．0

12．3

10．5

12．5

37.13

28.38

30.26

25.91

16.01

27．5

3．05

2．09

2．82

2．33

0．90

2．2

13．5

14．2

13．8

13．9

13．8

13．8

２
４
３
０
６
９

８
７
９
９
５
孔

岡西岩増下トロ

岡西岩堪下トロ

間西君増下トロ

岡西島増下トロ

岡西岩塩下ﾄロ

１
２
３
４
５
均平

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

早
早
早
早
早
早
早

横瀬トロ

横瀬トロ

横瀬トロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横潮ﾄロ

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ

－
一
一
一
一
一
一

く
く
く
く
く
く
く

43

44

45

46

47

48

49

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

16．3

16．3

15．2

15．5

15．6

15．0

13．7

15．4

13．9

13．8

13．0

12．9

13．2

12．6

11．4

13．0

33.59

32.98

33.71

30.32

30.61

23.96

16.39

28．8

0．84

1．33

8．30

2．79

1．26

1．10

1．00

2．4

12．5

12．5

15．3

14．1

13．3

12．0

11．1

13．0

2．5

4.0

24.6橡邸血前

9．2

4．1

4．6

6．1

7．9

１
２
３
４
５
６
７
均平

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物鄙川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬卜ロ

横瀬トロ

横瀬ﾄロ

１
１
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
ｊ
ｊ

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

く
く
く
Ｉ
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
Ｉ

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

網
網
網
綱
網
網
鋼
銅
網
網
綱
綱
綱
網
網
網
網

ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ

ｌ
ｌ
ｌ
‐
’
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投
投

16．4

16．7

14．7

15．9

14．6

15．2

15．1

14．1

15．1

14．1

15．3

14．8

13．9

14．5

13．8

13．7

124

14．7

伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

H21.10.29

糎1.10.29

３
９
８
４
Ｊ
０
７
９
７
８
８
〃
９
８
８
１
８
８

８
８
８
４
３
７
８
７
７
６
５
６
５
８
７
９
６
孔

１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
岨
Ⅷ
吃
卿
脚
隔
崎
而
均平

14．0

14．2

12．4

13．4

12．2

12．8

12．7

12．1

12．8

12．0

12．8

12．2

11．5

12．4

12．0

11．5

10．7

12．5

35.15

35.62

27.04

26.87

25.76

27.57

27.08

21.39

28.58

21.01

27.29

24.55

20.73

25.45

19.94

19.35

15.42

25．2

2．90

3．18

2．38

1．19

3．53

1．92

2．35

1.69

2.21

1.42

1．57

1.65

1.23

2．23

1．56

1.76

1.05

2．0

12．8

12．4

14．2

11．2

14．2

13．1

13．2

12．1

13．6

12．2

13．0

13．5

13．6

13．3

11．5

12．7

12．6

12．9

箱
箱
繍
輔

士
士
士
衿
士
十
十
士
十
士
十
十
十
放
放
放
放

十
十
◆
＋

◆
◆
や
＋

表3-2-8物部川アユ測定結果
－

No．
－

ツト

物部川

物部川

物部川

物部川

物部川

早
早
早
早
早

１
２
３
４
５

H21．11．05

H21.11.05

H21．11．05

H21．11．05

H21.11.05

鉄道楢下卜口

銭遡櫓下卜口

銭遡櫓下トロ

鉄遡揖下トロ

註遡栂下ﾄロ

投げ銅

投げ網

投げ網

投げ網

投げ網

20．4

19．2

18．7

15．6

15．7

17．9

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

－
一
一
一
一

く
く
く
く
く

17．1

16．3

15．7

13．0

13．2

15．1

１
２
３
４
５
均平

70.93

68.56

59.55

29.07

31.58

51．9

7.54

7.39

8.78

1.65

3.36

5．7

14．2

15．8

15．4

13．2

13．7

14．5

10．6

10．8

14．7

5．7

10．6

10．5

＋
＋
＋

◆

物部川

物部川

6 H21.11.05

7 H21.11.05

鹸道掴下トロ

鉄遭橿下ﾄロ

投げ網

投げ網

ｊ
ｊ

－
一

く
く

18．4

14．5

16．5

15．8

12．7

14．3

55.47

24.86

40．2

ぴ
ぷ

1

2

平均

4.72

1.37

3．0

１
１
１

■
◆

帆
砲
３１

8．5

5．5

7．0

◆
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採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

漁増

採捕

迩法 No.

全長

(cm)

揮準体長

(cm)

体画

③

錘箆 生麺哩

(J

肥潤度 生麺騨

指数

採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

激増

採捕

漁法 No．

全長

(cm)

揮皐体長

(cm〉

体重

(g)

虚趨 隼廼哩

(9)

肥潤度 生殖腺

指数



表3-3-1新荘川アユ測定結果
－

薗考

N◎．
－

サビ

早
早
早
平
早
早
平
早
早
早
早
早
早
早

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

長竹楓

長竹櫓

長竹櫓

長竹橋

長竹柵

長竹櫓

長竹梱

長竹柵

長竹梱

長竹橘

長竹櫓

長竹梱

長竹柵

長竹櫓

網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と

16．1

14．9

14．0

14．2

14．9

13．9

13．4

12．5

12．8

13．0

12．5

13．1

12．6

17．7

14．0

13．5

12．3

11．7

11．7

12．3

11．5

11．0

10．3

10．9

10．9

10．6

10．9

10．4

14．8

11．6

30.26

26.93

22.96

21．09

24.35

19．88

19．14

15．27

18．09

16．95

16．70

16．16

14．78

39.56

21．58

0．28

0．85

2．32

1．11

0．48

0．19

0．49

0．30

1．91

1．36

2．36

0．43

0．26

0．49

0．92

12．3

14．5

14．3

13．2

13．1

13．1

14．4

14．0

14．0

13．1

14．0

12．5

13．1

12．2

13．4

0．9

3．2

10．1

5．3

2．0

1．0

2．6

2．0

10．6

8．0

14．1

2．7

1．8

1．2

4．7

1 H21.10.20

2 H21.10.20

3 H21.10.20

4 H21.10.20

5 H21.10.20

6 H21.10.20

7 H21.10.20

8 H21.10.20

9 H21.10.20

10 H21.10.20

11 H21.10.20

12 H21.10.20

13 H21.10.20

14 H21.10.20

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１

14

平均

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

長竹橋

長竹櫓

長竹梱

長竹櫓

長竹梱

長竹梱

長竹橋

長竹橘

長竹梱

長竹橋

長竹橋

長竹柵

網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と

早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早

18．5

17．1

15．7

15．6

16．5

15．1

13．5

13．4

13．4

13．2

12．1

10．9

14．2

15 H21.10.20

16 H21.10.20

17 H21.10.20

18 H21.10.20

19 H21.10.20

20 H21.10.20

21 H21.10.20

22 H21.10.20

23 H21.10.20

24 H21.10.20

25 H21.10.20

26 H21.10.20

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

16．1

14．7

13．4

13．2

13．7

12．6

11．4

11．2

11．2

11．2

10．2

9．1

11．9

44.90

38.69

32.63

30.87

3204

26.35

18．45

18．46

17．95

17．01

14．00

10．10

23．15

0．93

0．52

5．86

3．45

1．49

1．15

0．80

0．14

0．15

0．07

0．15

0．18

1．06

10‘8

12．2

13，6

13．4

12．5

132

12．5

13．1

12．8

12．1

13．2

13．4

13．1

2．1

1．3

18．0

11．2

4．7

4．4

4．3

0．8

0．8

0．4

1．1

1．8

4．5

26

平均

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

梱
檎
橘
橘
柵
檎
柵
櫓
柵

竹
竹
竹
竹
竹
竹
竹
竹
竹

長
長
長
長
長
長
長
長
長

網
網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と
と

夕
ぴ
ぴ
伊
包
が
ａ
ぴ
ぷ

14．8

15．9

14．0

14．4

13．1

12．7
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12．1

12．2

14．1

27 H21.10.20

28 H21.10.20

29 H21.10.20

30 H21.10.20

31 H21.10.20

32 H21.10.20

33 H21.10.20

34 H21.10.20

35 H21.10.20

12．4

13．3

11．9

12．1

10．7

10．7

10．1

10．1

10．2

11．8

27.17

30．11

24．04

25.14

17．53

16．47

14．06

14．56

13．14

22．45

0．65

0．21

1．27

1．40

1．30

1．17

0．19

0．17

0．26

0．98

14．3

12．8

14．3

14．2

14．3

13．4

13．6

14．1

12．4

13．2

2．4

0．7

5．3

5．6

7．4

7．1

1．4

1．2

2．0

4．3

１
２
３
４
５
６
７
８
９
均平

士
士
士
士
士
士
士
士
士

0

長竹橋

長竹梱

長竹櫓

長竹橋

長竹櫓

長竹梱

長竹柵

長竹櫓

長竹梱

長竹柵

長竹櫓

長竹櫓

長竹橘

網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

断荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

鯖荘川

伊
伊
伊
伊
伊
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
伊
叡
伊
訊

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

平均

18．2

16．1

16．9

16．0

15．2

14．8

14．9

13．8

13．8

13．6

14．2

12．9

11．9

14．3

44.83

33.12

32.72

28.79

29.27

22.73

24.14

19．46

20.02

19．73

20.39

16．01

12．46

23．07

2．11

1．43

0．62

0．50

1．61

0．56

1．59

1．32

0．38

0．95

0．68

0．25

0．39

0．97

13．0

13．5

11．0

12．0

14．0

12．2

12．4

13．1

13．5

13．7

12．4

13．1

12．8

13．1

4．7

4．3

1．9

1．7

5．5

2．5

6．6

6．8

1．9

4．8

3．3

1．6

3．1

4．1

36 H21.10.20

37 H21.10.20

38 H21.10.20

39 H21.10.20

40 H21.10.20

41 H21.10.20

42 H21.10.20

43 H21.10.20

“H21.10.20

45 H21.10.20

46 H21.10.20

47 H21.10.20

48 H21.10.20

15．1

13．5

14．4

13．4

12．8

12．3

12．5

11．4

11．4

11．3

11．8

10．7

9．9

11．9

士
士
士
士
士
士
特
士
士
士
士
士
士

放精

表3-3-2新荘川アユ測定結果
－

考

No．
■■■■■■■■■■■

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川
斬荘川
斬荘川

鯖荘川
新荘川

長竹櫓 と網

長竹掴 と網

長竹橋 と網

長竹橋 と網

長竹櫓 と網

長竹擢 と綱

長竹櫓 と綱

長竹櫓 と綱

長竹楢 串

早
早
早
早
早
早
早
早
早

1 H21.10.27

2 H21.19.27
3 H21.10.27
4 H21.10.27

5 H21.10.27

6 H21.10.27

7 H21.1Q27

8 H21.10.27

9 H21.10.27

24.2

19.7

17.8

15.9

15.6

1＆0

14．9

15．2

14．2

122.1

52．0

438

33．4

34．4

33．2

28．3

27．3

20．5

23.83

9．20

3．39

6．37

8．76

6．43

3．60

1．46

3．43

15．0

11．4

12．5

14．2

15．0

13．8

14.8

13．6

12．2

19．5

17．7

7.7

19.1

25.5

19.4

12.7

5．3

16．7

20.1

16.6

15.2

13.3

13.2

13.4

12.4

12.6

11．9

１
２
３
４
５
６
７
８
９

惨邸矼前

捗顧中

排邸面前

－39－

採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

泡場

採捕

過法 地．

全長

(c、）

榎準体長

(c、）

体重

(9)

雌瞳 牛塾題

(9)

肥潤度 牛塾哩

楢数

採捕

霧月日

採捕

河川名

採捕

漁増

採捕

漁法 No.

長
耐
全
に

槙準体長

(cm)

体重

(9)

賦雄 生殖恩

(9)

肥潤度 生殖腺

指数



表3-3-2つづき
－

考傭

サビNo．
－

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

長竹梱

長竹梱

長竹柵

長竹柵

長竹橘

長竹橘

長竹橘

長竹橋

長竹橋

網
網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と
と

０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21．10．27

H21.10.27

早
早
早
早
早
早
早
早
早

10

11

12

13

14

15

16

17

18

平均

13．7

14．1

14．1

13．2

12．6

12．0

12．7

11．8

13．0

15．0

11．5

11．9

11．9

11．0

10．7

10．0

10．4

9．9

11．0

12．6

18．2

20．4

21．1

20．0

16．5

14．7

15．3

11．8

17．8

30．6

0．60

0.99

1.54

4.25

2.48

2．61

0．89

0

2.18

4．6

12．0

12．1

12．5

15．1

13．5

14．7

13．6

12．2

13．4

13，4

3．3

4．9

7．3

21．2

15．0

17．8

5．8

0．0

12．2

12．8

排卵直前

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

長竹橋

長竹橋

長竹橋

長竹梱

長竹橋

長竹橘

長竹橘

長竹橘

長竹橋

長竹橘

長竹橋

長竹橘

長竹橘

長竹橘

長竹橘

長竹橋

長竹橘

長竹橋

長竹橘

網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

H21．10．27

H21．10．27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21．10．27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

鈩
伊
伊
伊
ぷ
び
釦
伊
伊
叡
叡
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊

１
２
３
４
５
６
７
８
９
⑱
Ⅷ
腫
咽
脚
崎
帽
打
旧
旧
均平

20.4

21.5

18.0

17.5

17．4

18．0

15．3

15．0

13．5

14．6

13．4

12．3

13．4

12．0

11．7

14．1

11．6

12．2

10．1

11．1

11．0

10．8

10．2

13．0

62．9

81．3

55．2

43．8

35．3

40．7

33．2

25．3

33．4

20．6

22．3

36．4

20．3

24.0

12.82

17.45

17.90

17.13

13.86

32．3

4.98

6.66

4.60

3.37

2.83

3.06

2.55

1.95

2.54

1.23

1.94

3.09

1.68

1.91

0.99

1.53

1.43

1.02

1.11

2．6

11．9

13．9

15．4

13．0

14．3

13．1

13．8

13．6

13．9

11．9

13．9

13．0

13．0

13．2

12．4

12．8

13．4

13．6

13．1

13．3

９
２
３
〃
０
５
７
７
６
０
７
５
３
０
〃
８
０
０
０
８

７
８
８
７
８
７
７
７
７
６
８
８
８
８
７
８
８
６
８
孔

放精

放精

放箱

放精

放精

放箱

放精

放箱

放縞

放箱

放箱

放縞

放嘱

放糟

放縞

放箱

放箱

放鞘

放箱

＋＋

＋＋

＋＋

＋＋

＋＋

＋＋

＋＋

＋＋

＋＋

＋＋

＋＋

拝

持

十十

十十

特

粋

十十

十十

15．7

17．3

15．8

14．7

16．2

14．2

14．0

16．5

13．4

14．3

11．9

13．1

13．2

13．0

12．2

15．4

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

長竹禍

長竹橘

長竹橘

長竹橋

長竹橋

長竹橋

長竹橋

長竹橘

長竹橘

長竹梱

長竹橘

長竹機

長竹機

長竹橘

網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

H21.10.27

H21．10．27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

H21.10.27

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

平均

17．2

16．6

15．3

14．1

14．9

14．3

14．2

13．0

12．5

13．2

12．6

13．0

13．5

10．9

14．0

14．5

14．3

12．8

11．8

12．9

11．8

11．7

10．9

10．4

11．1

10．5

10．9

11．4

9．2

11．7

40.65

40．41

27.23

23.25

28.39

21.06

21.63

17．29

15．12

17．88

15．47

16．11

19．24

11．19

22．5

タ
タ
ゲ
タ
ダ
伊
印
訊
伊
伊
伊
伊
伊
伊

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
十
十
＋
＋
＋
＋
＋

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士

3.48

3.10

0.41

1.04

1.37

1.10

0.62

0.62

0.83

1.00

0.65

0.71

0.16

0.83

1．1

13．3

13．8

13，0

14．2

13．2

12．8

13．5

13．4

13．4

13．1

13．4

12．4

13．0

14．4

13．3

６
〃
５
５
８
２
９
６
５
６
２
４
８
４
８

８
７
１
４
４
５
２
３
５
５
４
４
０
７
４

表3-3-3新荘川アユ測定結果
－

考
No．

■■■■■■■■■■■

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

長竹櫓

長竹橘

長竹橘

長竹橘

長竹揺

長竹掘

長竹橋

網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と

早
早
早
早
早
早
早

1 H21．11．03

2 H21.11.03

3 H21．11．03

4 H21．11．03

5 H21．11．03

6 H21.11.03

7 H21．11．03

16．7

14．3

13．6

12．7

12．2

14．1

13．1

13．8

13．9

11．8

11．3

10．3

10．1

11．7

10．8

11．4

29.36

22.99

18．78

15．38

15．44

15．75

14．10

18．8

１
２
３
４
５
６
７
均
１
２
３
４
５
６
７
８

平

0.79

2.04

1.46

1.44

0.99

0.13

0.74

1．1

10．9

14．0

13．0

14．1

15．0

9．8

11．2

12．6

2．7

8．9

7．8

9．4

6．4

0．8

5．2

5．9

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

長竹柵

長竹橘

長竹橘

長竹橘

長竹橋

長竹橋

長竹橘

長竹橘

網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と

8 H21．11．03

9 H21．11．03

10 H21．11．03

11 H21．11．03

12 H21．11．03

13 H21．1 1．03

14 H21.11.03

15 H21．11．03

17．2

14．9

14．9

14．4

13．3

12．3

12.6

12．0

14．2

12．6

12．3

11．9

11．0

10．2

10．7

10．0

ダ
ダ
鈩
伊
鈩
鈩
タ
グ

35.95

25.82

25.13

18.99

18.42

14.09

15.60

14.23

2.39

1.90

1.87

0.15

1.33

0.59

0.78

0.94

12．6

12．9

13．5

11．3

13．8

13．3

12.7

14．2

６
４
４
８
２
２
０
６

■
争
令
の
◆
◆
●
◆

６
７
７
０
７
４
５
６

＋＋

＋＋

＋＋

－40－

採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

漁堀

採捕

漁法 No．

全長

くc、）

標準体長

(c、）

体重

(9)

雌越 生麺瞳

(9)

肥満度 生殖腺

指数

採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

過場

採捕

漁法 No．

全長

(c、）

樺準体長

(c、）

体盟

(J

雌雄 生殖腺

(d

肥潤度 牛堕魑

指数



表3-3-3つづき
－

働考

N◎．
■■■■■■■■■■■

サピ

新荘川

新荘川

新荘川

長竹橋

長竹橘

長竹楢

網
網
網

と
と
と

６
７
８

１
１
１

H21．11．03

H21．11．03

H21．11．03

９
０１

12．9

11．9

12．5

13．5

16.24

13.23

14.14

19．3

訊
伊
夕

0.87

0.96

0.71

1．1

10．8

10．0

10．4

11．3

5．4

7．3

5．0

5．7

12．9

13．2

12．6

13．0
Ⅷ
均
１
１
２
３
４
５
６
７
８
９
旧
川
惚
咽
脚
旧
旧
而
旧
灼
加
均

平

平

新荘川 水迩地

水湿地

水源地

水源地

水諏地

水迩地

水諏地

水邇地

水海地

水源地

水諏地

水濠地

水源地

水諏地

水源地

水濁地

水諏地

水海地

水諏地

水諏地

水湿地

と網 11.8 9．7 12.75 早 1．78 14．0 14．019 H21.11.03

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と

16．1

15．6

14．5

15．4

14．0

14．3

13．5

12．0

13．2

14．1

13．2

13．0

13．6

13．0

13．5

12．8

11．7

12．2

12．0

11．5

13．5

伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

H21.11.03

H21．11．03

H21．11．03

H21．11．03

H21.11.03

H21．11，03

H21.11.03

H21．11．03

H21．11．03

H21．11．03

H21.11.03

H21.11‘03

H21．11．03

H21.11.03

H21.11.03

H21．11．03

H21.11.03

H21．11．03

H21.11.03

H21．11．03

2．32

2．71

1．84

1．54

0．72

0．12

0．62

1．30

1．18

1．24

1．06

1．52

0．66

0．89

1．36

1．00

0．32

1．20

1．00

0．97

1．2

13．8

13．3

12．1

12．8

11．5

11．9

11．2

10．3

11．0

11．7

11．0

10．9

11．2

10．8

11．2

10．7

10，0

10．2

9．9

9．6

11．3

35.35

33.34

25．00

27.55

20.97

18．55

16．74

15．59

18．89

21.59

18.29

19.73

18.82

16.19

17.80

15.72

12.85

14.40

13.99

12.00

19．7

13．5

14．2

14．1

13．1

13．8

11．0

11．9

14．3

14．2

13．5

13．7

15．2

13．4

12．9

12．7

12．8

12．9

13．6

14．4

13．6

13．4

６
１
４
６
４
６
７
３
２
Ｊ
８
７
５
５
６
４
５
３
１
１
９

６
８
７
５
３
０
３
８
６
５
５
７
３
５
７
６
２
８
７
８
＆

+＋ 放覇

十

＋

＋
今

◆
◇
◆

表3-3-4新荘川アユ測定結果
■■■■■■■■■■■

考傭

サピNo．
－

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

長竹橘

長竹楓

長竹禍

長竹橋

長竹梱

長竹橋

長竹橋

長竹橋

長竹梱

長竹栂

長竹梱

網
網
網
網
網
網
網
網
網
綱
網

と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と

早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早

1 H21.11.09

2 H21.11.09

3 H21.11.09

4 H21.11.09

5 H21．11．09

6 H21.11.09

7 H21.11.09

8 H21．1 1．09

9 H21．1 1．09

10 H21．11．09

11 H21．11．09

17．7

16．7

15．2

15．8

14．2

13．0

12．3

12．0

13．1

12．4

12．7

14．1

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

14．7

13．9

13．1

13．2

11．9

10．9

10．6

10．1

10．8

10．4

10．6

11．8

37.36

37.07

22.51

26.73

22.79

18.31

16.28

14.63

17.50

15.04

15.45

22．2

1.23

4.97

0.84

0.97

2.81

2.88

2.64

3.07

2.12

0.86

2.45

2．3

11．8

13．8

10．0

11．6

13．5

14．1

13．7

14．2

13．9

13．4

13．0

13．0

3．3

13．4

3．7

3．6

12．3

15．7

16．2

21．0

12．1

5．7

15．9

11．2

捗邸中

11

平均

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

長竹橘

長竹柵

長竹橋

長竹橘

長竹櫓

長竹橋

長竹橘

長竹橘

長竹梱

長竹橋

長竹梱

長竹柵

長竹梱

長竹梱

長竹橘

長竹梱

長竹梱

長竹柵

長竹梱

長竹橘

長竹櫓
長竹橘

長竹橘

網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と

鄙
ダ
ダ
が
伊
伊
伊
ダ
ダ
ぴ
ぷ
ぷ
び
ぴ
ぷ
ぴ
ぷ
包
伊
ダ
ダ
び
び

12 H21．11．09

13 H21．11．09

14 H21.11.09

15 H21.11.09

16 H21.11.09

17 H21．11．09

18 H21.11.09

19 H21.11.09

20 H21．11．09

21 H21．11．09

22 H21．11．09

23 H21．11．09

24 H21．11．09

25 H21．11．09

26 H21．11．09

27 H21.11.09

28 H21．11．09

29 H21．11．09

30 H21.11.09

31 H21.11.09

32 H21.11.09
33狸1．11．09

34 H21．11．09

21．1

18．7

19．2

19．1

17．0

17．2

16．7

16．5

16．6

16．2

16．2

16．3

16．3

16.2

15．3

15．2

14．5

13．4

13．7

13．7

12.6

12．4

12．3

18．0

16．3

16．4

16．2

14．7

14．6

14.1

14．4

14．4

13．8

13．9

13．8

13．9

13.5

12．8

12．8

122

11．2

11．6

11．4

10．5

10．3

10．3

5．02

4．86

4．37

3

3．56

3．4

3．10

4．13

3．28

2，45

1．62

1．76

3．39

2．61

2．17

1．33

1．87

1．61

2．00

0．84

1．12

0．81

0．97

102

13．1

124

13．1

13．0

13．1

12．6

14.3

12．0

11．8

11．3

11．9

13．1

13．0

12.6

11．5

13．4

13．8

12．6

10．8

12．7

11.6

12．7

４
５
０
７
６
２
８
７
１
９
３
６
６
２
２
５
７
３
１
３
６
４
０

０
■
●
●
●
■
●
●
◆
◆
●
●
ｐ
●
参
■
●
申
■
。
●
■
、

８
８
８
５
８
８
８
９
９
７
５
５
９
８
８
５
７
８
０
５
７
６
７

１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２

59.45

56.94

54.57

55.73

41.37

40.67

35.33

42.64

35.98

30.90

30.42

31．35

35.29

31.94

2648

24.04

24.26

19.34

19.72

16.00

14.69

12.64

13.91

粋
絆
抄
鉾
絲
什
雑
絆
絆
伴
鉾
粋
紳
紳
鉾
粋
特
什
絆
粋
絆
特
粋

－41－

採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

過増

採捕

湿法 No．

全長

(cm)

樺準体長

(c、）

体重

(9)

雌蛙 生殖厘

(9)

肥漕度 牛麺團

指数

採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

油増

採捕

溢法 No．

全長

(c、）

檀準体長

(c、）

体重

(d

雌雄 生殖腺

(9)

肥潤度 牛堕睡

楢数



表3-3-4つづき
－

考
No．

■■■■■■■■■■■

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

長竹橘

長竹橘

長竹橋

長竹橘

長竹橘

長竹橘

長竹橘

長竹橘

網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と

35

36

37

38

39

40

41

42

H21.11.09

H21.11.09

H21.11.09

H21．11．09

H21.11.09

H21.11.09

H21．11．09

H21．11．09

畝
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊

24

25

26

27

28

29

30

31

平均

12．9

12．4

12．9

12．9

16．1

13．5

12．1

14．1

15．3

10．8

10．4

10．9

11．1

13．5

11．3

10．3

11．9

12．9

15．87

13．33

14．98

16．95

32.49

20．27

14．63

20.26

29．1

1.10

0.95

0.88

1.41

2.20

1.46

0.99

1.57

2．3

12．6

11．9

11．6

12．4

13．2

14．0

13．4

12．0

12．5

6．9

7．1

5．9

8．3

6．8

7．2

6．8

7．7

7．6

絆
絆
粋
耗
十
十
十
十

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

水源地

水源地

水源地

水湿地

水諏地

水源地

水源地

水源地

水謹地

水諌地

水源地

網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と

早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

H21．11．09

H21．11．09

H21．11．09

H21.11.09

H21.11.09

H21．11．09

H21.11.09

H21．11．09

H21．11．09

H21.11.09

H21.11.09

14．7

13．3

13．4

14．1

13．7

13．6

12．9

12．9

12．7

12．5

13．7

13．4

12．1

11．0

11．2

11．7

11．1

11．3

10．9

10．8

10．8

10．5

11．3

11．2

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

26.66

20．04

19．36

18．80

19．31

18．24

18．03

18．28

18．88

16．96

17．07

19．2

3.50

3.16

2.03

0.60

1.21

0.87

2.04

2.02

2.46

2.90

0.52

1．9

15．0

15．1

13．8

11．7

14．1

12．6

13．9

14．5

15．0

14．7

11．8

13．8

13．1

15．8

10．5

3．2

6．3

4．8

11．3

11．1

13．0

17．1

3．0

9．9

樽卵直前

桟卵直前

11

平均

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

水諏地

水諏地

水潭地

水海地

水源地

水源地

水源地

水潭地

網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と

54

55

56

57

58

59

60

61

H21．11．09

H21．11．09

H21.11.09

H21．11．09

H21.11.09

H21.11.09

H21.11.09

H21．11．09

伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊

15．2

12．5

12．7

12．7

12．3

12．2

11．1

9．6

12．3

12．7

10．6

10．8

10．5

10．3

10．3

9．4

8．0

10．3

27.39

15．75

15.69

16.44

15.46

14.82

11．64

6．40

15．4

１
２
３
４
５
６
７
８
均平

1.97

1.27

0.94

1.25

1.26

1.02

1.09

0.26

1．1

13．4

13．2

12．5

14．2

14．1

13．6

14．0

12．5

13．4

7．2

8．1

6．0

7．6

8．2

6．9

9．4

4．1

7．2

士
士
十
十
十
十
十
十

表3-3-5新荘川アユ測定結果
■■■■■■■■■■■

考傭
一
死No．

■■■■■■■■■■■

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

長竹橋

長竹橋

長竹橘

長竹橘

長竹橋

長竹橋

長竹橋

長竹橘

長竹橘

長竹橋

長竹橘

長竹橋

長竹橘

長竹橋

長竹橋

長竹橋

網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と

早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21．11．24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１

20．7

18．9

19．2

17．0

16．4

17．1

15．0

14．8

15．5

14．2

12．7

10．8

10．8

10．4

10．3

14．9

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

17．7

16．5

16．5

14．2

14．0

14．6

12．8

12．6

12．8

11．7

12．7

10．6

8．9

9．1

8．6

8．5

12．6

61.79

46.85

38.23

34.53

36.98

36.24

28.88

22.98

22.08

16.34

17.75

11．38

8．80

8．60

6．97

6．42

25．8

10.12

2．45

1．84

5．67

8．33

7．87

7．82

2．56

3．08

1．42

0．44

0．32

1．46

1．42

0．12

0．18

3．6

11．1

10．4

8．5

12．1

13．5

11．6

13．8

11．5

10．5

10．2

8．7

9．6

12．5

11．4

11．0

10．5

11．2

16．4

5．2

4．8

16．4

22．5

21．7

27．1

11．1

13．9

8．7

2．5

2．8

16．6

16．5

1．7

2．8

12．6

卵色白

産卵ほぼ済

産卵ほぼ済

産邸ほぼ濟

産卵ほぼ済

産卵ほぼ済

産卵ほぼ済

産卵ほぼ済

平均はNo.11を除く

16

平均

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

長竹橘

長竹極

長竹橘

長竹梱

長竹橋

長竹橋

長竹橋

長竹橋

長竹橋

長竹橋

長竹柵

長竹橘

長竹橋

長竹橋

長竹橘

長竹柵

網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

H21,11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21.11.24

H21．11．24

H21.11.24

H21．11．24

H21．11．24

22.9

22.4

21.4

22.9

21.4

19.3

19.1

18.3

18.4

20.6

17.1

16.7

16.2

17.2

16.9

15．9

19．6

19．5

18．4

19．5

18．1

16．6

16．3

15.8

15．9

17．2

14．7

14．2

13．6

14．4

14.4

13．6

伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
タ
グ
タ
タ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１

102.70

92.47

92.40

89.42

78.97

54.32

51.39

42.85

54.55

46.64

34今02

33．31

31.30

35.66

29.25

32.15

7.91

8.56

8.46

5.50

5.78

2.91

1.96

1.40

4.62

2.03

2.52

1.26

1.40

2.70

1.34

2．21

13．6

12．5

14．8

12．1

13．3

11．9

11．9

10．9

13．6

9．2

10．7

11．6

12．4

11．9

9．8

12．8

７
３
２
２
３
４
８
３
５
４
４
８
５
６
６
９

◆
。
。
■
■
■
■
ｂ
ｐ
Ｑ
ｅ
ｅ
■
●
ｅ
■

７
９
９
６
７
５
３
３
８
４
７
３
４
７
４
６

特
什
絆
衿
特
紳
絆
幹
料
粋
雑
什
件
特
紳
特

放箱ほぼ済

放精ほぼ湊

放縞ほぼ済
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採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

漁増

採捕

漁法 N◎．

全長

(c、）

楓準体長

(cm)

体重

(9)

雌雄 牛麺瞳

(d

肥潤度 生殖腺

指数

採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

漁塙

採捕

漁法 N⑨，

全長

(c、）

標準体長

(cm)

体重

(J

雌雄 生塾厘

(⑳

肥潤度 生廼瞳

指数



3－5つ幸表3－
■■■■■■■■■■■■■■■

考

No．
一

９
７
８
９
５
８
７
８
０
６
３
３
０
８
４
２
β
３
２
２
６
２
７
５
５
２
４
７
３
９
６
２

６
８
４
５
１
３
３
６
４
６
９
４
４
６
５
６
３
２
４
２
２
２
３
３
４
３
Ｏ
５
６
６
６
ａ

ｌ

３
Ｊ
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊

1.90

2.51

1.51

1.64

0.30

0.92

0.92

1.46

0.99

1.51

2.45

0.98

0.61

1.45

0.89

0.97

0.45

0.28

0.42

0.21

0.21

0.16

0.32

0.23

0.28

0.18

2.00

0.66

0.92

1.02

0.71

1．8

11．5

13．1

10．7

11．5

9．9

9．9

10．4

11．0

11．3

12．5

12．3

12．0

10．4

11．2

10．3

12．1

10．3

9．3

10．8

10．3

9．4

10．8

10．7

9．7

11．2

9．8

12．4

11．2

11．9

12．1

12．1

11．1

網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と

15．7

15．4

16．7

15．6

15．1

16．1

15．9

14.8

15．3

14．6

15．0

15．0

13．5

14．7

13.6

13．0

12．7

12．8

11．9

11．7

11．5

10.6

11．1

10．5

9．8

9．9

27.66

28.74

31.23

27.72

20.68

24.46

25.04

21.42

24.89

22．71

26.32

22.95

15．07

21．37

16．47

15．67

12．57

12．02

10．12

9．68

8．02

7．37

8．57

6．61

6．19

5．60

19．29

11．58

14．57

14．80

10．74

29．2

絆
拝
特
拝
舞
持
碁
粋
十
十
十
十
十
特
拝
粁
什
什
拝
粁
絆
特
特
特
什
特
士
士
士
士
士

13．4

13．0

14．3

13．4

12．8

13．5

13．4

12．5

13．0

12．2

12．9

12．4

11．3

12．4

11．7

10．9

10．7

10．9

9．8

9．8

9．5

8．8

9．3

8．8

8．2

8．3

11．6

10．1

10．7

10．7

9．6

12．5

長竹榴

長竹榴

長竹橋

長竹橋

長竹栂

長竹橋

長竹梱

長竹橋

長竹橘

長竹橋

長竹橋

長竹橋

長竹橘

長竹橋

長竹橘

長竹橋

長竹橋

長竹橋

長竹橋

長竹橋

長竹櫓

長竹橘

長竹橋

長竹橋

長竹橘

長竹橋

長竹橋

長竹橋

長竹橋

長竹櫓

長竹橋

Ⅳ
畑
咽
加
訓
狸
泌
餌
濁
泌
幻
狙
”
”
訓
犯
銅
鋼
鯛
銅
諏
犯
卵
如
“
嘘
“
“
婚
媚
叩
均平

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

新荘川

33 H21．11．24

34 H21.11.24

35 H21.1 1.24

36 H21.11.24

37 H21.11.24

38 H21.11.24

39 H21.11.24

40 H21.11.24

41 H21.11.24

42 H21.11.24

43 H21.11.24

44 H21．11．24

45 H21.11.24

46 H21.11.24

47 H21．11．24

48肥1.11.24

49 H21.11.24

50 H21.11.24

51 H21.11.24

52 H21.11.24

53 H21.11.24

54 H21.11.24

55 H21.11.24

56 H21.11.24

57 H21.11.24

58 H21.11.24

59 H21.11.24

60 H21.11.24

61 H21.11.24

62 H21.11.24

63 H21.11.24

放縞ほぼ済

放縞ほぼ済

放箱ほぼ済

放箱ほぼ済

放箱ほぼ済

放箱ほぼ済

放縞ほぼ済

放縞ほぼ済

放緕ほぼ済

放繍ほぼ済

放糖ほぼ済

放縞ほぼ済

放箱ほぼ済

放箱ほぼ済

放箱ほぼ済

放鞘ほぼ済

放輔ほぼ濟

放鵠ほぼ済

放縞ほぼ済

13．7

12．2

12．7

12．8

11．5

14．7

－43－

採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

漁珊

採捕

漁法 恥．

全長

(c、）

楓準体長

(c、）

体重

(⑳

趣雄 生殖腺

(9)

肥滴度 生肇瞳

指数



表3-4四万十川アユ測定結果
－
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No．

■■■■■■■■■■■

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田
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佐田

佐田
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佐田

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３

H21．11．19

H21.11.19

H21.11.19

H21．1 1．19

H21．1 1．19

H21．11．19

H21．11．19

H21.11.19

H21.11.19

H21．11．19

H21.11.19

H21.11.19

H21．11．19

H21．11．19

H21.11.19

H21.1 1.19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
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と
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と
と
と
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早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早
平
早
早
早
早
早
早
早
早
早
早

27．2

23．5

21．7

21．8

21．1

22．5

21．2

19．4

19．5

20．7

19．9

20．9

20．4

19．6

20．3

19．8

21．0

19．7

19．2

18．3

18．1

20．5

18．1

16．8

17．1

18．1

16．9

18．9

17．4

17．7

17．3

17．0

15．9

16．8

19．5

23．0

19．6

185

18．3

17，7

19．3

18．1

16．5

16．6

17．4

17．0

17．6

17．2

16．5

17．5

16．9

18．1

16．5

16．3

15．8

15．5

17．0

15．6

14．4

14．5

15．4

14．4

16．0

15．0

15．1

14．8

14．6

13．6

14．0

16．6

１
２
３
４
５
６
７
８
９
旧
川
榧
圃
岬
幅
旧
巾
旧
咽
加
副
浬
蜘
泌
溺
溺
幻
調
”
”
訓
犯
銅
狐
均平

125.05

100.88

71.78

69.82

72．57

74．47

73.60

62．77

67.37

63．41

58.67

62.28

62.64

47.97

57.55

63．51

60．02

56.40

55.88

46.59

42.88

47.95

48．61

39．04

39.10

43.14

33.95

55.90

39.59

46．17

41．41

35.44

38.49

35.27

57．1

5.45

15.18

2．56

4．95

6．99

6．69

7.74

10.32

6．26

3．59

3．87

4．19

5．09

1．9

2．48

12．51

3．33

5．43

6．94

5．18

4．07

2．5

6．24

2．13

3．98

3．81

2．45

5．78

2．65

9．75

6．1

3．98

7．44

3．25

5．4

10．3

13．4

11．3

11．4

13．1

10．4

12．4

14．0

14．7

12．0

11．9

11．4

12．3

10．7

10．7

13．2

10．1

12．6

12．9

11．8

11．5

9．8

12．8

13．1

12．8

11．8

11．4

13．6

11．7

13．4

12．8

11．4

15．3

12．9

12．2

4．4

15．0

3．6

7．1

9．6

9．0

10．5

16．4

9．3

5．7

6．6

6．7

8．1

4．0

4．3

19．7

5．5

9．6

12．4

11．1

9．5

5．2

12．8

5．5

10．2

8．8

7．2

10．3

6．7

21．1

14．7

11．2

19．3

9．2

9．7

卵色が白

骨曲がり

桧卵直前

排卵直前

緋邸間近

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

四万十川

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

佐田

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

H21．11．19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21．11．19

H21．11．19

H21．11．19

H21．11．19

H21.11.19

H21.11.19

H21．11．19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21.11.19

H21．11．19

H21.11.19

H21．11．19

H21.11.19

H21.11.19

H21．11．19

H21.11.19

H21.11.19

H21．11．19

H21．11．19

H21．11．19

H21.11.19

H21．11．19

H21'11．19

網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網
網

と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と
と

24．7

21．7

24．6

22．3

20．4

19．3

20．4

21．0

19．3

19．5

22．7

20．1

20．0

19．1

20．3

20．0

19．9

18．3

17．4

18．3

18．1

16．0

18．3

17．9

17．2

17．3

15．9

15．8

16．0

19．4

21．1

18．3

21．0

18．9

17．2

16．7

17．5

18．1

16‘8

16．7

19．3

17．2

16．9

16．3

17．5

17．4

17．0

15．6

14．8

15．7

15．5

13．6

15．6

15．4

14．7

15．0

13．4

13．6

13．6

16．6

１
２
３
４
５
６
７
８
９
旧
川
吃
咽
脚
幅
旧
而
旧
旧
加
訓
浬
羽
劉
溺
調
”
塑
調
均平

133.43

79.06

97.86

83．61

75.16

64.63

67.38

75．37

66.38

63．81

82.87

71.52

62.79

60.88

66.59

73．81

69.87

50.73

50.52

54.47

52.46

36．03

45.76

47.43

37.75

47.43

33.82

35.63

32.29

62．7

伊
訊
タ
ダ
タ
ゲ
伊
伊
伊
伊
伊
伊
伊
タ
タ
タ
研
ダ
ダ
研
タ
ダ
タ
ダ
ぷ
び
ぷ
ぷ
伊

10.12

6．39

5．08

7．1

5．9

5．31

5．86

4．87

4．71

3．97

4．51

5．49

3．59

3．36

5．07

5．93

5．64

3．81

4．68

3．92

4．58

3．19

3．30

3．18

295

3．20

2．95

3．24

2．76

4．6

14．2

12．9

10．6

12．4

14．8

13．9

12．6

12．7

14．0

13．7

11．5

14．1

13．0

14．1

12．4

14．0

14．2

13．4

15．6

14．1

14．1

14．3

12．1

13．0

11．9

14．1

14．1

14．2

12．8

13．4

６
Ｊ
２
５
８
２
７
５
Ｊ
２
４
７
７
５
６
０
ｊ
５
３
２
Ｊ
９
２
Ｊ
８
〃
７
１
５
５

７
８
５
８
７
８
８
６
７
６
５
７
５
５
７
８
８
７
９
７
８
８
７
６
７
６
８
９
８
孔

粋
特
絆
＋
＋
妹
紳
什
特
粋
粋
幹
絆
粋
絆
＋
＋
＋
＋
妹
士
士
士
士
十
士
士
士
士
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採捕

年月日

採捕

河川名

採捕

漁珊

採捕

漁法 No.

全長

(c、）

檀準体長

(cm)

体重

(9)

雌雄 生殖腺

(砂

肥満度 牛鐘騨

指数



流下仔魚調査

平成21年度伊尾木川･安芸川アユ流下仔魚調査結果(調査者:芸陽漁協）表4-1
I■■■■■■■■■■■■■■■

伊尾木川

国道機下

国道橋下

国道橋下

国道橋下

国道橋下

国道橋下

国道橋下

国道橋下

国道橋下

国道橋下

国道橋下

安芸川

国道鱈

国道鱈

国道橋

国道橋

国道震

国道種

国道橋

国道橋

国道橋

国道橋

晴
一
晴
晴
雨
曇
曇
晴
暗
愚
晴

６
３
５
２
７
５
４
５
１
１
３

５
４
３
２
３
２
１

２１

2,985

4,435

5,209

4,302

7.733

4．123

5．817

8.852

5.130

10.347

7,663

15.0

23.4

26.1

22.7

20.4

10.9

23.0

23.3

13.5

20.2

15.0

14

48

459

3,696

2,864

549

22,309

2.023

81

4,060

134

1

2

18

163

140

50

970

87

6

201

9

19:00

19:00

19:00

19:00

19:00

19:00

19:00

19:00

19:00

19:00

19:00

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

45

66

78

64

115

62

87

132

77

154

．114

H21．11.05

H21.11.19

H21.11.26

H21.12.02

H21.12.10

H21.12.17

H21.12.24

H22.01.07

H22.01.14

H22.01.20

H22.01.25

14．8

11．6

12．1

11.0

10.6

7．7

8．6

5．8

5．2

9．9

6．5

40

50

40

50

25

25

35

25

25

20

20

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

H21.11.05 晴 17.4 20 19:30 3
H21.11.19 - 14．3 - 19:30 3

H21.11.26 晴 16.3 40 19:30 3
H21.12.02 " 15.5 50 19:30 3
H21.12.10 雨 14．4 25 19:30 3

H21.12.17 g 12.5 40 19:30 3
H21.12.24 " 12.9 25 19:20 3

H22.01.07 晴 9.9 15 19:30 3
H22.01.14 BR 9.1 20 19:30 3

以降､水量少なく､鯛査なし(通水量測定できず)。

1,365

6.522

2,614

1,702

2,385

3,299

2,895

3,981

1.738

20

97

39

25

36

49

43

59

26

2．7

13．1

9．0

6．3

16．5

7．6

5．2

3．4

0

0

694

796

799

154

366

328

220

０
０
３
９
７
９
８
２
５

５
８
２
４
６
６

１

１
３
３
１
１
５
０
０
６

２

一
一
一
一
一
一
一
一
一

表4-2-1 平成21年度物部川アユ流下仔魚調査結果(調査者:内水面漁業センター）
－

１
○

一
７１

晴
晴

０
０

０
０

６
６

２
２

０
０

１
１

１
１

２
２

Ｈ
Ｈ

肩
肩

瀬
瀬

瀬
瀬

横
横

1,645

2,007

０
０

０
０

37

45

５
７

■
●

５
６

30 18:15

30 18:58

２
２

６
６

●
●

８
８

１
１

晴
晴

９
９

２
２

０
０

１
１

１
１

２
２

Ｈ
Ｈ

肩
肩

瀬
瀬

瀬
瀬

横
横

０
０

０
５

2,832

2，711

42

40

５
０

申
●

７
９

０
０

０
０

25 18:00

30 18:57

３
３

２
７

弧
６

１
１

晴
晴

５
５

０
０

１
１

２
２

Ｈ
Ｈ

尻
尻

瀬
瀬

瀬
瀬

横
横

６
２

１
１

0

2．2

０
３

30 18:00

30 19:57

3.396

3,616

11．3

12．0

1

27

２
２

76

81
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調査日 天候 水温
に）

ネット採』

水深
(c、）

開始

時刻

＆

時間

(分）

ろ水計
カウント数

ﾈｯﾄ内

遼遠
(cm/s)

ネット
ろ水量

(mP3)

採集

仔魚数
(尾）

仔魚

密度
(尾/m~3）

流下

尾数
(尾/sec）

採集

卵数
(園）

調査日 天候 水温

(℃）

ネット採集

水深
(cm)

開始

時刻

時間

(分）

ろ水計

カウント数

ネット内

流速

(cm/S)

ネット

ろ水量

(m~3)

採集

仔魚数

(尾）

仔魚

密度

(尾/m~3》

流下

尾数

(尾/sec)

採集

卵数

(僧）



表4-2-2 平成21年度物部川アユ流下仔魚調査結果(調査者:物部川漁協）
－

横瀬瀬肩H21.12.01 晴 15.1≧50 18:00 1 1,142 51 6.0 6,999 1.162 70569 60

０
０
０

５
５
５

三
三
こ

６
１
４

５
５
４

１
１
１

晴
晴
晴

横瀬

横瀬

横瀬

９
９
９

０
０
０

●
■
●

２
２
２

１
１
１

■
●
●

１
１
１

２
２
２

Ｈ
Ｈ
Ｈ

肩
肩
肩

瀬
瀬
瀬

298

315

351

191

429

637

１
９
６

１27

28

31

６
７
９

１
１
１

114

270

447

73

163

241

18:00

19:00

20:00

５
５
５

０
０
０

横瀬瀬肩H21.12.15 g l3.6≧50 18:00 0.5 553 50 2.9 261 89 753 17

横瀬

横瀬

横瀬

１
１
１

２
２
２

２
２
２

１
１
１

ｅ
●
●

１
１
１

肥
地
腿

肩
肩
肩

瀬
瀬
瀬

０
０
０

５
５
５

邑
邑
三

711

696

643

６
４
１

107

139

80

６
７
４

○
■
●

０
０
０

368

468

249

652

638

590

12．2

12．5

12．3

18:00

19:00

20:00

５
５
５

◆
●
●

０
０
０

０
２
７

１
１

遥
量
曇

横瀬瀬肩H21.12.28 BR 11.2≧50 18:00 0.5 22 2 0.1 101 871 949 5

０
０
０

５
５
５

三
薑
菖

５
２
３

０
０
０

１
１
１

晴
晴
晴

横瀬

横瀬

横瀬

５
５
５

０
０
０

０
０
０

２
２
２

腿
腿
腿

肩
肩
肩

瀬
瀬
瀬

2，296

1．874

150

2

1

1

16

29

165

１
２
９

０
０
０

144

213

97

1,707

1,393

111

18:00

19:00

20:00

５
５
５

０
０
０

１
３
５１

横瀬瀬肩H22.01.11 Hg ll.2≧50 18:00 0.5 74 7 0.4 33 85 92 0

平成21年度仁淀川アユ流下仔魚調査結果(調査者:仁淀川漁協）表4－3
－

－

行当下

行当下

行当下

行当下

行当下

行当下

晴
曇
晴
曇
晴
晴

6.437

2,126

4.276

3.921

4.214

3.734

47,445

948

4,508

892

630

1，619

1,471

98

200

45

28

87

49.307

2，475

5．427

1,100

714

2，179

267

59

61

6

18

10

H21.12.02

H21.12.09

H21.12.16

H21.12.23

H22.01.06

H22.01.13

３
１
２
２
２
２

96

95

96

88

94

84

32.3

9.6

22.6

19.6

22.2

18.7

14．2

13．2

12．7

11．2

9．3

45

40

50

45

50

45

18:25

18:20

18:20

18:25

18:20

18:208.7

森山

森山

森山

森山

森山

森山

暗
愚
暗
愚
晴
晴

H21.12.02

H21.12.09

H21.12.16

H21.12.23

H22.01.06

H22.01.13

1.036

3,585

780

4.351

4,123

4,453

２
７
４
７
８
４

３
７
１
２

１

1,061

183

4，719

420

205

601

３
３
５
１
５
１

９
８
８
２

14．4

13．4

12．4

11．8

9．6

9．0

50 18:50

40 18:45

50 18:40

40 18:45

50 18:45

45 18:40

３
３
３
３
３
３

15

54

12

65

62

66

5．5

16．3

4．1

19．7

21.7

22.3

173

118

715

342

177

533
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ネット採集

水深
(cm)
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時刻

時間

(分）

ろ水計

カウント数

ネット内

流速

(cm/s)

ネット

ろ水量

(m~3)

採集

仔魚数

(尾）

仔魚

密度

(尾/m~3）

流下

尾数

(尾/sec)

採集

卵数

(個）

調査日 天候 水温

(℃）

ネット採集

水深
(cm)
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時刻

時間

(分）

ろ水計
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ネット内

流速

(cm/s)

ネット

ろ水量

(m~3)

採集

仔魚数

(尾）

仔魚

密度

(尾/m~3）

流下

尾数

(尾/sec)

採集

卵数
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表4-4 平成21年度新荘川アユ流下仔魚調査結果(調査者:内水面漁業センター）
－

晴
晴
晴
晴

長竹橋

長竹橋

1.3

1.3

H21.10.27

H21.10.27

20.0

19．7

30 18:00

30 16:53

２
２

3,234

3,349

305
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０
０

０
０

０
０
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長竹橋

長竹橋

０
０

０
０

■
■

１
１

H21．11．04

H21.11.04
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45 18:00

50 18:57

２
２

13

29

９
８

２
６

1

2

０
０

４
８

中止H21．11．10

長竹橋

長竹橋
騒
曇
雨
雨
晴
晴
晴
晴
晴

40 18:00

35 19:00

２
２
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3,042

０
０

13．1

13．1

H21．11．17

H21．11．17

16．4

16．4

58 11．7

68 12．0

０
０

０
０

8

1

長竹橋

長竹橋

1,727

1,767

６
６

●
●

７
７

17．3

17．2

50 18:00

50 19:00

２
２

３
５

H21．11．24

H21．11．24

39
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9.1

9.3
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246
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長竹橋

長竹橋

長竹橋
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H21.12.01

H21.12.01
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H21．12．01
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17．7

17．9
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17:00
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２
２
２
２
２
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０
０
６
１
０

１
１
１
１
１

●
●
。
■
●

５
５
５
５
５
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０
１
５
８
５

４
６
２

2
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1
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晴
晴
曇
曇
晴
晴
晴
晴
曇
曇
曇
曇
晴
晴
晴
晴
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２
２
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４
４

●
●

３
３
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０
２

●
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４
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０
０
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２
２

380

351

６
５

１
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４
５

２
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２
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２
２
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138
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37
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２
０

６
６
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１
１
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２
２
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２
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３
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３
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表4-5 平成21年度四万十川アユ流下仔魚調査結果(調査者:四万十川漁連）
－

－
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調査日 天候 水温
(℃）

ネット

水深
(cm)

開始

時刻

恩

時間

(分）

ろ水計

カウント数

ﾈｯﾄ内

流速

(cm/s)

ネット

ろ水量

(m~3)

採集
仔魚数

(尾）

仔魚

密度
(尾/m~3）

流下

尾数
(尾/sec)

採集

卵数
(個）



平成21年度流下仔魚卵黄指数調査結果表4－6－1
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卵黄指数

指数

Avg

観察数(n)

計 4 3 2 1 0

指数頻度(％）

計 4 3 2 1 0



表4-6-2 平成21年度流下仔魚卵黄指数調査結果
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親魚保護および産卵量確保による天然アユ資源増殖技術の開発

黒岩隆・佐伯昭

1． 目的

高知県の天然アユ資源は近年低い水準にある。沿岸海域での仔・稚魚期の生残要因はまだ明

確ではないが、河川への遡上量は沿岸海域への資源添加量と生残率が大きく影響しているもの

と思われる。したがって、親魚を保護して産卵量を確保し、流下仔魚数を増大さすことが必要

である。ここでは、近年さらに遅くなったと言われている産卵期と、遡上主群の孵化期を明ら

かにして、天然アユ資源を回復するための資料とする。

2．方法

産卵期を、親魚成熟状況、産卵場（卵付着確認）調査、および流下仔魚調査から判断する。

平成21年度の対象河川は新荘川、物部川とした。なお、本調査は「アユ資源の動態評価技術

の確立と定着」事業と連関させて実施した。

3．結果と考察

1）新荘川

①親魚の成熟状況調査

長竹橋産卵場周辺において10月20日から11月24日にかけて5回､262尾を採捕して成熟

状況を調べた。各採捕日の成熟状況は、 「肥満度一生殖腺指数」の関係や生殖腺の観察から、以

下のように推察された。

10月20日 「一部産卵開始」

10月27日 「本格的な産卵開始」

11月03日 「産卵継続」

11月09日 「産卵継続」

11月24日 「産卵期の後半」

②産卵場（卵付着確認）調査

長竹橋産卵場周辺において、 10月20日から11月9日にかけて4回、付着卵の有無を確認

した。

10月20日 長竹橋下流、上流とも付着卵は確認できなかった。

10月27日 長竹橋下流の瀬で付着卵を確認、付着域は局所。

11月03日 長竹橋下流の瀬で付着卵を確認、付着域は局所。

11月09日 長竹橋上流101nの左岸で付着卵確認、付着域は2m×10m。

③流下仔魚調査

平成21年10月27日から平成22年1月26日の間、新荘川の長竹橋下流において14回、
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流量調査と採集調査を行った。調査期間の水温は20.0～15.6℃であった。新荘川では浸透水や

湧水の割合が多く、減水期には他の河川に比べて水温降下が緩慢で、 1月中旬の水温は16℃台

と他の河川の同期に比べて5～10℃高く推移した。

水温(℃）

25

物部川仁淀川新荘川
一二一一一一

新荘川
一

物部川
→一

仁淀川
一一e一一

20
■

合~－劃こ-圭一塗--琴一*--去一公一ゞ～垂一一一
■

15

｡一参一二亀=gg ＝－－－ 一■

10
－毛一⑧

5 ； ‐ I ~ カ ー 5 ． q ． 、 h U E 6 悪 ロ ウ リ f U U l サ GG U I I FO Q 8＋ り 41 0 U ● 0 H U

●●ぷ●●●J3' dJ｡ d抄。f，

図1成熟･産卵･流下期の水温値

流量(m.､3/sec)

０
８
６
４
２
０

１

||mF’

紗ぷぷ●●紗紗●Qg．●。f、
図2長竹橋の流量推移

調査期間中の流量は、 11月中旬（11月10日と11月14日に降雨・出水があった）以外の期

間は、概ね1～5ﾄﾝの流量であった。図3に流下量指標値(E/sec)を示した。ピークは11月

24日の543尾であった。時刻別流下密度パターンを推定して、この流下量指標値(IZ/sec)か

ら流下尾数の概数を求めると、調査期間中の総流下尾数は約6， 000万尾と推定された。

流下量指標(尾/sec)
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④産卵期についての考察

流下仔魚調査結果を水温・孵化日数の関係から半旬毎の産卵量に換えて、図－4にその推移

を示した。また表－1に産卵に関わる河川状況や、親魚成熟状況、産卵場（卵付着確認）調査

産卵量(指標値:万粒）

2000

戸一
1000

0 1 1 1 I

●●●●●●●ず紗●dr.●

図4半旬別の推定産卵量指標値

経過を示した。旬別産卵量から、 「平成21年の新荘川の主産卵期は11月上旬後期～11月下旬

後期で､12月上旬前期～1月上旬後期頃まで産卵が続いたが､この期間の産卵量は少なかった」

ものと思われる。 11月10日の出水までは高保木堰の上で瀬切していた。 11月09日までの成

熟状況は、産卵場周辺に生息していた小型親魚を採捕して、 10月下旬に「本格的な産卵」に入

ったと判断したが、産卵場の付着卵は局所的で少なかった。旬別産卵量でも10月下旬の産卵

量はわずかであったと推定された。 11月09日には長竹橋上に新しい産卵域を、また11月10

日の出水で瀬切が無くなり、上流からの大型親魚の降下を確認している。旬別産卵量でみた11

月上旬後期～11月下旬後期の主産卵期は､この産卵域の卵と新しく加わった降下群の産卵によ

って形成されたものと思われる。また、流下仔魚調査のピークである11月24日の仔魚は11

月10日前後の産卵に由来すると推定できる。 11月14日の出水による付着卵の流失は少なか

ったものと思われる。

2）物部川

①親魚の成熟状況調査結果

横瀬(産卵場周辺)において平成21年10月15日から11月5日にかけて4回、224尾を採捕

して親魚の成熟状況を調べた。各採捕日の成熟状況は、 「肥満度一生殖腺指数」の関係や生殖腺

の観察から、以下のように推察された。

10月15日「成熟途中」

10月22日「成熟途中（早の成熟待ち)」

10月29日「一部産卵」
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11月05日「本格的な産卵開始」

②産卵場（卵付着確認）調査結果

図－5に平成21年の産卵場の位置と流下

仔魚調杳付置を示した。10月22日から11

月05日にかけて4回、付着卵の有無を確認

した。

10月22日横瀬上の瀬:付着卵確認できず。

10月29日横瀬上の瀬:5rn×10mに「並

～濃」密度で付着卵を確認した。

11月05日横瀬上の瀬:10月29日に確認

した範囲の半分が薄い泥に覆われ、残り半分

域に「並」密度で付着卵を確認した。

瀬替え工事区間:区間の下に15m×15m範囲

で「濃」密度で付着卵を確認した。

③流下仔魚調査結果

平成21年10月26日から11月5日に当セ

ンターが3回、 12月01日から平成22年1

月11日に物部川漁協が7回、横瀬造成産卵

場直下において採集調査を行った。調査期間

の水温は18.6～10.2℃であった。11月11日

（過去4年間の例では産卵盛期中に当たる）

に降雨による大きな出水があり、 11月20日

頃まで水量の多い状態が続いた。図8に流下

量指標値（尾/sec)を示した。ピークは12月

01日の7， 600尾であった。時刻別流下密度

パターンを推定して、この流下量指標値（尾パターンを推定して、この流下量指標値（尾

表1新荘川における各調査の経過について

月／日 河川条件 親魚成熟状況 付着卵の状況

10/20 瀬切 一部産卵開始 確認できず

’ 10/21 〃 －－－－羅

： 10/22 〃 嬢下流で確翌）
1 10/23 "

10/24 〃 ≦
1 10/25 "

10/26 〃

10/27 〃 本格的な産卵橋下流で確認､局所的
10/28 "

10/29 〃

10/30 "

10/31 "

’ 11/01 〃

11/02 〃 匿琴で寓軍F’

’ 11/03 〃 産卵継続積下流で確麗､局所的
11/04 〃

11/05 〃

11/06 〃

11/07 "

11/08 〃

11/09 〃 産卵継続 橋上流で新たに確認

11/10出水(小）

I 11/11 …”降下親魚確浬
＃11/12 1 』 ．~…’ ．

畑1/13 ‘ 銀 、 ､、 、聯 ． ‐雲_‐ …｡-.
1 11/14′出水(犬)ゴニニ皇零驫蔑｡』 “狸 『 ‘
際11/15． …＝醗謬嘗覗 一、 ．‐ー"､､.,.,烏鞭 … 、 衝

11／16

11／17

11／18

11／19

11／20

，洞ﾉ21 ‐ 。 ．』
I オ1/22 一ー

111忽3 ニーーー

1 11/24 産卵期後半

’ 11/25 ー雲臨､ー‐ 【
11／26

11／27

11／28

11／29

11／30

12/01

/sec)から流下尾数の概数を求めると、 12月01

日以降の調査期間中の総流下尾数は41， 000万尾と推定される。

④産卵期についての考察

12月01日以降の流下仔魚調査結果を水温・孵化日数の関係をもとにして半旬毎の産卵量に

換え、図9にその推移を示した。11月11日の降雨出水で11月中・下旬の流下仔魚調査を行っ

ていないため、 11月中旬前期以前の産卵量は推定できない。産卵開始期を親魚成熟状況と産卵

場（卵付着確認）調査から判断すると、 「主産卵期は11月上旬前期から」と思われる。

10月29日、11月05日に付着卵を確認した「横瀬上の瀬」と11月4日に造成完了した「横

瀬産卵場」は出水で産卵床の砂利が流失した。11月上旬に産卵された卵は降雨出水の11月11
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日にはまだ孵化しておらず、大部分は

流失した可能性が高い。

出水後は、水量が少なくなり始めた

「11月中旬後期に集中した産卵があ

った」と推定される。11月中旬後期以

降の主産卵場は11月18日に親魚集群

を多く確認した「瀬替え工事区間」と

思われる。またその後にも、 「12月中

旬前期をピークとする産卵」があった

ものと思われる｡12月下旬以降の産卵

量も1月11日後の流下仔魚調査がな

いので推定できない。ただし1月11いので推定できない。たたし1月11

3

新物部jl

2

瀬替え
場

図5平成21年の産卵場の位置

日の流下仔魚量は以前に比べて大きく

減少していることから、 「主産卵期の終了は12月中旬後期」と判断した。以上か2

年の物部川の主産卵期は11月上旬前期～12月中旬後期で、 11月中旬後期に集中L

12月中旬前期をピークとする産卵がみられた」ものと思われる。

と判断した。以上から 「平成21

11月中旬後期に集中した産卵と、

水温(℃）
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流下量指標(万尾/sec)
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図8流下仔魚量の推移

産卵量(指標値:億粒）

2

1

0 1 1

●●●●く』．＄●●紗。f、、●

図9半旬別の推定産卵量指標値

3）親魚保護、産卵量確保について

落アユ解禁日が平成12年に「12月01日」になって10年となる。落アユ解禁日が平成12年に「12月01日」になって10年となる。平成11年以前の解禁

日「11月16日」は、前述の様に新荘川、物部川とも産卵盛期となっている。

平成21年の新荘川では､全産卵量に対する解禁日「12月01日｣以降の産卵量の割合は16％

で、 「12月01日」までに親魚のほとんどが産卵を済ませていたものと考えられる。しかし、過

去3年の新荘川流下仔魚調査(須崎市調査)結果では、 12月中旬以降に集中産卵があったと思

われる年があり､例年今回の産卵量推移パターンとなるのか､調査､検討していく必要がある。

平成21年の物部川では、 11月中旬前期以前の産卵量が推定できなかったこともあり、全産卵

量（11月中旬後期以後の推定量）に対する解禁日「12月01日」以降の産卵量の割合は43％

となった。ただし産卵量も17,000万粒と大きく、 「12月01日」以降も産卵が続いていたと考

えられる。平成19, 20年の物部川流下仔魚調査結果から判断すると、 19年は「12月01日」

以降の産卵量割合が大きかった年、20年は今回の新荘川のパターンに似た「12月01日」以降

の産卵量割合が少なかった年と思われる。次年以降の調査と併せて、過去の流下仔魚調査結果

を産卵量推移に換え、解禁日以降の産卵の量と割合を検討していく必要がある。
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放流用人工産アユの種苗性評価方法の確立と種苗性の検証

岡部正也佐伯昭

県内の河川に遡上する天然アユは減少傾向にあることから、資源再生のための対策が

強く求められている。そこで、本研究では、県内に放流されるアユ種苗の生産機関である

（財）高知県内水面種苗センター（以下種苗センター） と連携して放流アユの種苗性向上

と放流手法の改良に取り組み、厳しさを増す河川環境に即したアユ資源添加技術を確立す

る。

1）天然親魚の確保

1．目的

平成19年度事業において種苗センターで生産されたF5種苗の種苗性を評価したとこ

ろ、継代飼育にともなう遺伝的浮動の影響により遺伝的組成が天然アユ集団から乖離しつ

つあることが明らかとなった。そこで、天然アユに近い遺伝的組成と高い遺伝的多様性を

持つアユ種苗の生産体制を確立するために、内水面漁協の協力を得て県内の河川に遡上す

る天然アユを採捕し、生産施設から隔離した内水面漁業センターの施設で親魚養成を行い、

防疫体制の確立と生産計画に沿った成熟コントロールを行う。

2．材料および方法

天然アユの採捕は、芸陽漁業協同組合の協力により県東部に位置する安芸川の河口付近

～上流約5kmの範囲で平成20年5月28日、伊尾木川の有井堰下流部で平成20年6月

l9日に特別採捕許可に基づき実施し、合計1000尾を確保した。ただし、本年度は天然ア

ユの遡上開始が例年より遅れたため、採捕時にはすでに種苗放流が行われており、親魚候

補に放流魚が混入した可能性は否定できない。採捕したアユは種苗センターの活魚水槽付

4トントラックで当センターに陸送し、屋外50トン水槽に収容した。

3．結果および考察

採捕したアユは、平成20年5月28日～lO月8日までの133日間、当センターで飼育し

た。生産計画にあわせて成熟をコントロールするため、 6月2日～8月l3日の77日間、

明期l8時間、暗期6時間のサイクルで光周期調節を実施した。その結果、当初の計画ど

おり電照終了後75日目に採卵が可能となったことから、種苗センターに移送し、 10月27

日から採卵を実施した。

飼育期間中、総体重の約4％を目安として投餌を行ったが、急激な水温変動などにより

摂餌量が減少した場合は直ちに餌止めし、 0． 5％塩水浴を適宜実施してストレス軽減と疾

病予防に努めた。その結果、最終的な生残率は94％と高い歩留まりを維持できた。

池入れ後22日間は1 日あたり1～6尾の墜死が見られたことから、死因を特定するた

め、すべての蝿死魚について腎臓もしくは体表からMCYT培地およびTSA培地を用いて菌

分離を試みたところ、池入れ後7日目の姥死魚1尾から冷水病菌が検出された。 しかし、

これ以外の姥死魚から病原菌は検出されず、放流種苗全ロットについて実施した保菌検査
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においても冷水病菌は検出されなかったことから、蝿死は主に捕狸時の外傷もしくはスト

レスに起因すると判断された。また、親魚導入時において、施設内では他の種苗の飼育を

行っていなかったことから、冷水病菌は天然アユ導入にともなう河川からの持込によるも

のと考えられた。したがって、前年度同様冷水病菌は給餌量の調整を中心とした飼育管理

と塩水浴により飼育期間中に淘汰できたと考えられる。

2）親魚候補の遺伝的多様性評価

1．目的

天然アユに近い遺伝的多様性と遺伝的組成を持つ種苗の供給体勢を確立するため、種

苗センターで生産され、県内河川に放流される人工種苗の遺伝的多様度をDNA多型解析に

より評価する。本年度は、平成22年度に放流予定のF1種苗について解析を行った。

表－1 由来の異なるアユ種苗の遺伝的多様度の比較

平均アリル数／平均へ
ローカス

テロ接合体率固定指数
（期待値）

サンプル数由来

A Ho He Fis

種苗センター1代目（2002）

種苗センター5代目（2006）

種苗センター親魚(2007)

種苗センター1代目（2009）

48

48

94

48

３
３
１
７

Ⅶ
＆
脚
ａ

0.771

0.667

0.817

0.737

0.763

0.709

0.779

0.779

-0.010

0.063

-0.049

0.061

四万十川(2002) 48 12.9 0.765 0.765 0.000

松田川 (2006) 44 11．3 0.709 0.754 0.060

仁淀川 (2002) 47 12.4 0.739 0.776 0.048

伊尾木川（2002） 47 13 0.759 0.783 0.031

土佐湾産＊ 27 11．9 0.753 0.784 0.040

琵琶湖＊ 30 11．3 0.699 0.756 0.075

天然TY** 49 13.6 0.771 0.765 -0.008
q■‐q■‐‐‐‐‐‐一q■‐‐q■ーⅡ■●‐q■‐q■‐●q■｡ｰ■､ロー■､ q■ーq■●q■‐■P 4■‐q■q■q■‐q■q■q■q■‐‐q■■ﾛｰ‐‐‐q■一一q■一一－－‐ーー一一■■一一ロー‐‐一q■一口q■q■‐q■‐q■q■ーq■q■‐q■‐＝‐q■‐q■‐‐q■‐q■‐‐q■ー

人工－FS** 48 9.9 0.719 0.736 0.023

人エーFU** 45 10 0.624 0.735 0.151

人エーWA** 48 8 0.577 0.676 0.146

人エーTH** 50 4.6 0.566 0.605 0.064

人エーTY** 43 5.3 0.581 0.611 0.049

人エー I ** 45 4.4 0.486 0.493 0.014

人工一G** 47 3.6 0．46 0.484 0.050

人工－FG** 47 3．7 0.328 0.355 0.076

市販人工種苗(2006) 48 6.4 0.643 0.662 0.029

*:Takadetal (1999),池田ら(2005). 中の()内は 年または採 示。

2．材料および方法

種苗センターで生産された種苗 (F1、以下F1 (2009))についてマイクロサテライト

DNA多型解析を行い、遺伝的多様度を天然海系、琵琶湖系、県外産放流用人工種苗および

養殖用種苗と比較した。 DNAサンプルは90%エタノール中に保存した尾びれまたは脂びれ

からDNA抽出精製キット (QuickGeneSP kit DNAtissue、 FUJIFILM社製）を用いて抽出、

精製し、アユマイクロサテライトDNA 7マーカー座(Pall～Pal7)について解析した。
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各マーカー座は高木ら (1999) に従いPCR法により増幅し、オートシーケンサ

(BeckmanCEQ8000ジェネティックアナライザ）を用いて各PCR産物の分子量を決定した。

得られた分子量のデータは解析ソフトArlequin ver.3． OlおよびGDAver. l.0dl6cにより

解析し、遺伝的多様度の指標である平均へテロ接合体率(Ho、 He)、 ローカスあたり平均

アリル数（以下A)および固定指数（以下Fis)を推定した。さらに、各種苗の遺伝的分

化の程度を知るために、解析ソフトPhylipver.3.69を用いて各マーカー座のアリル頻度

から集団間の遺伝的距離を算出し、 UPGMA法に基づく類縁図を作成した。また、比較対象

としたデータのうち四万十川産は2002年3月に四万十川に遡上した天然海系アユ、およ

び養殖用種苗は市販の海産人工種苗の解析結果を用い、その他のデータはTakagi ela/b

(1999)、池田ら (2005)の報告および平成20年度高知県内水面漁業センター事業報告書

(2010)から引用した。

3．結果および考察
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図－1 由来の異なるアユ種苗の遺伝的多様度の比較

こ各種苗の遺伝的多様度を示す。遺伝的多様度を表す指標のうち、

O.0

表－1および図－1に
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平均へテロ接合体率の期待値（以下He)は近親交配の程度を直接的に表す指標であり、

種苗性を損なう要因の一つである近交弱勢のモニタリングに有効である。一方、 Aは種苗

の集団としての大きさすなわち実際に繁殖に関与した有効親魚数を反映する指標であり、

継代飼育における低頻度遺伝子の消失のモニタリングに有効である。池田ら(2005)は、放

流用人工種苗の遺伝的多様度にはHeで0.328～0.719, Aで3.6～10.0と生産施設によっ

て大きな差があるが、継代数が多い種苗ほど低い値をとり、特にAの値が顕著に低下す

る傾向があることを報告している （表-1，図-1)。本県においても2002年産のHeは

0.763, Aは11.3と天然集団とほぼ同等の高い値を示したが、 4世代継代後の2006年産

(以下F5 (2006))ではHeで約7%、 Aで約27%いずれも低下し、特にAの値の低下が

顕著であった （表－1，図－1）。また、 F1 (2009)では、 He、 AのいずれもF5 (2006)

に比べて高い値を示したものの、 Aの値は伊尾木川 (2002) を含む天然海系アユに比べて

低かった。この結果は、本年度確保できた親魚数が少なかったこと、および親魚候補への

放流魚の混入の影響が考えられる。その一方で、 F1 (2009)のHeは天然海系アユと同等

の値を示したことから、種苗センターで実施している交配方式は近親交配の回避に有効で

あったと考えられる。

本県産種苗と天然アユ集団との遺伝的分化について検討するために、 2002年産、 F5

(2006) 、 2007年採捕天然親魚およびF1 (2009)と県内の河川に遡上した天然アユ4集団

についてマイクロサテライトDNA7マーカー座を用いて集団間の遺伝的距離を求め、

UPGMA法により類縁図を作成した （図-2)。その結果、 F1 (2009)は継代種苗であるF5

(2006） に比べ、天然アユ集団のクラスターの近くに位置したことから、より天然アユに

近い種苗であると判断される。 しかしながら、前述のとおりAを指標とする遺伝的多様度

は天然アユに比べ低い値を示したことから、今後、十分な有効親魚数の確保と放流魚の混

入の回避を検討する必要がある。

3）放流種苗の追跡調査

伊尾木川2002

仁淀川2002

種苗センター親魚2007

松田川2006

四万十川2002

種苗センター2002

種苗センター2009

種苗センター2006

市販人工種苗

79

8

5

95
7

8〔

図－2天然アユ，放流種苗および市販人工種苗の遺伝的類縁関係
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1．目的

人工種苗は放流時期や場所、放流サイズなどの条件を人為的にコントロールできるこ

とから、多様な河川環境に応じた放流事業の展開が可能である。このメリットを最大限に

活用し、資源添加効率を向上させるためには放流後の動態を的確に把握することが重要で

あるが、天然遡上のある河川では人工種苗のみを追跡することはきわめて困難である。そ

こで、ダムより上流部に位置し、天然遡上がない河川をモデルフィールドとして、そこに

放流された人工種苗の分散、定着状況と環境データを経時的に把握し、 より効果的な放流

手法の開発に資する。

2．材料および方法

四万十川源流域に位置し、津賀ダムにより本流と遮断され、天然遡上がない梼原川お

よび四万川に放流された人工穂苗について、放流直後から約1ヶ月間隔で潜水目視による

追跡調査を行い、河川での分散、定着状況を把握した （図－3）。また、梼原川と四万川

の合流点、梼原川川井および北川川北川の各定点に温度測定用データロガーを設置し、 1

時間ごとの水温変化を記録した。

3．結果および考察

①放流環境の概要

川口合流点の梼原川側と四万川側における連続水温測定結果および気象庁梼原観測定

点における日間降水量の推移を図－5に、梼原川川井、北川川北川における水温連続測定

結果を図－6に示した。いずれの定点においても、水温は日隔差、年変動ともに前年に比

べて大きかった。また、種苗放流時の3月～5月にかけては前年にくらべて降水量が極端

に少なかったが、夏以降は比較的安定しており、アユの成育にとってはおおむね好適であ

ったと判断できる。気象庁梼原観測定点の過去30年間における気象記録から10位以内に

ランクインしている2009年の記録を抽出したところ、高温と渇水傾向を示す以下の2項

目が該当したが、高温と集中豪雨および渇水に見舞われた2007年に比べると、昨年同様

比較的安定した年であったといえる （表-2)。

②放流種苗の動向

2009年3月～6月までの間に梼原川流域と四万川流域に種苗センター産種苗が放流され

た。放流直後の4月には、いずれの定点においても流れの緩やかな渕や落ち込みに局在し

ている群れアユが見られたが、 5月以降速やかに分散し、活発に摂餌するアユが確認でき

た。 6月には、各定点で確認したアユの尾数は梼原川で減少し、四万川で増加する傾向が

見られ、漁期終了後の10月まで総じて四万川の魚影が濃い傾向が続いた（図-4)。各河

川の水温測定結果では、 5月以降四万川の水温が梼原川より高く推移しており、 6月には

まとまった降雨が見られたことから、降雨にともなう増水によって両河川から合流点まで

降下したアユが、水温の高い四万川に再遡上して定着したものと見られる（図－5， 6）。
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図－3調査河川および調査定点
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図－4各定点におけるアユ確認尾数の推移
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表一2梼原観測定点の過去30年間の気象記録において10位以内にランクインした2009年の気象

月日一記録（順位）項目

13.4℃ （8位）年平均気温の高いほうから

2079mm (9位）年降水量の少ないほうから

4）次年度の計画について

放流種苗の遺伝的多様性については引き続きDNA多型解析を用いてモニタリングを行

う。天然親魚については漁協関係者に協力を要請し、遺伝的多様度を維持するために必要

な親魚数を確保する。放流種苗の追跡調査については今年度と同様梼原川および四万川を

対象とし、放流後の分散、定着状況について把握する。
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四万十川源流域における魚類棲息環境の改善に関する技術支援事業

土居聡

【事業の目的】

四万十川の源流部に位置する支流北川川、梼原川及び四万川流域では、平成14年頃より春期から夏

期においてアユ、アマゴ、ウナギの放流魚を含む水生生物のへい死が頻発している。その主な原因は冷

水病をはじめとする細菌性疾病によるものであるが、これまでの調査から、 これらの疾病被害はまとま

った降雨の後の著しい水温変化や濁りの発生が引き金となることが示唆されており、四万十川源流域の

河川環境が悪化しつつあることを示すものと考えられる。そこで、当センターと関係機関および地元関

係者らが連携して環境悪化の原因究明と改善のための取り組みを行う。

【事業の内容】

1 事業概要

昨年度に引き続き、北川川および梼原川の物理的環境（水温の経時変化、溶存酸素量、濁度、 COD)

を測定し、基礎情報の収集と解析を行った。また、アユ等水産動物の放流から定着、漁穫の状況、へい

死の発生状況を把握し、魚病・環境要因の両面からへい死原因の究明を試みた。調査結果を流域の津野

町と梼原町で組織された魚族保護会の総会で報告し、これらの情報を共有することで、両者が協力して

改善に取り組めるような体制づくりを支援した。

2環境調査

（1）調査項目及び方法

調査日における各項目の測定は、水温、濁度及びpHは機器(*)を用いて現地で行い、CODは採水

して持ち帰り当センターで測定した。また、気象に関するデータ（気温、降水量等）は、気象庁の気

象統計情報から、梼原観測点のものを入手し、各測定項目との関連を調べた。

(*）

水温：電気測定法（佐藤計量器製SK-250PH-N)

pH:ガラス電極測定法（東亜デイーケーケー社製WM-22EP)

ポリスチレン濁度：近赤外線90度散乱光測定法（笠原理化学工業社製TR-5Z)

CODMn:シュウ酸一過マンガン酸カリウム滴定法

調査は、 4月から10月までのアユ漁期中概ね月に1回、冷水病の発生時期には2週間間隔で計9回

実施した。調査定点は、梼原町及び津野町と協議のうえ、昨年度と同じくそれぞれの水系で3定点、計

6定点を設定した。各調査日は次のとおりとし、調査定点は図－1に示した。

調査日：4月28日、 5月14日、 5月26～27日、 6月10日、 7月1日、 7月22日、 8月9日、 9月9

日、 10月28日
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北川川上流部：津野町奈路（消防道）

下流部：北川（国道橋下）

下流部：大古味（橋下）

梼原川中流部：飯母（放水口下流）

四万川中流部：仲間（沈下橋下）

合流点：川口沈下橋下流

Ｎ
ｊ
４
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

梼原川 北川川四万川

奈路

北川。

脈
諦仲間

大古味

1km

図－1調査定点

（2）調査結果

①降水量

4月から10月までの、梼原における旬別降水量を表－1に示した。4月から10月までの、梼原における旬別降水量を表－1に示した。また、 1979年から2000年までの

平均値から求めた平年と比較して多い（太字枠囲み：平年の150％以上)、並（数値のみ：平年の50～

149％)、少ない（下線付き：平年の49％以下）に分類した。今年度は全体的に少雨傾向であった。

表－1梼原における旬別降水量(単位:mm)

各調査日において目視で確認した河川流量と、調査日前一週間の降水量を表－2に示した。5月は降水

量が少なく、河川流量も少なめで推移した。6月から7月にかけてはまとまった降雨が断続的にあり、

流量は多めで推移した。

－65－

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

上旬 21．5
一

19．0
－

81.0 89.5
画
ｒ
ｐ
Ｌ
。

一

8
1■■■■

一

F

〕．
'■■■■ 1 12．0

－

■■■■■■■■■■■■■■■

106.5
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■

中旬 28．5
－

8.5
－

11.5
1■■■■■■■■■■■■■■

11.5
-

12．0
－

4.0
－

0．0
－

下旬 30.5 47.5 215.5 188.0 9.0
p■■■■■■■■■

44.5 20.0



表－2河川流量と降水量の比較
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②水温

両水系の水温の推移を図－2に示した。梼原川水系では13.6～23.5℃の範囲、北川川水系では14.1～

23.6℃の範囲で推移した。両水系の水温推移には大きな差はみられなかった。梼原川水系では概ね、飯

母・仲間・合流点の順に水温が高くなっており、四万川が梼原川に比較して高くなる傾向は昨年度と同

様であった。北川川水系では、奈路・北川・大古味と、上流から下流に向かって水温が上昇していた。

こうした傾向も昨年度と同様であった。

6月から7月にかけて､両水系とも冷水病が発生しやすいとされる18℃前後の状態が長期間続き､18℃

の温度帯を速やかに通過して上昇した昨年度と異なる推移を示した。また、 5月や9月のように降水量

が少なく流量が少ない状態では、両水系とも上流側の定点と下流側の定点との間で3℃以上の水温差が

生じた。

唖四
水温の推移(梼原川｡四万川） 水温の推移(北川川）
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③pH

両水系のpHの推移を図-3に示した｡梼原川水系では7.60～9.29の範囲､北川川水系では7.93～8.97

の範囲であった｡両水系とも、流量が多い時にはpHが低くなり、流量が少ない時にはpHが上昇した。

両水系を比較すると､昨年度と同様に北川川水系の方がやや高めに推移し、どちらも一般的な河川のpH

よりは高く、アルカリ性の水質であることが示された。水産用水基準では、河川のpHは6.7～7.5の範

囲が適当とされている。梼原川水系では、調査期間を通じて梼原川で低く四万川で高く推移し、合流点

ではその中間値となる傾向を示したが、 8月から9月にかけては、昨年度と同様に梼原川と四万川の定

点よりも合流点の値が上昇していた。このことから、これらの定点から合流点に至るまでの間に、pH

に影響を及ぼす何らかの要因が存在する可能性が示された。北川川水系では、昨年度に見られたような

北川で上昇し大古味で低下する状況は観察されなかった。

唖
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図－3両水系におけるpHの推移

④濁度

両水系の濁度の変化を図表－4に示した。梼原川水系では0.63～14.85度の範囲、北川川水系では0.24

～6.85度の範囲で推移した。今年度は降雨時または降雨直後の調査日があったため、昨年度に比較して

濁度が高い値を示すことが多く、 7月22日の梼原川水系は、いわゆる泥濁りの状態であった。

両水系を比較すると、渇水から平水時にはほとんど差がないものの、増水時には梼原川水系が北川川
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水系に比べて濁りの発生が顕著であった。梼原川水系では、特に四万川で増水時の濁度が高くなった。

北川川水系では、上流部の奈路が最も低く、北川、大古味と下流へ向かうに従って増加する傾向がみら

れた。

四唖
濁度の推移(北川川）濁度の推移(梼原川．四万川）
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図－4両水系における濁度の推移

⑤COD(化学的酸素要求量）

両水系のCODの変化を図-5に示した｡梼原川水系では0.14～4.18mg/Lの範囲､北川川水系では0.14

～2.61mg/Lの範囲で推移した。両水系とも1mg/L以下の低い値を示すことが多かった。7月22日は

全ての定点で値が上昇しているが、これは濁度ともよく相関しており、降雨が原因と考えられた。

梼原川水系では、飯母が昨年度と同様に高い値を示すことが多かった。濁度が低い場合でもCOD値

が高くなっており、飯母の付近にCODを上昇させるような局所的な原因が存在する可能性が考えられ

た｡北川川水系では､昨年度に安定して低い推移を示した上流の奈路で､6月10日と10月28日に2mg/L

を超える高い値がみられた。

水産用水基準では､アユが成育できる条件としてCODが3mg/I』以下､自然繁殖の条件としては2mg/L

以下と規定されている。梼原川水系の飯母や北川川水系の奈路でみられた高いCOD値は、いずれも下

流側の定点に至るまでには低下しており、流域全体としてはアユの成育等への影響は小さいと思われる

が、局所的にはアユを含めた水生動植物への影響が生じる可能性は否めない。
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函 唖
CODの推移(梼原川.四万川） CODの推移(北川川）
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図－5両水系におけるCODの推移

3魚病の発生状況調査

（1）放流状況

梼原川及び北川川水域は、高岡郡四万十町下道の発電用えん堤（通称：津賀ダム）によって、下流域と水

産動物の遡上降下が遮断されている。ダム上流の水域には漁業権が免許されておらず､流域の梼原町と津野

町で組織された魚族保護会がアユやウナギなどの水産動物を放流し、河川生産力の有効利用を図っている。

平成21年度は、4月から5月にかけてアユ5,350kg(梼原町：高知産人工4,086kg、津野町：他県産人

工1,264kg)、6月と8月にウナギ1,192.9kgが放流された。

（2）漁獲状況

魚族保護会が発行する遊漁協力券の販売実績によると、平成21年度の入漁者数は1,188人で前年度よ

りも216人、22％増加した。比較的好漁であった前年度を上回ったことからも、平成21年度のアユ漁が

好調であったことが伺える。

（3）魚病の発生状況

両水系における今年度の魚病発生状況について、両町役場や魚族保護会からの聞き取りや現地で採取

した病魚の診断結果を表－3のとおりまとめた。梼原川水系では、昨年度は魚病の発生がほとんど見られ

なかったが、今年度は5月下旬からアユだけでなくオイカワやウナギのへい死もみられ、約3週間続い

た。北川川水系では、アユのへい死が6月上旬から中旬までみられた。

アユからは、エラや体表の潰瘍患部から改変サイトファーガ寒天培地上に"mbacmzブizmpSJchz℃狸h"izm
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が、またアユ、ウナギ、オイカワの腎臓からはトリプトソーイ寒天培地上にAemmo"gg勿彼可zhいが分離さ

れた。〃sJMIwzhnumについては、分離菌のロタマーゼ法によるPCR検査で、AM曲可mh池については、

分離菌のグラム鑑別､チトクローム･オキシダーゼ試験､O/F試験の各性状検査とAPI20Eを用いて特定した。

このことから、両水系において5月から6月に発生したアユのへい死被害は､冷水病と運動性エロモナス病の

合併症によるものと判断された。ただし、役場や保謹会からの聞き取りによると、両水系とも被害量は例年よ

り少なく、平成21年度のアユ漁は好調に推移したとのことであった。

表3平成21年度の梼原川・北川川水系における魚病発生状況

4調査結果および考察

（1）水温と魚病との関連

気象庁の観測データから見た平成21年5月の気象条件は、気温25℃以上の夏日が12日、 30℃以上

の真夏日が3日観測され、一方5月の降水量は75mmと平年値(218.2mm)の約34%にとどまり、高

温小雨といえる状況であった。しかし、夜間から早朝にかけての気温は10℃前後まで低下しているのが

観測されており、この極端な日較差が、水位の低下した河川水に大きな水温変動をもたらしたと予想さ

れる。

5月下旬の調査はへい死魚の採取とあわせて26日から27日の2日間にかけて実施した。27日午前

中に測定した飯母の水温は､26日午後に測定した梼原川水系の仲間及び合流点の水温に比べて5℃以上

低く、 このような水温変動が5月には頻繁にみられたと考えられる。

アユ等のへい死は、5月25日に最初の報告があり、その後少なくとも6月17日までへい死魚が確認

されている。聞き取りによると被害量は多くないものの、長期間にわたり被害が生じている。今年度は

アユ以外にオイカワやウナギにも魚病被害がみられ､A.血肋呼油池が分離されているが､本菌を原因と

する運動性エロモナス病は、いわゆる日和見感染的な魚病で環境悪化等によるストレスが原因で生じる

ことが多いとされている。

両水系とも5月下旬から7月下旬まで水温が概ね18℃前後で推移しており、冷水病の発生しやすい

水温帯が長期間にわたって続いた。加えて小雨による水位の低下、それに伴い極端な水温日変動が生じ

たことが引き金となって、魚病被害が発生したと考えられる。

（2）その他の環境指標と魚病との関連

北川川水系では、冷水病の被害量は例年よりも少なかったが、 これまで発生があまりみられなかった

上流部の奈路、さらに上流の王在家でも病魚が確認された。

5月下旬から6月上旬にかけて、梼原川水系の飯母と北川川水系の奈路でCODが高い値を示したこ

とは、冷水病の発生時期や場所と深く関連が疑われ、河川水中の溶存性有機物の増加が冷水病の発生に

作用している可能性が考えられた。
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放流アユ種苗由来 発生した魚病 発生時期 被害量(聞き取り）

梼原川水系
高知産

海産系人工(fl)

運動性エロモナス病

冷水病を併発

5月下旬～

6月中旬

例年より少ない

北川川水系
他県産

海産系人工(f4)

運動性エロモナス病

冷水病を併発

6月上旬～

6月中旬

例年より少ない



アマゴ生息状況調査

(河川利用中山間地域活性化事業）

岡部正也･土居聡･佐伯昭

高知県では，産業振興計画に基づく成長戦略の一環として,アユ漁終了後の中下流域を｢アマ

ゴの冬季釣り場｣として開放し，中山間地域の交流人口の増加と活性化を図る取り組みに本年度

から着手した｡本調査では,この取り組みを推進するために,候補地である奈半利川水系において

アマゴの生息状況を調査し,事業実施に必要な基礎データを収集する。

1）生息状況調査

1．目的

地元関係者と協議の上，周年利用の候補地として選定した奈半利川水系の野川川につ

いてアマゴの生息状況を調査し， 自然繁殖の有無と資源動向を把握する。

2．材料及び方法

野川川下流域において，上流側から堰堤もしくは頭首工を基点とするSt.1～St.4の4定点を

設定し, 2009年4月30日～2010年2月12日の期間に1回／月の頻度で潜水調査を実施した

(図-1)。調査は,調査員2名の目視観察により行い,各定点の基点から下流へ約400mを潜水し，

区間内におけるアマゴの尾数，産卵床の形成，および産卵の有無を確認した。また，各定点には

データロガーを設置し， 1時間毎の水温を記録した。

3．結果および考察

St､1

St､4

野川川

奈半利川
St2

St､3

図－ 1 調査地点の概要 （図中の写真は各調査定点において基点とした河川工作物）
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各調査定点におけるアマゴの確認尾数および水温の推移を図-2および3に示した｡いずれの定

点においても，調査期間を通じてアマゴが確認されたが, St､3およびSt､4における確認尾数は上

流の2定点に比較すると総じて少なく，とくに7月以降の減少が著しかった。さらに，これらの2定点

では,7月～9月の平均水温がアマゴの生息適水温の上限とされる20℃を上回って推移した｡また，

調査期間を通じて，いずれの定点においてもアマゴの産卵は認められず，産卵床の形成も観察さ

れなかった。したがって，野川川下流域では，自然繁殖の可能性は低いと判断される。本調査は，

次年度以降も継続し,データの蓄積を図る。
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図－2 各調査定点において確認した 図－3 各調査定点における水温の推移

アマゴの尾数の推移

2）集団構造の解析

1． 目的

奈半利川水系に生息するアマゴの資源保護と増殖に活用するため，各支流の個体群の

集団構造をDNA多型解析により把握する。

2．材料及び方法

アマゴのサンプリングは,図-4に示した3支流で奈半利川淡水漁協組合員に依頼して釣りにより

行った｡これらの支流のうち，矢筈谷川と具同宇川は平鍋ダムより上流に位置しており，野川川との

交流が遮断されている。さらに，具同宇川の下流部と野川川中流（図-1 St.1,2)には魚道のな

い砂防堰堤が設置されており，アマゴの遡上は不可能である。したがって,これら3支流間ではアマ

ゴの交流はないものと考えられる。また，漁協の聞き取り調査から，矢筈谷川には毎年放流が行な

われているが，具同字川と野川川上流にはこれまでに放流が行なわれていないことを確認した。

供試魚は直ちに現地で氷冷して高知県内水面漁業センターに持ち帰り，分析まで-20℃で凍結

保存した。放流魚のサンプルについては，放流に用いた種苗の中から84尾を無作為に抽出して

活魚で入手した。各サンプルは体測後腹鰭を切除して100%エタノール中で固定し,常法により

DNAを抽出，精製した｡アマゴの遺伝的組成を各支流間で比較するため,PCR-RFLP法によるミト

コンドリアDNA分析を行った。分析条件はKawamuraera/h (2007)に従い，ミトコンドリアDNA

上のDLoop領域とNDl領域をPCR法により増幅し,増幅産物をMbolおよびHaeⅢの2種類の
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制限酵素でそれぞれ消化した｡これらのサンプルについて3％アガロースゲル電気泳動によりDNA

断片を分画し，得られた制限酵素断片長多型の組み合わせに基づき個体ごとのハプロタイプを決

定した（図-5,表－1，2)。

3結果および考察

ミトコンドリアDNA分析において,DLoop領域ではMbolとHaeⅢの制限酵素でそれぞれ2種

類,ND1領域ではHaeⅢで3種類の多型が検出された（図-5,表-1)。さらに，これらの組み合

わせから,放流魚は6種類，野生魚は4種類のハプロタイプに分類された｡また，野生魚のうち，具

同字川と野川川上流のアマゴ個体群はMtl l種類のみで構成されていた（表-1,2)。
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図－4サンプリング地点の概要と，各個体群のハプロタイプ頻度

以上の結果から，奈半利川水系に生息するアマゴの遺伝的組成は支流ごとに異なることが明ら

かとなった。ただし，本年度実施した解析手法では，支流間における個体群の交流や放流魚と野

生魚の交雑などについての情報が得られないことから，次年度以降，マイクロサテライトDNA解析

による分析を検討する必要がある。
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トコンドリアDNADLoop領域（左） とND1領域のPCR-RFLP泳動像
「
、
『

I (左)およびHaem(右)による制限酵素処理）

表－ 1 各領域の制限酵素断片長多型とハプロタイプ

ハプロタイプ名 DIoop ND1
－

HaemMbol Haem

咽
雌
岬
岬
噸
叱

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ

Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ａ

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｃ

表－2各支流の個体群のハプロタイプ頻度

ハブロタイプ名 放流魚 矢筈谷川野川jll正流具同宇川
Mtl

Mt2

Mt3

Mt4

Mt5

Mt6

８
２
１
５
０
１

１
１
１

1

15 10 14

１
１

合計 47 18 10 14
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アマゴ漁場周年利用促進調査

(河川利用中山間地域活性化事業）

土居聡

1． 目的

アマゴは産卵保護のため冬期の禁漁期間が設定されている。しかし、河川によっては、アマゴの生息

は可能であるが、産卵や再生産が行われていない区域が存在すると考えられる。このような区域では、

産卵保護のための禁漁期間は必要ないと考えられ、禁漁期間を解除することで漁場の周年利用が可能と

なり、遊漁者の増加による中山間地域の交流人口拡大と地域の活性化が期待できる。そこで、河川環境

やアマゴの資源状況を調査し、周年利用の可能な漁場が設定できるかどうかを検討する。

2．材料及び方法

・対象河川および調査区域の選定

事業計画策定の段階で、アマゴの漁業権を有する内水面漁業協同組合（以下、漁協）との協議によっ

て、奈半利川、安田川、吉野川の3水系が平成21年度の調査対象河川に選定された。このうち奈半利

川については、全庁で推進する地域アクションプランに採択され、安田川と吉野川については事前調査

の位置付けで調査を行うこととした。本項では、安田川と吉野川における調査結果を報告する。

当センターでは、これら2河川の漁業権を管理する安田川漁協及び嶺北漁協からアマゴの生息状況や

河川の利用状況、調査区域についての要望などの聞き取り調査を行い、それぞれ以下の表－1および図－1

～5のように区域を設定した。

表－1各河川の調査区域と漁協からの聞き取り結果

詞き取り結果等

ま中流域の赤鉄橋付近言

子"XZ1午反刀ユワノ

易所を本流域に変更

等の若年層瀞漁者0 ]存I叉

りたい。

勾川及び地蔵寺川に設定し

アユ方約h室田灰の冬期志
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河川名 調査区域

安田川 本流の中上流域

馬路温泉前～正弘下島えん堤までの本流(流路延長約

14km)のうち、下記4カ所のえん堤を中心に上下流約

100mの範囲を調査点とした。

・馬路温泉前えん堤

・ 島石キャンプ場赤吊り橋下えん堤

・ 古川えん堤

・ 正弘下島えん堤

吉野川 支流穴内川のうち、国道32号線大豊トンネル北口橋か

ら大豊町役場前までの約1500mの区間

支流地蔵寺川のうち、土佐町ふれあい広場の上下流約

600mの区間



穴内川地蔵寺川

野

図－1調査を行った河川

図~2安田川の調査区域
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・調査方法

両河川において平成21年8月ないし9月から、平成22年2月まで、月1回の潜水目視調査を行い、

各調査点におけるアマゴの生息状況（個体数．全長）を確認した。産卵期にあたる11月から2月にか

けては、産卵床と仔魚の有無も調査した。また、調査区域に自己記録式連続水温測定装置を設置し、連

続測定した。

3．結果および考察

1）安田川

①水温

安田川では､平成21年8月から平成22年2月まで7回の調査を行った｡現地調査の際に測定した各

定点の水温推移を図－6に、データロガで連続測定した水温の推移を図－7に示した（ただし、連続測定の

データはデータロガの流失等により11月27日から2月17日までの間が欠測となった)。8月から9月

にかけては、全ての定点で水温がアマゴの生息適温上限値とされる20℃を上回った。 10月以降は水温

が低下し、 12月から2月までは概ね10℃を下回る値で推移した。最上流の馬路と最下流の正弘下島で

は2～3℃の水温差が生じた。
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図－7安田川における水温の推移（連続測定）

②アマゴ分布状況

各調査日に潜水目視で観察したアマゴの全長と尾数を表－2に示した。上流域の定点では、島石で全て

の調査日に、馬路では1月を除く全ての調査日にアマゴを確認した。中下流域の古川と正弘下島では、

水温が20℃以上であった8月と9月には確認できなかったが、 10月以降にアマゴを確認した。水温の

低下に伴い分布域が下流まで広がったものと考えられた。

古川と正弘下島では、 11月から12月にかけて工事等に伴う濁りで視界が1m以下となる状況が断続

的に続いた。特に古川では、工事によりえん堤下流域の流路が大幅に変更され、河床一面にシルト状の

泥が堆積する状況となった。このため、低水温期には下流域でアマゴは確認できなかった。

安田川では、平成21年度からアマゴの種苗放流場所を変更し、それまで馬路よりも上流域の支流に

放流していたものを､馬路温泉からキャンプ場前(島石と古川のほぼ中間）までの区間に放流している。
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平成21年度は、4月30日と10月18日にそれぞれ55kgと110kg放流された。放流時の魚体重は4

月分が平均約69， 10月分が平均約109で、放流尾数は約2万尾であった。

上流域の馬路と島石において確認したアマゴの殆どは、その全長から当歳魚と推察された。確認した

アマゴの尾数は9月から12月にかけては多く、水温が5℃以下となった1月には大きく減少し、その

後2月には再び増加した。これは、放流群を主体とする当歳魚の移動・分散を反映したものと考えられ

た。一方、 1歳以上の年級と思われるアマゴは、2月には6尾を確認した以外、9月から1月までは0

尾ないし1尾の確認にとどまり、今回の調査区域にアマゴが越年して生息しているとは考えにくい結果

となった。

表－2安田川の各調査点で確認したアマゴの全長と尾数

調査日 槻
馴
尾
混
尾
尾
硯
尾

え
７
１
１
６
１
１

今
Ⅱ
ユ
月泉

、
ｍ

識
銀
弥
封
麺
恥
心
魂

６
８
１
８
６
１

古川えん堤

全長 ｜ 尾数
なし

正弘下島えん堤

全長 ｜尾数
なし

励石キャンプ場下えん堤

全長 ｜尾数
6～10cm l6尾8/6

30尾 なしなし9/11 6～10cm

6～12cm l30尾 | 6cm 2尾 なし10/9

13尾 視界不良で確認でき

ず（工事の濁り）

7尾11/27 10～15cm 12～16cm

服
一
梶

なし 視界不良で確認でき

ず（工事の濁り）

11尾12/17 6～8cm 4～15cm
－－

20cm

なし 混
一
梶

なし 2尾1/15 ｍ
一
ｍ

ｃ
》
ｃ

２
《
８

１
幅
１

20cm
■Qd■

視界不良で確認でき

ず（降雨の濁り）

9尾
一年一

3尾

混
一
硯

なし2/18 12～15cm

18cm

恥
一
酎
一
麺 1尾

●一

jic

一

L
丙

q

F・一･］ 、＝
ー

ゴ

図－8 12月17日に馬路で確認されたアマゴ（全長約8cm)
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③産卵床調査

2月に馬路で全長約25cmの成魚と思われるアマゴを1尾､また最下流の正弘下島では1月に約20cm

のアマゴを2尾確認したが、産卵行動はみられなかった。またいずれの定点でも産卵床は確認されず、

ふ化仔魚も確認されなかった。

2）吉野川

①水温

吉野川水系では､平成21年9月から平成22年2月まで6回の調査を行った｡現地調査の際に測定し

た各定点の水温推移を図－9に､データロガで連続測定した水温の推移を図-10および図-11に示した(た

だし､連続測定のデータはデータロガの流失等により9月3日から11月18日までの間が欠測となった)。

調査を開始した9月には、両支流とも水温がアマゴの生息適温上限値とされる20℃を上回っており、

夏期においては20℃を超える状態が継続しているものと推察された。 10月以降水温は低下し、 12月か

ら2月までは概ね10℃を下回る値で推移した｡地蔵寺川が穴内川に比較して1℃程度高い傾向を示した。

℃

25

20

15

10

5

0

設砿●ずぶくfしぶくj,ぷふ

「三天丙~二軍調

､lf q)､‘ ぷ

図－9吉野川水系における水温の推移（調査日）
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図-11地蔵寺川における水温の推移（連続測定）
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②アマゴ分布状況

吉野川水系の両支流では、調査区域を上流から下流に向けて流下しながら、瀬の落ち込みや岩陰など

を中心に観察した。各調査日に潜水目視で観察したアマゴの全長と尾数を表－3に示した。

両支流とも水温が20℃以上あった9月には、アマゴは全く確認されなかった。穴内川では、 10月に

当歳魚と思われるアマゴを20尾確認したが､それ以降は数尾程度の確認にとどまった｡地蔵寺川では、

調査期間を通じて1尾ないし2尾しかみられなかった。毎回ほぼ同じ場所で同一個体と思われるものが

確認されたことから、これらのアマゴは水温が低下した10月以降、上流域で放流された魚あるいは天

然魚が一時的に居着いていたものと考えられた。

なお、両区域には、ニゴイやウグイなど大型のコイ科魚類が多く生息している状況がみられた。特に

穴内川ではニゴイの生息数が非常に多く、9月には調査区間内で全長20～40cmの大型個体を200尾以

上確認した。これらは渕から急流部に至るまで全域にみられた。

表－2吉野川水系で確認したアマゴの全長と尾数

穴内川 地蔵寺川
調査日

全長 尾数 全長

なし

10cm

25cm

なし

12～14cm

22cm

20cm

尾数

なし9/3

20尾 梶
一
梶

10/15 10～12cm

混
一
一
混
一
梶
一
蝿

11/19

12/21

1/29

2/25

ｍ
、
ｍ

４
８
７

ｃ
ｃ
ｃ

剖
剖
剖
皿

１
１
１
１

２
４
６
８

混
一
混
一
眼

－霧 。 ‐～ ‐ｰ、嘉一、
、

己一b睡 逼、Qや壷
赴一

一 口

､
●

〈
一
回

』
、

一
一

一

一

、

今

『
や
寺

、
《
』
《
や
色

．
』
ロ
一
戸
『
型
心

ｍ

Ｃ

０

－－
Ｑ
■
巷“〃

、、
●

■

、～～

、 ～ 肇

一今

巽
一
夕

３

－守、
、
一

一
一

■
。

、

ー

監罵､_-曽親.‐

』
＝L

幾号，．
D

一

一
今

図-13穴内川の急流部を群れで遊泳する

大型ニゴイ（2月25日）

図－12 11月19日に穴内川で

確認されたアマゴ（体長約12cm)

③産卵床調査

穴内川では成魚と思われるサイズのアマゴは確認されず、地蔵寺川では1月から2月にかけて20cm

以上の個体を合計3尾確認したが､これらはいずれも単独で遊泳しており､産卵行動はみられなかった。

また、いずれの定点でも産卵床は確認されず、ふ化仔魚も確認されなかった。
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天然アユの市場別取扱量の推移

（単位:kg)

歸璋 里壽襄果仁淀川 芸陽驍鴇年
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